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　　プロローグ





「あなたを殺してわたしも死にます！」



「……はい？」

　土手に寝そべっていた山やま根ね勇ゆう治じは、いきなり聞こえたその言葉の意味がわからなかった。

　寝そべる頭の少し先に、彼女は立っていた。

　この小柄な少女に、とても物騒なことをいわれた気がする。

　下から見上げると、ミニスカートの向こうの巨乳の向こうに、切れ長の大きな瞳と少し厚い唇くちびるがあった。思い詰めたような厳しい表情で、握った拳こぶしを腰に当て、勇治を見下ろしていた。

「ええと。……人違いでは？」

「いいえ。あなたは福ふく山やま高校二年生、出席番号十九番、山根勇治なのです！」

　いい声だ。高くて、か細くて、少しビブラートがかかっている。好みの声だ。

　――しかし。

　勇ゆう治じの頬ほおに、一筋の汗が流れる。

　誰なんだろう、この少女は。

　出席番号まで知っているのだから、やはり知り合いかと思って記憶を探るが、出てこない。勇治は、学校の勉強に関してはなぜかまるで役に立たないのだが、興味があることに関しては記憶力がかなり良い。落語の寿じゆ限げ無むを、たった一度読んだだけで暗記したくらいだ。見た顔は、決して忘れない。特に可愛かわいい女の子ならなおさらだ。

　だけど、この顔は確かに見覚えがない。

　勇治は、心臓がドキドキしてきた。

　顔も紅潮してきた。

　鼻の下が伸び、口がだらしなく開いた。

　なにしろ土手に寝そべる勇治からは、彼女のミニスカートの中が丸見えなのである。

　身体からだの一部が徐々に硬直していくのがわかる。

「もう一度、いいます。あなたを殺してわたしも死にます！」

　くわっと、少女の大きな目が見開いた。

「ぬおっ！　ご、ごめんなさああああい！」

　本気の殺気を感じ、勇治はとっさに身を引いて立ち上がった。ぱんつを覗のぞいていたのがばれてしまったと思い、狼ろう狽ばいした。



    

  
    
      



    

  
    
      　あとずさり、前屈みになり、手を前に出して距離を取る。

　少女は、勇ゆう治じの胸ほどの背丈だった。中学生くらいだろうか。白いブラウスとミニスカート。明るい色の髪かみの毛を、ポニーテイルにしている。華きや奢しやで小柄で、胸がでかい。

「と、とりあえず、話し合おう。対話が肝心だ。な？」

「必要ありません。あなたは今すぐ死ぬのです！」

「ち、ちょっと待てって！　お前が悪いんだろ？　あんなとこに立てば、自然に見えちゃうって！　不可抗力だ！」

「なんのことです？　意味がわかりません」

　少女の表情が少し変わった。眉まゆを寄せ、首をかしげる。

「あ、あれ？　じゃあ、なんで？」

「なんでもなにもありません。あなたは今ここで死ぬのです」

「……はい？」

「あなたを殺してわたしも死にます！」

　胸を張って、少女は堂々とそういい切った。

　カラスがカァと鳴いた。

　勇治は学校帰りに、この自宅から徒歩五分の位置にあるお気に入りの土手に寝そべって、ぼんやりと夕ゆう陽ひに染まる空を眺ながめるのが日課だった。

　桜も散り、ゴールデンウィークを終えて、季節はうっとうしい梅雨へと向かっているとはいえ、川岸は肌寒い。生臭い湿った風が頬ほおを撫なでる。

　土手の上には、遊歩道が伸びている。そこでは、買い物帰りのおばさんたちが、立ち止まって井い戸ど端ばた会議をしていた。下品な笑い声が響いてくる。

　遊歩道の向こうには、グラウンドが何面も広がっている。野球やサッカーの練習に明け暮れる健康的な少年たちが、元気な声を上げていた。

　そんなＢＧＭを聴きながら。

　勇治は困こん窮きゆうしていた。

　この少女は、初対面だというのに、いきなり心中希望らしい。

　どうしたらいいだろう。

　お友達から始めていただけないだろうか。

「よ、よし！　自己紹介をしようじゃないか。オレは、山やま根ね勇治。十六歳。高校二年生。帰宅部。血液型はＯ型。趣味は、特にない。特技は、記憶力がいいこと。勉強は別だけど。そしてカノジョいない歴十六年。カノジョ募集歴十六年。もちろんカレシもいないぜ。募集はしてないけどな」

　途中でなにいってんだオレ、とか思いながらも、べらべら喋しやべる勇治だった。とにかくしょーもないことでもいって、彼女を笑わすのだ。そうすれば、心中なんて暗い発想はどこかへ行く。行くはずだ。行ってくれ。お願いだから、諦あきらめてくれ。心中なんて、まだ六十年くらい早い。

「知っています。あなたは、バカでスケベでダメ人間です」

「し、失礼なこというなああああ！　初対面だろうが！」

　なにか本当のことをいわれた気がして、勇ゆう治じは胸にグサっときた。

「うるさーい！　もう覚悟はできているはずです！　さようなら、わたしの青春！」

　少女は真面目まじめな顔でそう叫ぶと、さっと右手を上げて勇治を指さした。その手首には、大きな青い宝石がはめ込まれたブレスレットが着いている。

「雪よ、氷よ、気に満ちきゃああああああああああ――」

　つるっ！

　ごろごろごろ！

　ドボン！

　ザザーっ！

「……は？」

　勇治は、唖あ然ぜんとした。

　あまりのことに、瞬時に状況の把握ができなかった。

　少女は勇治を指さしたと同時に、

　足を滑すべらせ、

　土手を転がり、

　そのまま川に落ちて、

　流れて行ってしまったのだ。

　えーと。

「……な、なんだそりゃああああああ！」

　我に返ると、勇治は慌てて走り出した。土手を駆け下り、粘土質の川岸を下流の方へ向かう。

　夕ゆう陽ひで赤く染まった川の水は、とても冷たそうだ。川底までは、たぶん二メートルくらいあるだろう。流れはそんなに速くないが、濁にごっている。たまに原付バイクのカブとか沈んでいるような川だ。

　どうしようかと、勇治は焦あせった。万が一のことがあったら、間違いなく疑われてしまうだろう。遊歩道にいたおばさんたちが目ざとく見つけて、あることないこといいふらすに違いない。「私は見ました彼が彼女を突き落としたんですまあ酷ひどいきっと愛憎のもつれです心中失敗です男だけ生き残るだなんて最低です最悪です告こく訴そします死刑です」

　冗談じゃない。新聞雑誌ＴＶで少年Ａとして報道されるのなんて、まっぴらごめんだ！

　ぷかりと、ポニーテイルが浮かんできた。

「いた！　待ってろよ！」

　どうせ報道されるなら、少女を救った英雄として報道されたい。金一封とかでるのかな。学校じゃヒーローだぜ。女子にモテモテだ。

　川に流されるポニーテイル目がけて、勇ゆう治じは川に飛び込んだ。

　ゴチン！

「ぎゃあああああああああああ!!」

　つるつるつるーっ！

　指先に激しい痛みが走り、そのまま頭頂部がなにか堅かたい物に当たったと思ったら、身体からだが滑すべって回転した。

　なにが起こったのか、すぐに理解できない。ただただ、指と頭が痛い。

　そして、冷たい。

「……って、な、なんで川が凍ってるんだよ！」

　上半身を起こすと、川が凍っていた。

　見事に凍っていた。

　ひとが乗ってもびくともしないくらいに、厚い氷に覆おおわれていた。

　ありえない。寒波の厳しい真冬にだって、この川が凍ったことは一度もなかった。

　氷の上で危なっかしく立ち上がり、あたりを見回す。勇治の周り十数メートル分だけ、川が凍っていた。スケートリンクのような綺き麗れいな氷面ではなく、川の流れがそのまま凍ったかのような感じだった。

「な、なにが起ったんだ……」

　バキバキギャゴン！

　そんな激しい轟ごう音おんに驚いて、足を滑らせて尻しり餅もちをついた。

「こ、今度はなんだ!?」

　氷に、ぽっかりと穴が開いていた。

　氷の細かい破片が、雨のように降り注ぐ。

　その穴から、少女がずばっと飛び出してきた。

「ぬおっ!?」

　少女は空中で一回転してから、大きな胸を惜しみなく揺らしながら、見事に氷上に着地した。いろんな意味で、見とれるほど素晴らしいアクロバットだと、勇治は鼻の下を伸ばしながら思った。

　彼女は勇治の方に向き直ると、挑戦的な顔をして、腰に手を当て胸を張る。

　だけど、全身ずぶ濡ぬれで足下がガクガク震えていた。

「き、ききききき今日は、こ、これくらいに、してあげるわ！　で、でもでも、こここここ今度逢ったら、いいいいいーいーいー命はないと、思ってね！」

　少女は精一杯の大声で、そう叫んだ。

　その次の瞬間。

　ゴツッ！

　グラウンドから飛んできた野球のボールが少女の側頭部に見事に命中し、そのままぱったりと崩くずれるように倒れた。

「……はい？」

　てんてんてん、とボールが氷面を転がる。

　えーと。

　つるつる滑すべる氷面を四つんばいで進み、少女の近くに寄る。

　つんつんと、指先でふっくらした頬ほおをつつく。

　目を回している。

　どうやら、気絶したらしい。

　えーと。

「……わけわかんねーよ!!」

　勇ゆう治じは、頭を抱えてそう叫んだ。



    

  
    
      




　第一章　魔法少女





　　　１

「なんだったんだ、あの女の子は……」

　勇治は氷の上に女の子を放置したまま、逃げるように家に帰ってきた。

　頭を打って気絶したままだからかなり心配ではあるが、関かかわりたくなかった。

　ドアを閉めるなり、しっかり鍵かぎをかけた。チェーンまでかけた。

　まさかここまで追いかけてはこないと思うが、なにをするかわからない不ぶ気き味みさを感じていた。彼女には常識が通用しない。そんな気がする。

　肩で息をして、額の汗を拭ぬぐう。

「ん？　あ。おかえり、ゆーじ」

　居間から、妹の那な奈ながひょこっと顔を出した。ちょっとハスキーな、鼻にかかった声。

　黒目がちな大きな目、愛あい嬌きようのある口元。艶つやのある黒いショートカットの髪かみが、ふわりと揺れる。学校から帰ってきたばかりで、セーラー服のままだ。

　勇ゆう治じは、ドキッとした。

「どしたの？　そんなに息切らして」

「い、いや。なんでもないよ。うん。なんでもない。まったくなにもない」

　忘れよう。それが一番だ。土手に寝そべってたら、巨乳の少女にいきなり心中を迫られただなんて、誰が信じるというのだ。

　勇治はそう思いながら、無意識に額の傷に指を触れた。

　額の前まえ髪がみとの境目にある、三センチくらいの傷きず跡あとを触るのが、彼の癖くせだった。なにか困ったことや悩んでいることがあると、いつもそこに手が行ってしまう。

　当然妹の那な奈なは、それをよく知っていた。

「なあに？　相談にのるよ？」

「なんでもねーって！　ああ、腹減った。今日の晩ご飯なに？」

　いそいそと靴を脱いで廊下にあがる。不審そうな顔をした那奈の横をすり抜けて居間に入ると、鞄かばんと制服のブレザーを放り、ソファにどさっと腰掛ける。

「今日は、鯖さばのみそ煮。これから作るよ」

　心配そうな顔で勇治をみながら、那奈はそういった。

　母親がいないので、家の中のことは彼女がすべてやっていた。家事と学業を、見事に両立させている。

「おお、そうか。ていうか、喉のど渇いた。コーラかなんかない？」

「お茶でいい？　ウーロン茶作ったのあるから」

「おう。冷たければなんでもいいや」

　那奈のミニスカートから覗のぞく白いすべすべの脚あしが台所に向かったのを確認して、勇治は、大きく息を吐き出した。

　ソファに、深く座る。

　やっぱり家はいい。なんだか安心する。

　落ち着くと、川に置き去りにしてきた少女の姿が思い浮かんだ。可愛かわいい顔をして、とんでもない女の子だった。

　あれは、もしかしたら白はく昼ちゆう夢むだったのではないだろうか。

　いくらなんでも、いきなり殺すはないだろう。よく考えてみれば、現実感がない。いきなり川に落ちるし、川が凍るし、ボールが飛んできて頭に当たるし。

　ストレスでも溜たまっているのかと思い、勇治は首を曲げてコキコキ鳴らした。

　夢だとしても、いい胸だった。素晴らしいボリュームだった。Ｅカップ。Ｆカップかも。幼く見えたけど、あの胸から察すると、中学生というより高校生かも知れない。

　勇治は、ため息を漏もらした。知らないうちに、顔がだらしなく弛し緩かんしていた。

　コトン。

　那奈が冷たいウーロン茶を、ソファの前のテーブルに置いた。

「あ、ありがとう！」

　かぱっと目を開くと、慌てて顔を直してそういった。

「……ゆーじ。もしかして、隠し事？」

　そういって、那な奈なはちょっと怒ったような顔をして覗のぞき込んできた。

　彼女は、勇ゆう治じに対して無防備だった。膝ひざに手をついて前屈みになっているので、セーラー服の喉のどの辺りから、胸が見えそうになっている。胸がぺたんこなのが、彼女の容姿の唯一の弱点であると、勇治は勝手に思っていた。

　変な妄もう想そうをしていたお蔭かげで、身体からだの一部が堅かたくなってきた勇治は、脚あしを抱えてソファに乗せ、股こ間かんを隠す。

「か、隠し事なんてねーって。い、いいから、あっち行けよ」

　勇治はあたふたとそういって、視線をそらした。

「嘘うそ。わかるんだから。隠し事は、禁止っ！」

　那奈は両手を前に出して、指をわきわきした。

「なんにも隠してねーって！」

「じゃあ、なんであたしの目を見ないの？」

　そういってにやりと笑うと、那奈は勇治に抱きついて、脇腹をこちょこちょとくすぐり始めた。

「ぎゃわはあっ！　や、やめっ！　おまっ！　か、勘かん弁べんっ！」

「こらゆーじ！　白状しなさいっ！」

「ご、ごめんなさい！　わ、わかりましたから！　ゆ、許して那奈様！」

　これは拷ごう問もんだった。くすぐったいせいじゃない。柔らかい感触と、シャンプーのいい香りと、小悪魔のような笑顔。那奈の存在自体が拷問だった。

「じゃあ、話して。早くっ」

　勇治をあっさり解放すると、那奈はソファの上にちょこんと正座した。首をかしげて、勇治の言葉を待つ。

「……ええと」

　勇治は、かなり危険な状況に追い込まれていた。この可愛かわいい仕草の妹を前に、理性が飛んでしまいそうだった。

「なんでもねえええええええ！」

　脱だつ兎とのごとく、逃げ出した。

　自分に自信がなくなった勇治は、もう逃げるしかないと思ったのだ。

「ちょっと、ゆーじ！　晩ご飯抜きだからね！」

　どたどたと階段を駆け上ると、背後でそんな声がしたが、振り返りもせずに自分の部屋に飛び込んだ。

　バタンとドアを閉め、その場に尻から落ちた。

　落ち着こうと思い、何度も深呼吸をする。

　恐ろしい。実に恐ろしい攻撃だった。

　たまに、こっちの気持ちを知っててやってるんじゃないかと思うときがある。遠えん慮りよ無く抱きついてくるし、風呂上がりにバスタオル一枚でうろうろするし、夏場は下着姿でいることもあった。

　いくらなんでも油断し過ぎだと、勇ゆう治じは思う。兄妹とはいえ、もうお互い高校生なのだ。同い年だし、勇治は思春期まっただ中なのだ。意識しないでいられるわけがなかった。

　那な奈なは、幼い頃に勇治の父が再婚した女性の連れ子だった。

　つまり、血の繋つながっていない義妹いもうと、ということである。

　初めて家にきたときのことを、勇治は鮮明に思い出せる。半べそで、熊のぬいぐるみをぎゅっと抱きしめて、母親から離れようとしなかった。

　その頃の那奈は、おとなしくて引っ込み思案でひとりじゃなにもできない娘こだった。

　誕生日がたった三ヶ月離れているだけだったけど、勇治は立派な兄として振る舞おうとして、ずいぶん無理をしたものだった。呼び名が「ゆーじくん」から「お兄ちゃん」に変わったとき、とっても嬉しかった。

　那奈がしっかり者になったのは、継母が失しつ踪そうしたからだ。

　継母が失踪したのは、ふたりが十歳になった秋。那奈の唯一の血縁である母は、失われてしまった。

　責任を感じたのか、那奈はそれから家のことをなんでもするようになった。

　いつの間にか立派な兄になることに挫ざ折せつして、ぐうたらな本性を丸出しにした勇治をことあるごとに叱しかるようになったのも、そのころからだ。

　呼び名も、「ゆーじ」と呼びつけになった。非常に残念なことだった。

　勇治は、那奈に迷惑をかけっぱなしだった。もっと学力の高い高校へ進学できたはずなのに、家事を優先して地元の高校に入学してくれた。

　父は残業や出張が多く、昔からふたりきりの時間が多かった。最近も海外に長期出張中で、来月になるまで帰ってこない。人材派遣系らしいけど、どんな仕事をしてるのかいまいちよくわからないが、収入のわりに忙し過ぎるのではないかと思う。

　血は繋つながっていないが、かけがえのない妹。大切な家族。

　そう思って自分を抑え込むのも、限界があった。

　一度、ガツンといってやった方がいいと、思った。

「いい加減にしないと、襲おそっちゃうぞ！　がおー！」

　狼みたいな顔を意識して、そういってみた。

　すぐに、自己嫌けん悪おしてしまう。

「……アホかオレは」

　那奈と付き合えたら、幸せだろうな、と思った。胸はぺたんこだが、真面目まじめだし、学校の成績も良い。世話好きで、料理も上手で、家事も完かん璧ぺきだ。

　いやいやいや！

　勇治は全力で首を振った。

　血は繋がってないとはいえ、那な奈なは妹なのだ。オレは那奈の兄なのだ。恋愛なんてできっこない。

　それに、那奈が好きなのは――

　ガラッ！

　突然、窓が開く音がした。

「見つけたわ、高校二年生の山やま根ね勇ゆう治じ！」

　その若じやつ干かん聞き覚えのある特徴的な声に驚きよう愕がくし、勇治はドアに後頭部を打ちつけてしまう。

「痛えっ！　……って、ぬおおおっ!?」

　窓を開けて、巨乳の少女が立っていた。

　土手で出逢い、心中を持ちかけてきたポニーテイルの少女だ。野球のボールに当たって、気を失った女の子だ。びしょ濡ぬれで、側頭部に大きなこぶが見える。

　息を荒くしたまま、気丈な顔つきでゆっくりと部屋に入ってきた。切れ長の大きな瞳が、勇治を睨にらむ。

　あれは、やっぱり白はく昼ちゆう夢むなんかじゃなかった。

　彼女は、オレの命を狙ねらっている。

　しかも、こんなところまで追いかけてくるとは。なんで住所を知っているんだ。どこで訊ききだしたのだ。いったい誰の陰いん謀ぼうなのだ。そもそも、どうやって二階の窓から入ってきたのか。オレの部屋がここだって、なんでわかってたんだ。

「な、なんなんだよお前は！　不法侵入罪で訴えるぞ！」

「関係ありません！　わたしはあなたを殺して死ぬのです！」

「なんだそりゃあああああああ！」

　ダメだ。会話にならない。

　勇治は立ち上がると、ドアを開けて自分の部屋から逃げ出した。

「あっ！　待ちなさい、このダメ人間！　甲か斐い性しようなし！」

「オレがお前になにをしたああああああ!?」

「自分の胸に聞いてみなさい！　このいくじなし！」

　どたどたと階段を駆け下りて廊下に飛び降りると、背後を振り返った。二階から、決死の覚悟というか、凄すさまじく険しい表情で少女は階段を駆け下りてくる。

「ぬおおっ！　す、凄すげえ！」

　その大きな胸がぶんぶん揺れるのを見て、こんな状況にも関かかわらず、勇治は刮かつ目もくした。

「な、なに？　どうしたの、ゆーじ」

　居間から、焦あせり顔の那奈が出てきた。エプロンを着けて、フライパンを握っている。

「うおっと！　な、なんかわかんねーけど、こいつが！」

「きゃあああああああ！」

　どたたたたたたたどたん！

　巨乳の少女は、お尻から派手に階段を転げ落ちると、ぱんつを丸出しにしながら廊下に倒れた。濡ぬれたブーツのまま、階段を全速力で駆け下りようとしたからだろう。

　あまりの痛みに、声も出さずに悶もん絶ぜつしている。

　えーと。

　勇ゆう治じは困っていた。手を出して助け起こしてやった方がいいのだろうか。あの丸出しの柔らかそうなお尻を、なでなでしてやった方がいいのだろうか。どうせなら、頬ほおずりしてみたい。

　ゴクリ。

　勇治は少女のお尻を凝ぎよう視ししながら、唾つばを呑のみ込んだ。

「……ゆーじ。このコ、誰？」

　不機嫌そうな那な奈なの言葉に、はっと我に返った。

「え？　な、なんかよくわかんねーんだよ。オレを殺して自分も死ぬとか」

　視線を外し、わざとらしく天井を見ながらそういった。

「ふうん。さっきから変だと思ってたけど、このコのせいなんだ」

「まあな。いつもの土手で寝そべってたら……」

「ゆーじ」

　那奈の声に殺気を感じ、勇治はとっさに身を引いた。

　ギロリ。

　那奈は鋭い眼光で勇治を睨にらんでいた。

　さっきまでの可愛かわいい那奈ではなく、鬼のような顔をした那奈。勇治はその恐ろしい雰囲気に、背筋が寒くなる。

「このコになにをしたの？」

「え？　いや、だから、その……」

　勇治は思わずうろたえてしまった。

　すぐそこに見える白いぱんつと、揺れる巨乳が脳裏を過ぎる。なにも悪いことはしていないはずなのに、なぜか罪悪感が芽生えてしまい、言葉が詰まってしまった。

　那奈はなにか勘違いしているようだが、それを指摘して正すことができない。

「ゆーじのバカっ！　不ふ潔けつっ！」

　パンッ！

　那奈のフライパンが、勇治の顔面に直撃した。

　たらりと、鼻血が垂れる。

「ぶぎゅうっ！　……って、ちがっ、おまっ！」

「このスケベっ！　ロリコンっ！　犯罪者っ！　許さないんだからっ！」

　怒ったときの那奈は、鬼のように容よう赦しやがなかった。フライパンを自由自在に操り、頭を抱えてうずくまる勇治に、容赦なく打撃の雨を降らせる。

「痛えっ！　那奈、死ぬ！　死んでしまう！」

「死ねばいいじゃない！　この大バカものっ！　あたしに黙って女の子を連れ込むだなんて、信じられない！　裏切りものっ！」

「ち、ちがっ！　こいつが勝手に！　た、助けてええええええ！」

　このままでは本気で殺されると思った勇ゆう治じは、四つんばいになりつつ全力で台所に逃げ込んだ。フローリングの床に、鼻血がぽたぽたこぼれた。

　立ち上がると、食卓のテーブルを間に挟んで、那な奈なと対たい峙じする。

　フライパンを握りしめる那奈の頭には、鬼の角が生えていた。

　今日はよく命を狙ねらわれる日だ、と勇治は思った。きっと厄やく日びだ。女難の相だ。

「お、落ち着け那奈！　違うんだ、誤解なんだ！」

「いい訳するつもり？　男らしくない！」

「そうじゃねえええええ！　誤解だ！　知らないんだよ、あいつのこと！」

「知らないふりするんだ。男として、最悪ね！」

「どーいったらわかってくれるんだよ！　落ち着いてくれ、頼むから！」

　がむしゃらに、勇治はそう叫んだ。

　無言で、睨にらみ合う。

　フライパンを握る那奈の手に、ぎゅっと力が込められた。

「ごめんなさい。お願いですから、話を聞いてください」

　勇治は真面目まじめな顔になると、姿勢を正し、ぺこりと頭を下げた。そのまま、ちらりと那奈の顔色を窺うかがう。



    

  
    
      



    

  
    
      「……ん。ちゃんと説明してくれる？」

　那な奈なはため息をついて、そういった。やっと誠意が通じたようだ。勇ゆう治じは胸をなで下ろした。

「それじゃあ、そのフライパン、こっちに渡してくれるかな？」

「ダメ。あとで使うかも知れないから」

　那奈はフライパンをそばに置いて、椅い子すに腰掛けた。

　あまり信じて貰もらえていないようだ。仕方なく、勇治も椅子を引いて腰掛けた。テーブルの上にあったティッシュを丸めて、鼻に詰める。

　向かい合って座ったはいいが、鋭い那奈の視線をまともに見ることができない。母親に説教を受ける子供のように、うつむいてしまう。

　どっしりと重い沈黙。

　えーと。

　なんで、こんなことになってしまったのだろうか。

　勇治は無意識に、額の傷きず跡あとを触る。

　どうしよう。自分でもよくわからないのに、どうやって説明しよう。

　だが説明しないわけにはいかない。信じてくれるだろうか。いや、話せばわかるはずだ。彼女だって、悪鬼羅ら刹せつじゃない。一生懸命真剣に話せば、きっとわかってくれる。例え信じられないような、わけのわからない話であっても。

　元凶はすぐそこに転がっているのだが、助け起こして連れてきても、また暴れるだけだろう。興奮しているようだったから、なにも話してくれないに違いない。まったく役立たずだ。勇治はそう思った。

　というか、今のうちに縛っておいた方がいいんじゃないか。いや、家から追い出した方がいいんじゃないか。落ち着いて話をしている場合ではないんじゃないか。

「ゆーじ。話したくない？」

　那奈が口を開いたので、勇治は下を向いたまま硬直した。

「い、いや。そーじゃなくてさ。……なんつーか、オレもわけわかんなくてさ」

「ん。わかった。じゃあ、あたしが質問するから答えて」

　軽くため息をつくと、落ち着いた声でそういった。

「おう！　それでお願いします！」

　渡りに船だ、と勇治は思った。Ｑ＆Ａだったら、ちゃんと説明できるはずだ。なにしろ、なにも悪いことはしていないんだ。たぶん。

　やっと顔を上げたが、那奈は厳しい目で勇治を睨にらんだままだったので、椅子ごと少しあとずさった。

「あのコの名前は？」

「し、知りません」

「知り合ってどれくらいなの？　どこで知り合ったの？」

「三十分くらい前かな？　オレのお気に入りの土手で」

「で、どういう関係？」

「他人、かな」

　ギッ！

　椅い子すが、恐ろしげな音をたてた。

「なんであんなにびっしょり濡ぬれてたの？」

「……か、川に落ちたから」

「なんで落ちたの？」

「あ、足を滑すべらせて？」

「それで？」

「ええと、川から自力で飛び出してきて、野球のボールに当たって気を失ったんだ」

「……なんで家の中にいるの？」

「オ、オレの部屋の窓から、いきなり侵入――」

　ギチギッ！

　椅子が、更に恐ろしげな音をたてた。

「つまり、三十分前に可愛かわいい女の子が足を滑らせて川に落ちて、そのあと野球のボールに当たって気を失ったのをいいことに、窓から部屋に連れ込んだ、ってこと!?」

　興奮した那な奈なが、立ち上がった。

「な、なんでそうなんだよ!?　二階の窓から連れ込むなんて、できねーだろ？」

　勇ゆう治じは、戦せん慄りつした。

「だって、そうにしかならないでしょっ!?　この変態っ！　女の敵！」

「山やま根ね勇治！　覚悟はできてますね！」

　鬼の形ぎよう相そうの那奈が、今まさに豪快に椅子を振りかぶって勇治に炸さく裂れつさせようとしたその瞬間、そんな声が空気を裂いた。

　壁に寄りかかりながら、少女が台所に入ってきた。まだかなり痛むのか、涙を浮かべ、片手でお尻を撫でている。

「あなたを殺してわたしも死にます！」

「ち、ちょっと待てよ！　事情を説明しろよ！　なんでオレがお前に殺されなくちゃいけないんだよ!?」

　那奈の誤解を解くチャンスだ。ここでしっかりみっちり正確に説明してもらわないと、オレが浮かばれない。このままだと、未練が残って地じ縛ばく霊れいになってしまう。

　だがしかし、そんな勇治の願いは脆もろくも崩くずれ去った。

「雪よ、氷よきゃん！」

　ガチャン！

　ぼさっ。

　勇治と那奈は、ぽかんと口を開けたまま凍りついた。

　台所にある茶箪だん笥すの上にあった土鍋が、なぜか彼女が叫んだと同時に頭に落下した。

　少女はそのままぐったりと倒れて、再び気を失ってしまった。

　えーと。

「……ねえ、ゆーじ。なんなの、このコ」

「……いや、わかんね。でも、すんごい運のない女の子であることは、確かだな」



　どうしようもないので、とりあえず意識が回復するまで少女を家に置いておくことになった。ずぶ濡ぬれの衣服は那な奈なが着替えさせ、勇治のベッドに寝かした。

　部屋を少女に譲ゆずったので、勇ゆう治じは居間のソファで眠ることになった。

　ちなみにこの日の夕飯は、冷やご飯に漬け物だけだった。
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　結局、朝になっても少女は目を覚まさなかった。

　仕方がないので、少女を寝かしたまま、少し早めに家を出た。

　ふたりが通う高校へは、徒歩で二十分ほどだ。川岸の遊歩道を上流に向かって歩くと、右手に見えるグラウンドが公園になり、その向こうに古びたコンクリートの校舎が見えてくる。

　一緒に歩く那奈は、不機嫌そうな顔をしていた。

「あのコ、学校はどうするのかな。どこの学校なの？」

「だからわかんねーって。名前だって知らないってのに……」

「本当かな」

「信じろって！　オレは被害者だ」

「信じらんない。近寄らないで。不ふ潔けつ」

「……お前なあ」

　那奈はつん、と冷たい素振りで顔をそらして、逃げるように先を歩く。昨日から、ずっとこんな調子だ。愛あい嬌きようのある口元が、ずっとへの字口だ。

　それなのに、那奈は世話好きだった。氷枕を取り替えて、トレーの上に食事を置いた。そこまでしなくていいのに、と勇治は思った。なにしろ少女のために用意された食事は、勇治の弁当の中身だったのだ。お蔭かげで、今日は昼飯を買いにコンビニに寄り道しなくてはいけない。

　すがすがしいはずの朝の日差しが、ちっとも気持ちよくない。

　那奈には、昨日土手であったことを、改めて話してあった。誠心誠意を込めて、実際にあったことを、きちんと説明したつもりだ。

　だけど、いきなり殺すとかいってきたこととか、川が凍ったとか穴を開けて飛び出してきたこととか、勇治は自分で話しててリアリティが感じられなかった。信じろという方が無理がある。なにがなんだかわからない。

　大あくびをして、身体からだを伸ばす。那な奈ながキッと睨にらんできたので、慌てて口をふさいだ。

「どうでもいいけど、今日はちゃんと追い出してよね」

「え？　……素直に出て行くかなあ」

「追い出してっ！　ゆーじも帰ってこなくていいからっ！」

「……勘かん弁べんしてくれよ」

　勇ゆう治じは、憂ゆう鬱うつな気分になった。今日は家に帰りたくない、そう思った。



　揃って教室に入り、機嫌の悪い妹と別れると、勇治は窓際最後尾の特等席にどさっと腰をかけた。那奈は何事もなかったかのような素振りで、廊下側の席でクラスメイトと挨あい拶さつを交わしていた。

　どうにかして、那奈の機嫌を直さなければ。あの調子だと、今晩の献こん立だても冷たいものになりそうだ。しかしあの少女とは、まともに会話ができる気がしない。

　知らないうちに命を狙ねらわれるようなことをしたのかな、と真剣に考える。

　――やっぱり、ありえない。心当たりなんてない。人違いか、なにかの勘違いだとしか思えない。

　机につっぷして、勇治は大きなため息をついた。

「久しぶりだね、勇治。元気してた？」

　その優しげな声に顔を上げると、切れ長で二重の細い目が笑っていた。

「おお、一かず海み！　一週間ぶりだな！」

　勇治は、久しぶりにこの親友の顔を見て、なんだか救われたような気になる。

　病人のように白い肌をした、華きや奢しやで痩そう躯くの田た中なか一海は、色素の薄い髪をさらりとなびかせながら、勇治の隣の席に静かに腰掛けた。

「僕がいなくて、寂しくなかった？」

「なにいってんだ。おめーこそ、オレと逢えなくて寂しかったんじゃねーの？」

「うん。僕は寂しかったよ。寂しくて死ぬかと思った。一週間は長いよね」

「むはははは。お前はウサギか」

　勇治の笑い顔を、一海は心から安らいだような笑顔で見つめる。

「那奈ちゃんとは、仲良くやってる？」

「ぬ？　いやあ、まあ、なんかいろいろあってな……」

「な、なにかあったの？　ダメだよ、勇治。那奈ちゃんを悲しませちゃ。兄失格！」

「そ、そんなんじゃねーよ。ていうか一海、疲れてんじゃないか？　せっかくの美形がだいなしだぞ」

　よく見ると、一海は目の下に隈くまを作っていた。

「ははは。……ちょっといろいろあってね。親父と喧けん嘩かしたんだ」

　苦笑しながら、一海はそういった。

　勇ゆう治じは、心配になった。彼は次世代エネルギーを研究している偉い科学者である父親の手伝いをしている。一週間も休んだということは、そっちがかなり忙しいのだろうか。

　この高校の自主性を重んじる自由な校風のせいか、なにか上から圧力があったのか知らないが、彼は頻ひん繁ぱんに学校を休むことを許されていた。羨うらやましい話だ。成績が優秀なら、たいていのことは許されるらしい。

　しかしながら、そんな特別扱いの生徒なので、あまり近寄るクラスメイトはいない。憧あこがれの表情を浮かべる女子たちにしても、遠くから鑑賞しているだけなのだ。もう少し社交的な性格をしていれば、モテモテなのに。実に惜しい、と勇治は勝手に思っていた。

「研究のことで親父さんと喧けん嘩かしたのか？」

「うん。こっちもいろいろとあってね。……男の嫉しつ妬とは醜みにくいものだね」

「な、なんだそりゃ？」

　一かず海みは顔を歪ゆがめて、肩をすぼめた。

　身体からだをせり出して詳しく突っ込もうと思っていたら、いきなり那な奈なが割り込んできた。今朝からの無愛想な顔はどこにいったんだ、ってくらい眩まぶしい天使の笑顔。

「一週間ぶりね、一海くん！　元気だった？」

「あ、おはよう、那奈ちゃん。ありがとう。元気だよ」

　こうして見ると、美男美女の完かん璧ぺきなカップルだ。入り込めないオーラを感じる。勇治は会話に入り込めなくて、身体を引いた。

　ふたりとも成績優秀だし、まったくもって非の打ちどころがない。教室でも、そんなふたりを見てため息が漏もれる。

　勇治と一海の付き合いはかなり長かった。いわゆる幼なじみというやつである。

　最近は一海が忙しくてなかなか遊べなかったが、昔は那奈と三人でよく遊んだ。人形遊びに付き合ったり、ＴＶゲームで対戦したり。遊びたいものが違って、一海の取り合いになったこともあった。そんなとき、一海はだいたい那奈の方に味方した。

　継母が失しつ踪そうしたとき、一番那奈を慰なぐさめてやっていたのも、一海だった。

　――一海は那奈のことが好きなんだ。

　いつの頃からか、そう思っていた。

　なんとなく、敗北感に打ちひしがれる勇治だった。



　チャイムが鳴り、午前中の授業の終わりを告げた。

　勇治は、机の上にばったりと倒れていた。

　宿題を忘れて叱しかられるし、授業中に寝てしまって叱られるし、指されても答えられずに叱られるし、散々だったのだ。

　勇治は異常なくらい記憶力があるというのに、宿題のことはよく忘れる。歴史の暗記とかも、苦手だった。どうやら、興味があったり面白いと感じるもの以外には、その記憶力を利用できないらしい。

　いつもだったら、昼休みは那な奈なの手作りの美お味いしいお弁当が食べられるので、多少嫌なことがあっても気が晴れるのだが、今日はあのわけのわからない少女に譲ゆずったので、食べることができない。

　鞄から、コンビニで買ってきた昼ご飯と飲み物が入ったビニール袋を取り出す。

　那奈を見ると、クラスメイト数人と机をくっつけて、楽しくお弁当を広げていた。勇ゆう治じのことを、見ようともしない。

「ねえ、勇治。今日は、別のところで食べない？」

　机につっぷして那奈に恨めしい視線を送っていたら、同じくコンビニの袋を提げた一かず海みが、伏し目がちにもじもじしながらそう話しかけてきた。

「む？　いいけど、どこで食べる？」

「……勇治に、相談したいことがあるんだ」

「な、なぬっ!?」

　那奈のことじゃないかと思い、勇治は警戒する。

　一海め、ついに告白しようとかいうんじゃないだろうか。そうだとしたら、果たしてオレは冷静でいられるだろうか。思わず「おにーさんは許しません！」とかいってしまいそうだ。それどころか、「オレを倒してから行け！」とかいって殴りかかってしまいそうだ。自分で自分を制せい御ぎよする自信がまるでない。

「……親父と喧けん嘩かした理由なんだけどね。話、聞いて貰ってもいい？」

　一海は脇に分厚い紙袋を抱えていて、それを指先で叩たたいてそういった。

　勇治は、心底ほっとした。

「なんだ、そんなことか。いいぜ！　じゃあ、屋上でも行くか」

　そういって、勇治は立ち上がった。そんな相談だったら、いくらでも聞いてやる。そんな気分になった。

「うん」

　一海と一緒に、教室を出た。

　屋上は、昼休みには開放されている。すでに陽ひの当たる一等地には、弁当を広げた生徒たちがたむろしていて賑にぎやかだった。

　ひとの目につきたくないと一海がいうので、給水塔の裏へ向かう。日ひ陰かげで肌寒いが、人影はなかった。

　フェンスぎわのパイプに腰を下ろし、コンビニの袋からコロッケパンを取り出して、がぶりと頬ほお張ばる。一海は勇治の隣に腰を下ろすと、小さくため息をついた。

「とりあえず、食べろよ一海。それからでもいいだろ？」

「うん。……食欲ないんだ」

「そんなこといってるから、いつまでたってもガリガリなんだよお前は。腰も細せーし。いいから食え！」

「ははは。そうだね」

　そういって、コンビニ袋からおにぎりを取り出した。彼の袋には、それだけしか入っていなかった。相変わらず小食だな、と勇ゆう治じは呆あきれた。

「でも、勇治がお弁当じゃないなんて珍しいね。どうしたの？」

「ああ……。ちょっと怒らせちまってな」

「本当に兄妹喧げん嘩かしてるの？　ダメじゃない、仲良くしなくちゃ」

「いろいろあんだよ」

「勇治が護まもらなくちゃいけなんだよ？」

「なんだそりゃ。あいつは強いよ」

「そんなことないよ。……鈍感なんだから」

　一かず海みは、そういって不機嫌そうにうつむいた。勇治は反論しようと思ったが、なんとなく不毛な気がしてやめた。

　しばらく無言になりながら、むぐむぐと食事をする。

　勇治は食べるのが早いが、一海はかなりゆっくりだ。勇治がコロッケパンに続きおにぎりとメロンパンを平らげると、やっと一海はおにぎりを食べ終わった。

　一海は睫まつげの長い目を伏せて、ぼんやりしている。その麗うるわしい横顔を見ると、長い付き合いの勇治でさえ、少しドキっとしてしまう。

「で、なんなんだよ、相談って？」

　パックの牛乳をストローで飲みながら、勇治はそう切り出した。

「う、うん。……これなんだけど」

　一海は紙袋の中から、丁寧な手つきで一冊のノートを取り出した。

　それは、異様なノートだった。

　黒ずんでいて、ボロボロになっている。触っただけで呪のろわれそうな感じがする。

　普通より厚手のＡ４サイズで、何冊か束ねてあるようだ。表紙になにか文字が書いてあるが、汚れていて読み取ることができない。

「うわ……。なんだよそれ」

「読んでみる？」

　真面目まじめな顔をした一海が、勇治の目を見ながらノートを差し出してきた。気持ち悪くて躊ちゆう躇ちよしたものの、邪険に断るのも気が引けて、仕方なくノートを受け取った。

　ずっしりと、重かった。

　やはり、表紙の文字は判別できないが、一カ所だけなんとか読めるところがあった。

「ん？　これってお前の？」

　そこには、ローマ字で田た中なか一海、と書いてあるように思えた。

　一海は、無言だった。暗い顔で、ノートを凝ぎよう視ししている。

　なんとなく、背筋が寒くなってきた。

　恐る恐る、表紙を開ける。

　黄ばんだ紙に、偏へん執しつ狂きよう的てきにびっしりと文字が書かれていた。それは日本語ではなかった。アルファベットが並んでいるが、英語ではないようだ。ただし、筆ひつ跡せきは一かず海みのものに似ているように思えた。

「読めねーよ。何語だこれ？」

「ラテン語だよ。最初に書いてあるCOGITO ERGO SUMっていうのは、我思うゆえに我あり、っていうデカルトの言葉。他にも、ギリシャ語で書かれている部分もあるよ」

「ほほう。お前、いつの間にラテン語なんてマスターしたんだ？」

「調べたんだよ。全部読めるわけじゃない」

「すぺらんだ、おむにす、ふぉるつな、ふぇれんど、えすと。……さっぱりだなオレには」

　ぺらぺらと、ページをめくる。相変わらず、読めない文字が続く。

　何ページか進むと、図が入るようになった。

「なんの絵だこりゃ？」

「……魔法陣。ペンタグラムに、ヘキサグラム」

　ぼそりと、一海がそういった。勇ゆう治じは、なんだかぞっとした。

「魔法陣て……。おいおい、一海。このノート読んだら呪のろわれる、とかじゃねーだろな？」

「ある意味そうかもね。先に進んで」

　一海の目は、真剣そのものだった。なにかに取り憑つかれたかのような顔で、ノートを睨にらんでいる。

　不ぶ気き味みに思いながらも、さらにページをめくる。

「カバラとか、オカルトに興味があるひとだったら、鼻で笑うだろうね。あり得ない組み合わせばかりだよ」

　指先が、震えてきた。

　読めないラテン語と、様々な魔法陣。理解できない数式が並び、赤黒い染みや焦こげ跡あとが目立ってきた。半分破れているページもあった。

　徐々に、筆に力が込められる。文字が大きくなり、インクが飛び散る。

　気味が悪い。鳥肌が立つ。

「……あれ？　な、なんだこれ」

　急に、日本語が出てきた。

　いくつか乱暴に書き消された跡がある。その先のページに、大きな文字でおかしな文章が書かれていた。

　それは、文法的におかしいのではなく、書いてある言葉自体がおかしかった。なんとなく詩か呪じゆ文もんのように見えるが、明らかに違いそうだった。

　というか、面白かった。

　頭にはARS MAGNAと書いてあったが、勇治にはなんのことだかわからない。

「な、なんのギャグだこれは」

「う、うん。……なんか変だよね」

「変とかいうレベルじゃねーだろ。ルリラルリルリ、ゴゴゴゴガキン、とかさ。わけわかんねーよコレ。ぶはははっ」

　思わず吹き出してしまった。真面目まじめそうな文字や図式が並んでいたあとに、突然こんな文字が書いてあるのだ。笑わない方がおかしい。

　気がそがれたので、ぱらぱらとページをめくると、GLACIALISと頭に書かれたページが目に止まった。

　勇ゆう治じは笑い出すのを堪こらえながら、そこに書かれた日本語の文章を読むと、ノートを閉じて一かず海みに渡した。

　目を閉じ、それらしく両腕を空に広げた。

「えーと。青き魔の光よ、魔の力潜ひそめし宝ほう玉ぎよくよ、この声を聞け。魔の祝福にて、我の魂をたましい清めたまえ！　ルリラルリルリ、ゴゴゴゴガキン！　ゴゴガキン！　この魂を守る最大限界を、今ここに突破する！　バッキンコキン！　ラララララ。ルルリララ――って、バカみてえ。ぶはははははははは」

　たった今覚えた言葉を、唱となえてみる。勇治の異様な記憶力は、こういう面白い言葉に対しては効力を発はつ揮きした。たった一度読んだだけで、克明に脳に記憶されるのだ。

　腹を抱えて振り返ると、一海が青い顔をして固まっていた。

「はれ？　どうしたんだ、お前」

「……な、なにもない？　勇治、大丈夫？　なにも起こってない？」

「なにが？　なにいってんだよ。お前の方こそ大丈夫かよ」

　きょとんとした顔で、勇治はそういった。

「ううん。……でも、相変わらず凄すごいね。一瞬で覚えちゃったんだ。勇治が小学生のころ、般はん若にや心しん経ぎようを一発で覚えたときのことを思い出すよ」

「ああ、あれも言葉の響きが面白かったからな。ぎゃーていぎゃーていはらぎゃーていはらそうぎゃーていぼーじーそわか、ってな。勉強にはまったく役に立たねーけど」

「不思議だよね。昔っからだもんね」

「よし、さっきの呪じゆ文もん、最後まで続けてやろうか？　ええと、無限の魔の力よ、最強の白霧でわたしを強固に包みたまえ！　我はここに、魔の契約を施行す――」

「わ、わかったから！　やめて！」

　一海が飛び込んできて、掌てのひらで勇治の口を塞ふさいだ。あまりにも真剣な顔だったので、からかおうと思っていた勇治は言葉を止めた。

「き、危険なんだよ。その呪文で、親父の部下がひとり重傷を負った……」

「笑い過ぎて腸ちよう捻ねん転てんにでもなったのか？」

「そ、そんなんじゃないよ！　本当に大怪け我がしたんだ。全身凍傷で……」

「……マ、マジかよ!?」

　勇治は驚きよう愕がくした。だったら、そんな危険なもの渡すなよ、と思った。もう覚えてしまったものは、忘れられない。というか、気になって余計に忘れられなくなった。ガガンガガンガン、ビキナビナ。

「その時は、他に研究中の装置とかあったんだけど。……と、とにかく！」

　勇ゆう治じの肩に片手を置いて、大きく息を吐き出した。

「こいつのせいで、親父と喧けん嘩かしたんだ。僕はこのノートを手放したくなくて……」

　そういって、悲しそうな顔でノートを見る。

「それ、お前が書いたのか？」

「うん。筆ひつ跡せきを鑑定したら、そういう結果になった。……でも、ぼくはこんなの書いてない。ラテン語だって、少し勉強してるけど、そんなに読めないし書けない」

「わ、わけわかんねーな。どういうことだよ」

「そうなんだ。わけがわからないんだ……」

　頭の良い一かず海みにわからないことが、勇治にわかるわけがなかった。勇治は、間抜けな顔をしてぼりぼりと頭をかいた。

「ええと。じゃあそのノート、どこで手に入れたんだ？」

　一海は、ゆっくりと顔を上げて勇治を見た。ぎゅっと、肩を掴つかむ手に力が入る。

　絶望的なほど、陰いん鬱うつな顔。勇治は、鳥肌が立ってきた。

「――落ちてたんだ」

「ど、どこに？」

「僕の、部屋に……」

　えーと。

　勇治は、ガクっと肩を落とした。

　こいつはいつから、こんなしょーもないギャグをいう男になったのだ。

「……そろそろ教室に戻ろうか。寒くなってきた。いろんな意味で」

「ゆ、勇治！　本当なんだ、信じてくれよ！」

「なにを信じる、っていうんだよ。お前はそのノート、なんだと思ってるんだ？」

「え？　……このノートは――」

　一海は、言葉に詰まった。

　辛抱強く、勇治は待った。

「――魔導書」

　勇治は、一海の頭をバシっとはたいた。

「いいからもう戻るぞ！」

「ま、待ってよ勇治！」

　勇治は、くだらないものを覚えてしまったことに後悔していた。



　無事に放課後を迎え、勇治はほっとしていた。

　午後の授業で返ってきた、苦手な数学の中間テストの結果も、ギリギリではあったが及きゆう第だい点てんではあった。少なくとも、赤点はない。

　昼休みに屋上から教室に戻ったあとも、授業中も、休み時間にも、一海はなにかいいたそうにしていたけど、勇ゆう治じはあえて無視していた。

　魔導書とかいわれても、どうしていいかわからない。まったく、変なものに興味を持ってしまったものだ。最近読んだマンガか小説の影響だろうか。小学生でもあるまいし。

「一かず海みくん。かえろ？」

　鞄かばんを提さげた那な奈なが、笑顔でやってきた。いつもは「ゆーじ、かえろ？」なのに、一海の顔しか見ていない。かなり露ろ骨こつな態度だ。

「あ。う、うん……。勇治？」

「そうだな！　とっとと帰るか！」

　なんだか気分が悪い。いそいそと帰り支じ度たくをして、不満そうな一海の背中を押して廊下に出る。

「なあ、一海。明日も学校これるのか？」

「うん。……親父の考えが変わるまではね」

「そっか。あの親父さんか。恐そうだもんな。ていうか、怒りっぽい身内を持つと、本当に苦労するよなあ。グフウッ！」

　那奈の鞄が、勇治の脇腹に炸さく裂れつした。

「だ、大丈夫、勇治？」

「お、おうよ！　なんともねーって！」

　一海が出てきて少しは落ち着いたかな、と思ったのだが、考えが甘かった。本当に、怒りっぽいうえにしつこい身内を持つと、苦労する。

「それよりも、一海くん！　土曜も暇ってこと？　どっか遊びに行かない？」

「う、うん。……でもちょっと、気になることがあるから」

　そういって、心細そうな顔で勇治を見る。昼休みのノートのことだな、と勇治は思って少し呆れた。

　一海は、真剣なのだろうか。本気で悩んでいるのだろうか。オレにどうして欲しいのだろうか。魔法なんて存在しないんだと、説得して欲しいのだろうか。アホらしい。

　あのおかしな呪じゆ文もんは、まだ勇治の頭に残っていた。必死に忘れようとしたのだが、なかなか忘れられない。今日覚えたはずの数式は、もうすっかり忘れているというのに。

　昇降口を抜けて校門へ向かう。一海はすっかり那奈に取られてしまい、勇治はふたりのあとをとぼとぼと歩く。

　那奈は、博物館に行こう、とかいっている。一海は相づちをうちながらも、勇治の顔をちらちら窺うかがっている。

　勇治は、なんだか面白くなかった。優等生ふたりの会話を聞いていると、仲間外はずれになったような気分になる。高校生になってから、こういうパターンが多い。

　校門を出て、川に向かう細い道を進む。

　すると、向こうに女性が立っているのを勇治は発見した。

　素晴らしい。勇治は、思わず感かん嘆たんの声を漏もらしてしまう。

　色白の肌に真っ赤な口紅、ブロンドに染めたソバージュヘアー。燃えるような赤いスーツは、彼女の見事なボディラインをトレースしていた。

　特に、胸。はち切れんばかりの、胸。

「お、おい一かず海み！　すんげー美人がいるぞ！　グフウッ！」

　間髪置かず、那な奈なの鞄かばんが勇ゆう治じの脇腹に炸さく裂れつした。

「な、なんだよさっきから！」

「……どこ見てるの？　いやらしい」

「お前なあ。自分の胸が薄いからって、嫉しつ妬とすんなよ」

「なっ!?　……スケベ。変態。犯罪者！　恥ずかしいから、喋しやべらないでっ！」

「ひ、酷でぇ……。おい一海、これがこの女の本性だぞ」

　そういって、一海の背後に回って盾たてにする。

　一海は鞄を抱きしめて、嫌な顔をしていた。

「ほらっ！　一海くんが嫌がってるじゃないっ！」

「いや、そんなことはない。オレは男として当然の反応をしたまでだ。な、一海？」

「……行こう」

　一海は沈痛な面おも持もちで、鞄を抱いたまま歩き出した。

　勇治と那奈は、顔を見合わせる。雰囲気がおかしい。いつもの一海と違う。

「お、おい一海。どうしたんだよ」

「……なんでもないよ」

　ヒールを鳴らして、セクシーに腰を振り、ゆさゆさと大きな胸を揺らしながら、赤いスーツの女性が近づいてきた。

「一海くぅん」

　女性が、一海に声をかけた。甘い、大人の女性の声。

　一海は顔を伏せたまま立ち止まった。

「なんです？　……こんなところにまで」

「こんなところにまで、くるしかなかったのぉ。お父様、怒っていらっしゃるわよぉ？」

「帰ってください。……断ったはずです」

　なんの話をしているのか、勇治と那奈にはわからない。緊迫した空気に、入り込むことができない。一海の父親が研究していることについてだろうか。まさか禁断の恋の話ではあるまい。

「ダメよぉ。あんな輝かしい研究を、独り占めしちゃあ」

「独り占めしたいのは、あなたがたでしょう？　僕たちの研究を、悪用させはしない」

「フフフフ。僕たちの研究？　違うわぁ」

　猫なで声でそういうと、一海の耳に顔を寄せ、なにかを耳打ちした。

　一海の表情が一変した。赤いスーツの女性を、キッときつく睨にらむ。

「フフフフ。可愛かわいい顔ねぇ。女の子みたいよぉ」

　一かず海みの顔にそういい捨てて、彼女は勇ゆう治じと那な奈なに視線を向ける。光沢のある赤い唇くちびるが、ニヤリと邪悪そうに歪ゆがむ。

「また逢いましょう。楽しみにしてるわぁ。フフフフ」

　一海にそういって、背を向けた。腰を振りながら去っていった。

「な、なんなんだ、あの女」

　見事な尻を見送った勇治は、一海に近づいてそういった。

「……忘れて。関わらない方がいいよ」

「心配。一海くん、なにをいわれたの？」

「なんでもない。……じゃあ、僕はここで。またね、勇治！」

　そういって、鞄かばんをぎゅっと抱きしめたまま、一海は走り出した。



　　　３

　さっきのセクシーな女性は何者だろうか。あの腰つき。あの脚あし。そして、あの胸。一海とどういう関係なのだろうか。もしや。いやまさか。

　勇治はそんなふうに妄もう想そうをたくましくしながら、自宅に到着した。

　那奈とは、途中で別れた。近所のスーパーに買い出しに行くらしい。昨日行ったばかりじゃないかといったのだが、今日は野菜の特売日なのだそうだ。まだ若いのに、もうすっかり主婦である。



    

  
    
      



    

  
    
      　――いや、恐らく違う。嘘うそだ。

　那な奈なは、一かず海みのところへ行った。

　長い付き合いだから、それくらいはわかる。那奈は一海が心配なのだ。

　そう思うと、勇ゆう治じは胸が締め付けられた。

　だから、それ以上は考えないことにした。

「……ああっ！　そ、そうだった！」

　靴を脱いだところで、唐突に思い出した。猛もう烈れつな勢いで、憂ゆう鬱うつが加速した。

　謎の少女。

　初対面でいきなり殺すとか物騒なことをいって勇治を追い回した、巨乳の少女。あのわけのわからないトラブルメイカーが、二階の勇治の部屋に寝かされている。

　勇治は、静かな足取りで廊下を進む。まだ眠っているかも知れない。音をたてないように、そっと階段を上る。勝手に出て行っててくれればいいのだが。

　自分の部屋の前まできた。

　ゴクリ。

　額に汗を流しながら、唾つばを呑のみ込んだ。汗で湿った手でドアノブを握り、ググっと捻ひねる。恐る恐る、顔だけ部屋へ侵入させる。

「敵発見です！」

　サクッ！

　勇治のすぐそばの壁に、フォークがぶっすりと刺さった。

「ぎゃあああああ！　危ねええええええ！」

　尻しり餅もちをついてあとずさる。廊下の壁にぶつかって、後頭部をゴツっと打ち付けた。

　な、なんだ？　なんでフォークが飛んできたんだ？

　びくびくしながら、足の先っぽでドアを開ける。見慣れた自分の部屋。壁ぎわのパイプベッドの上に、Ｔシャツとジャージ姿の少女が立っていた。スプーンを握り締めて。

「あっ！　あなたは高校二年生の山やま根ね勇治！」

「は、はい！　山根勇治です！　こ、殺さないでください！」

「どうして？」

「……いや。だってまだぴちぴちの十六歳だし。もっと生きたいし。恋だってしたい。愛し合いたい。愛が欲しい」

「却きやつ下かです。あなたの寿命は、あと十秒くらいです。あなたを殺してわたしも死ぬのです」

「だ、だからっ！　わけわかんねーんだよ！　説明くらいしろおおおお!!」

　やっぱり彼女は、本気で勇治を殺そうとしているらしかった。だとしても、なにも知らないまま殺されるだなんて納得できない。

　ぐぅー。

　どこからともなく、そんな間抜けな音がした。

「……わかりました。説明しましょう。ただし、ひとつだけ条件があります」

「……な、なんでしょう？」

　少女は、ほんのり頬ほおを染め、視線をそらした。

　なんだ？　なにを要求しようというのだ？　金か？　一億とか要求されたって、うちにはそんな金ないぞ。

「……こ、これ、とっても美お味いしかったです。ご飯のおかわりを要求します！」

　ズコッ！

　勇ゆう治じは座ったまま、器用にずっこけた。

　少女が差し出したのは、今朝那な奈なが作ったおにぎりを置いたトレーだった。勇治の弁当に入るはずだったウィンナーや卵焼きも、あのトレーに置かれていた。

「……わ、わかった。台所からなんか持ってくるよ」

　のそりと立ち上がり、台所へ向かう。冷蔵庫になにか入っているはずだ。ご飯だって、多めに炊たいてある。

　なにやってんだろう、とか思いながら、おにぎりを作る。冷凍の唐揚げをレンジでチンして、牛乳をコップに注ぐ。トレーに食事一式を載せて、二階に上がる。

　階段を上りながら、段々腹が立ってきた。なにをしているんだオレは。ここは男らしく、出て行けと叫んで追い出すべきじゃあないだろうか。そうすれば、帰ってきた那奈も見直してくれるに違いない。

　いや、待てよ。せっかくだから、復ふく讐しゆうしてやる。

　勇治は、見逃していなかった。

　胸にあった、ふたつのぽっちを。

　今少女が着ているのは、那奈のＴシャツだ。昨日の濡れた衣服は、那奈が脱がして洗濯していた。当然、下着も。

　つまり、彼女は間違いなくノーブラだ！

　勇治は、邪悪な笑みを浮かべてよだれを拭ふいた。視し姦かんしてやる。じっくりと、なぶるように見てやる。見まくってやるぞ、思う存分。そう、決意した。

　部屋の前に立つと、大きく深呼吸した。

「クククク。覚悟はいいか、サイコさんめ」

　そうつぶやきながら、乱暴にドアを開けた。

「持ってきたぞー！　……って、な、なにぃぃぃぃっ!?」

　なんということだ。

　勇治はあまりのことに、思わずトレーを落っことしてしまいそうになった。

　なんと少女は、元の服に着替えていた。白いブラウスにミニスカートにニーソックス。土手で出逢ったときと、同じ衣装。もちろん、下着もしっかり装着している。

　そういえば、昨日洗濯した衣服は乾燥機で乾かしていた。那奈め、余計なことを！　勇治は勝手に腹を立てた。

「あっ！　ありがとう！」

　少女は勇ゆう治じの手からトレーを奪うばうと、机に置いてさっそく食事を始めた。

　そんな様子を見て、ガックリと肩を落としてベッドに腰掛けた。

　もの凄すごい勢いで、少女はおにぎりを頬ほお張ばっている。横から見ると、その見事な胸の隆起が揺れるのが確認できる。これはこれで良い眺ながめだな、とか思いながら、勇治は鼻の下を伸ばしつつ、ぼんやりと鑑かん賞しようする。

「ごちそうさまでした！　とっても美お味いしかったです！」

　手を合わせてトレーにおじぎをすると、少女は勇治に顔を向けた。無む垢くな笑顔。その眩まぶしさに、思わず顔を背そむけてしまった。

「た、たいしたことねーよ。残り物だし。本当に美味しかったのか？」

「はいっ！　こんなごちそう、生まれて初めて食べました！」

「ご、ごちそう？　おにぎりと冷凍食品が？」

「銀シャリなんて、夢のようです。普段はカンパンにサプリメントの錠剤でしたから」

「ぎ、銀シャリって……。どんな食生活だよ」

「ああ、こっちにきてよかったあ！　もう思い残すことはありません！　死んでもいい！」

「ぬお!?　ち、ちょっと待てーっ！　説明しろよ？　約束だぞ？」

　勇治は腰を浮かした。少女の手には、フォークが握られている。

「あっ。そうか。面倒くさいなあ。どっちにしろ死ぬのに。省きません？」

「省かない！　ちゃんとちゃんと説明しろおおおお！」

「了解。約束したら、守らないといけません。ええと、じゃあ、わたしの自己紹介から始めます。まだあなたは、わたしのこと知らないですよね？」

「……当たり前だろ」

　少女は、姿勢を正した。勇治もつられて、ベッドの上に正座する。真面目まじめな話をするときに無意識に正座してしまうのは、那な奈なに叱しかられたときの癖くせである。

「わたしの名前は、るりかです」

「うむ。名字は？」

「死にゆくあなたにいいたくありません。るりか、でいいです」

「そ、そう……。歳は？」

「死にゆくあなたには関係のないことですが、こないだ十五歳になりました」

「じ、十五!?」

　小柄なのでとてもそうは見えなかったが、自分とあまり年齢差がなかったので、少し驚いた。あの胸が育つのには、やはり十五年が必要だったのだ。

「どうかしましたか？」

　ちょっとむっとした顔で、るりかがそういった。

「いやいやいや！　話を続けて。で、どっからきたの？」

「わたしは、二〇年後の未来からやってきました」

　えーと。

　……未来？

　二〇年後？

「二〇年後の世界は、滅びる寸前です」

　……は？

　滅びる寸前？

「世界中の国々は崩ほう壊かいしたも同然で、人口は激減しています。わたしたち国家直属の魔法対策部隊は必死に抵抗していましたが、もうどうしようもない事態になってしまいました」

　……はい？

　魔法対策部隊？

「そんな世界滅亡の原因を作ったのが、なにを隠そうあなたなのです！　今から十日以内に、きっかけとなる事件が必ず発生するんです！　田た中なか一かず海みを裏切るのです！」

　……はいいいいいい!?

　あまりにも現実感のない話に、勇ゆう治じは狼ろう狽ばいした。

「ち、ちょっと待て待て待てーっ!!　なんで一海が出てくるんだよ!?　やっぱあんた、どっかおかしいだろ？　どんな毒電波受信してんだ？」

　しかし自分の言葉に興奮したるりかは、机の上に身軽に飛び乗った。

「あなたに裏切られた田中一海は、世界を滅ぼそうとしているのです。わたしはそんな絶望的な世界を変えるために、二〇年前の過去に飛んできました。世界滅亡の原因であるあなたを殺すための刺し客かくに、みずから望んで志願したのです！　わたしってば、えらい！」

「わけわかんねーって！　いい加減にしろおおおおおおお!!」

　勇治もベッドの上に立ち上がり、るりかに負けじと大声で怒鳴った。

「いい加減にするのはあなたです！　覚悟してください！　死ぬのです！」

「できるかあああああああああ!!　つーか、信じられるかあああああああああ!!」

「それは事実なのにゃ！」

　ヘンテコな声がした。

　勇治の動きが止まった。

　ゆっくりと振り向くと、窓を開けて茶トラの子猫が立っていた。

　細長い棒のような尻尾が、ぴょこぴょこ動いている。

　つぶらなお目々の子猫のようだが、どこか形がいびつだ。そもそも二本の足で立っている。しかも腕を組んでいる。

　それに、日本語を喋しやべった。

「うわーん、マロンー！　逢いたかったよー！」

「うわーん、るりかー！　過去の世界にきて早々、いきにゃり歩道橋から落ちてトラックに乗ってどっか行ってしまった時には、さすがのボクもびっくりしたにゃー！」

　るりかは子猫をぎゅぎゅっと抱き上げると、顔面を押しつけるように抱ほう擁ようし、ぐるんぐるん回転した。一人と一匹の涙が、遠心力で撒まき散らされる。

「マロンー！」

「るりかー！」

　そんな感動的な再会の光景を、勇ゆう治じはぽかんと眺ながめていた。

　えーと。

　二足歩行をする、ひとの言葉を喋しやべる猫。

　……これは、夢なのか。

　ありえない。

　未来から巨乳の刺し客かくが現れるくらいありえない。

　勇治は目眩めまいがしてふらついた。いつからこの世界はこんなにデタラメになってしまったのだ。

「よーし！　じゃあ、さっそく任務を遂すい行こうしましょう。山やま根ね勇治の殺害！」

「ＯＫにゃ！」

「……ちょちょちょちょちょちょっと待てーっ!!　ちゃんと説明しろおおおおお!!」

　事態は好転するどころか、なお闇を深めるばかりだ。あまりにも非現実的なことが続いたので、勇治の頭は痺しびれてきた。なにがどうなっているのか。なにを信じたらいいのか。これは本当に現実なのか。

「そんにゃに興奮しないのにゃー。落ち着くにゃー」

「さっきから、大声ばっかり。大人げないです」

　るりかはちょこんとベッドに腰掛け、茶トラ模様の猫っぽいなにかを膝ひざに置いた。

「あ、あのなぁ……」

「マロンは、わたしのアシスタントペットロボなんです。使い魔みたいなものなのです。わたしが一人前になったときに、師匠からプレゼントされました。それから、ずっと一緒なんです。師匠の魔力がこもっていて、何度も助けられたことがあります」

「そうなんだにゃー」

「ロ、ロボット!?　……なんか未来っぽくなってきたな」

　確かにロボットだといわれれば、そんなようにも見える。

「あ。そういえば、説明は途中でしたね」

「そ、そうだった！　ちゃんと説明してくれ！　なんでオレが一かず海みを裏切んなきゃいけないんだよ！　あの一海が、どーやって世界を滅ぼすんだよ!?」



「それは、魔法です」



　……はい？

　おいおいおい、今度は魔法ときましたか。未来っていうならマロンみたいなロボットとかビーム兵器とかだろう。なんで未来で魔法なんだよ。

　勇ゆう治じはそう思ったけど、呆あきれかえってなにもいえなかった。

　そんな勇治に、るりかは大きな青い宝石が埋め込まれたブレスレットを、ぐいっと見せつけた。

「これは、魔宝石と呼ばれているものです。ひとによって、ブレスレットだったりペンダントだったり指輪だったりします。これが魔力の源なんです。マロンの動力にも、魔宝石が組み込まれています」

「こにょ魔宝石に含まれる魔因子を発見し、すべての魔法をたったひとりで見つけ出した偉大にゃ人物が、田た中なか一かず海みなんだにゃー」

「な、なにっ!?」

「ちょっと長くなります。しっかりと、聞いてくださいね」

　真剣な顔でそういったので、勇治は仕方なくベッドの上で正座した。



　一海は今から数年後に、魔因子という未知の物質を発見する。

　ひとびとの魂たましいに眠る、魔力というエネルギーを解放する物質。

　彼は、魔因子を発見しただけではなかった。魔力を使って様々な力を発はつ揮きする法則、魔法を発見したのだ。

　すべての魔法を具現化する印や呪文をたったひとりで見つけ出し、体系を整え、第一段階から第十三段階までの修練法を考え出し、九つの称号を設定した。それは、とんでもない偉業だった。

　彼は、最高の称号である到達者と名乗った。

　到達者のそばには、九人の魔導主師がいた。魔導主師という称号は、到達者に次ぐ称号であり、すべての精せい霊れい魔法をマスターし、究極魔法や禁断魔法を習得していた。この最初の九人は、他の魔導主師たちと区別して、九老師と呼ばれた。

　到達者は、魔法の存在を隠そうとはしなかった。

　世界は震しん撼かんした。

　オカルトではなく、現実のものとなった魔法は、強力な伝染病のように広まるのが早かった。才能さえあれば、修練を積むことによって魔法を習得できる。

　誰もがその力を求め、到達者と魔導主師たちは、彼らに惜しみなく知識を開放した。

　物理法則を無視し、科学者を嘲あざ笑わらい、宗教までをも踏みにじる、魔法の力。

　当然のように、諍いさかいが起こった。特にキリスト教圏の反発は、熾し烈れつを極めた。徹底的な排除運動。魔女狩りのようなことまで行われたという。

　無む惨ざんな事件が数多く起こり、各地で宗教がらみのテロや戦争が起こった。多くの人々が死んだ。

　責任を追及され、弾圧された到達者は、姿を消した。

　しかし世に広まってしまった力は、どうにもならなかった。

　その後、九老師や多くの偉人たちの地道な努力により、魔法は各国で認められ始めた。宗教と結びつき、国際魔法協会ができ、厳しい法も整備された。

　十年の月日をかけ、多くの犠牲者を出しながらも、やっと混乱期は収まりつつあった。

　それでもまだ、問題は残った。

　魔法の悪用。

　凶悪なテロや犯罪はあとを絶たず、各国に作られた魔法対策部隊が厳しくその対策に当たった。

　そしてるりかが十五になった年。ある地下組織が台頭してきた。

　魔法を使い、世界を滅ぼそうとする闇やみの組織。

　そこに、姿を消していた到達者の姿があった。

　彼は、魔法を生み出す前から世界を憎にくんでいた。

　初めから、世界を憎んでいたのだ。

　親友だと思っていた男に裏切られ、絶望した彼は、世界を滅ぼす目的で魔法を生み出し、世の中に解放した。

　憎しみが魔法を生んだのだ。

　すべては、予定されていたことだった。

　到達者のカリスマ性に惹ひかれたありとあらゆる邪悪な組織が、その傘さん下かに入った。

　わずかの間に、闇の組織は各地の魔法協会や魔法対策部隊を崩ほう壊かいに追い込んだ。平和を望んだはずの九老師たちとその弟子までもが、彼の元に集結したのだ。

　到達者と対立した魔導主師は、るりかの師匠を入れてたった三人だけだった。

　魔導主師のレベルにもなると、たったひとりの人間が、一国の軍隊にも等しかった。圧倒的な武力を誇る軍事大国さえも、その組織の前に滅んでしまった。世界は、心なき魔導主師たちの力により、混こん沌とんの闇に包まれた。

　そして。

　到達者が、最後の魔法を使った。

《最後の審判》が、解き放たれてしまったのだ。

　世界が、滅ぶ。

　確実に。

　それを回避することができるのは、“〝時空の魔導主師”〟である、るりかの師匠だけだった。彼の魔法だけが、《最後の審判》を止めることができる。使わなかったことにできる。

　かすかな望み。

　最後の手段。

　禁断魔法。

《時空移動》。

　過去に行き、歴史を変える。

　その過酷な任務に、るりかは志願した。

　仲間はみんな止めたけど、るりかの強い意志は揺るがなかった。

　仲間を、人類を救うために。

　元凶である高校二年生の山やま根ね勇ゆう治じを、殺害する。



「というわけで、あなたを殺します！　世界滅亡の原因を元から断つんです！」

「なんでそうなるんだよおおおおおおお!!　飛ひ躍やくし過ぎじゃねーか！」

「そんなことありません。最後の手段です！」

「だったら、オレじゃなくて一かず海みんとこ行けばいーじゃねーか！」

「それはできません。だって、悪いのはあなたなんですから！」

　勇治は、絶句した。

　うさんくさいにもほどがある。いくらなんでも魔法はないだろう。

　ふと、一海のノートを思い出した。

　――魔導書。

　もしかして、あれが？　いや、まさか。信じられない。

　勇治は、手首をぶらぶらと振った。

「信じられねーよ。魔法とか、アホか」

「それじゃあ、見せてあげましょう！　《アイスフィールド》！」

　エコーのかかった声でるりかがそう叫ぶと、天井に向けた彼女の指先から青白い光が放出された。

　次の瞬間。

　ピキイッ！

　勇治は驚きよう愕がくして腰を抜かしそうになった。

　部屋が凍ったのだ。

　部屋の壁が、がっちりと氷で覆おおわれている。天井には、つららが何本も生えている。

　ついでに、えらい寒い。

「ぬおおおおおおおおおおおっ!?　う、うっそおおおおおおおおおおおん!?」

　勇治は叫んだ。信じられない。そんなバカな。ありえない。嘘うそだ夢だ幻だ。しかしいくら目をこすっても、何度も頬ほおをつねっても、状況に変化はない。

　凍っている。

　魔法だ。これは、魔法以外考えられない。だってこの部屋を凍らした本人が、魔法だっていってるのだから。そうだ、川を凍らせたのも、この魔法だったのだ。

「ふふん！　氷で周りを凍結させる精せい霊れい魔法です。心に呪じゆ文もんを念じて、魔法の名前を唱えるだけで発動させる、省略詠えい唱しようです。どうです？　信じました？」

　得意げな顔で、勇治を指さす。

「……お、おう。し、信じるぜ。魔法、な。うん。魔法。そう、魔法使い」

「違います！　魔導師です！　わたしは、アルス・マグナを極めし“〝氷結の魔導師”〟！」

「……は、はい。“〝氷結の魔導師”〟、るりかさん」

「はーい！」

　手を挙げて、満足げな笑顔を見せ、大きく頷うなずいた。

　勇ゆう治じの顔はこわばっていた。

　彼女が未来からきたということは、本当。

　彼女が魔導師だというのも、本当。

　――だったら、一かず海みが世界を滅ぼすのも本当!?

　一海が昼休みに見せてくれたあのノートは、やっぱり本物の魔導書だったのだろうか。

　勇治は冷たくなった布団の上に、どさっと倒れる。

「う、嘘うそだろ？　……オレが、一海を裏切る？」

「そうなの。あなたは、酷ひどいひとなの。外道なの。非道なの。ダメ人間なの。生きる資格がないの」

　笑顔のるりかは、しれっとそういった。

「そこまでいうかよ！」

　一海は、親友だ。一海だって、そう思ってくれている。勇治はそう信じていた。

「……と、とにかく、話はわかった。それだけ聞けば、心構えができるってもんだ。オレは、一海を裏切らない。絶対に。それでいいだろう？」

「うーん。じゃあ、確認してみましょう」

「か、確認？　確認ってどうするんだよ？」

「決まってるでしょ？　未来が変わったかどうか、確認するんです。やっぱりバカですね」

「そんなんわかるかあああああああ！」

　吠える勇ゆう治じを気にする素振りも見せず、るりかはマロンを両手で掴つかむと、机のうえにコトンと置いた。

　マロンの丸いお腹が、パカリと開いた。

　覗のぞき込むと、そこには携帯電話のようなボタンが並んでおり、中央に小さなディスプレイがあった。

「な、なんだそりゃ？」

「因いん果がサーチシステムだにゃ」

「魔力を封じた魔宝石を基もとに作られたもので、これで過去から未来へ続く因果の波長を調べると、未来が変わったかどうかがわかるんです。師匠が開発しました」

「へえ……。べ、便利なもんがあるんだな」

　実にうさんくさいが、魔法と科学が合体すれば、なんでもありなんじゃないかと思えてくる。

　るりかがマロンのお腹のボタンをピコピコ操作すると、すぐにピコーン！　と景気のいい音が鳴った。もう結果が出たようだ。

「あっ。確かにちょっと変化があったみたい！」

「でも、残念にゃがら結果は変わってないにゃ。世界が滅亡するという未来に、一直線だにゃー」

「やっぱり口だけみたいね、このひと」

「そうだにゃー。やっぱり元凶は元から断たにゃいとダメなんだにゃ」

　勇ゆう治じは言葉を喉のどに詰まらせた。

　なにか外堀から埋められて、逃げ場がまったく無くなっていくような感じがする。このままだと、確実に殺されてしまう。冗談じゃない。

　るりかはマロンのお腹を閉じると、ひょいと抱えてベッドに腰を下ろした。そのまま彼女はマロンに顔を近づけ、なにやらぼそぼそと話し始める。

「どうしようか、マロン。やっぱり殺しちゃった方が確実だと思うんだけど、お話してたら段々殺しにくくなってきちゃった。ご飯食べさせてくれたし」

「困ったにゃー。情が移ったんだにゃ」

「違うわ。だって、銀シャリなのよ!?　噂うわさでしか聞いたことのない、幻の銀シャリよ？」

「困ったにゃ。るりかは食べ物に弱いんだにゃー」

　おいおいおい。なんの話をしているんだ。ひとの命より食べ物かよ。そういいたくなった勇治だったが、我慢した。

　突っ込むよりも、利用する。それが生き延びる道だ。

「……今日の晩飯はなんだったっけな？　焼肉だったかな？」

　素知らぬ素振りで、勇治はそういった。

　るりかの耳が、ぴくん、と動いたのを確認した。

「牛肉かな。カルビかな。いや、スキヤキかも知れないな。銀シャリに、おみそ汁。白菜の浅漬け。味海の苔り。江戸むらさき。のりたま。冷や奴やつこ」

　ゴクリ。唾つばを呑のみ込む音が聞こえた。

「朝は焼きたてのトーストに、バターをたっぷり。目玉焼きに、ソーセージに、新鮮な野菜サラダ。うちの妹は料理が上手いからなー。すんげー美う味まいんだよなー」

「わかりました！　とりあえず、様子をみましょう！」

　るりかが立ち上がって、そう宣言した。口元には、溢あふれんばかりのよだれが。

「おおおおおっ！　考え直してくれたか！」

「その代わり、この家にやっかいになります。食事は三食、昼寝つきでお願いします！」

「まかせろっ！　お安いご用だぜ！」

　やった！　助かった！

　勇治はベッドの上で飛び跳ねて、生きる喜びを全身で表現した。

「……いいのかにゃ？　取り返しのつかにゃいことにならにゃいといいにゃが」

「大丈夫よ、マロン！　だって、銀シャリにお肉ですもの！」

　よだれを拭ふきながら、満面の笑みを浮かべるるりか。

　そのとき。

　ばきっ。

　天井で、不吉な音がした。

　ビリビリッ！

「きゃああああああああああああああん！」

　天井に連なっていたつららが一本落ちてきて、るりかの衣服を見事に切り裂いた。

　ギリギリでつららに当たらなかったのは幸運かも知れないが、るりかの裸体が上から下まで丸見えになった。

「うっほおおおおおおおおおおおおおお!?」

「うわーん！　このスケベ！　変態！　ダメ人間！　もう死んじゃえ！　《アイスミサイル》！」

　目をつぶってしゃがみ込むるりかの頭上に、金属バットのような氷のミサイルが出現し、そのまま発射された。

「ちょっ、まっ、オ、オレのせいじゃねええええええええ!!」

　バキャアアアッ！

　るりかが目をつぶっていたせいか、危ないところで勇ゆう治じに命中こそしなかったが、氷のミサイルは窓の柵をバキバキに破壊して、そのままどこか遠くへ飛んでいってしまった。

「……オレの寿命、あと何日あるのかな」

　勇治は、泣きそうになった。



    

  
    
      




　第二章　告白





　　　１

「絶対に反対っ！」

　那な奈なは、超不機嫌だった。

　台所の食卓の上には、豚肉を使った節約肉じゃがと、ほうれん草のおひたし、冷や奴やつこ、ネギと油揚げのみそ汁に、きゅうりのぬか漬けが並んでいたが、勇治は箸はしを出すことができなかった。

　勇治とるりかが並んで座り、正面にセーラー服にエプロン姿の那奈が座る。

　那奈はお茶碗に炊たきたてのご飯をよそりながら、額に血管を浮かべていた。

「だ、だから事情はさっき話しただろ？　信じられないのはわかるけどさ」

　横に座るとても十五歳には見えない巨乳の少女が、二〇年後の未来から勇治を殺しにきた魔法使いだということを、台所で黙々と料理していた那奈に話した。

　話しながら、誰がこんなでたらめな話を信じるんだ、とか思った。

　だけど、事実は事実だ。

　るりかが魔法をバシっと使ってくれれば話が早かったのだが、目の前に並んだ美お味いしそうな料理に釘付けになって、耳を貸してくれない。部屋を凍らしていた氷も、残念ながらすでに解除済みだった。

　未来を証明するロボットのマロンは、いなくなっていた。開けっ放しの窓のそばにいたら、カラスに連れ去られてしまったのだ。

　お蔭かげで、勇ゆう治じが窮きゆう地ちに立たされてしまった。

「そのコの服、ゆーじのだよね？」

「あ、ああ。……なんか事故で破けちゃってさ」

「ふーん。事故ね。……不ふ潔けつ」

　なにか凄すさまじい勘違いをされているような気がする。

　つららで服が破れてしまったのだから、仕方がない。那な奈なが貸していた服は、一日着たから着たくないとかわがままをいうので、自分のパーカーとジーンズを貸していた。

　るりかを見ると、だぶだぶの服を折ってなんとか着こなしている。こんな感じも可愛かわいくていいなあ、とか勇治は思った。

　ご飯が、三人に行き渡った。

「あ、あのう。いただきますしていいですか？」

　さっきからよだれを拭ふきながら我慢していたるりかが、遠えん慮りよがちにそういった。

「……ん。どうぞ」

「わあい！　いっただっきまーっす！」

　さっそく箸はしを取って、行儀良くおじぎをすると、ガツガツ食べ始めた。

　気ままなものである。お前のせいで、こんなギスギスした空気になっているのに。そう勇治は思った。当の本人は、まるで気づいていないけど。

　とにかく、なにがなんでも那奈に信じて貰もらわなくてはいけない。るりかが、未来からきた魔導師である、ということを。

　那奈に許可を得なければ、るりかを家に置くことはできない。そうなってしまったら、るりかと交わした約束は決裂。未来の世界が救われる代わりに、勇治自身が滅んでしまう。

　勇治は、男らしく勇気を出そうと思った。那奈を説得するのだ。兄らしく。

「……そ、そういえば、一かず海みの様子はどうだった？」

　ぜんぜん違う言葉が口から出た。

　オレはとことんヘタレだな、と勇治は今さらながら痛感した。

「……なんで？　一海くんのとこになんて、行ってないよ」

「嘘うそつけ。だったら、なんであんなに遅かったんだよ。行ったんだろ？」

　困惑気味の那奈に、少々意地悪くいってみた。形勢逆転だ、とか思ったけど、そうなんだろうか。なんか自分で自分を追いつめているような気もする。

「いいたくない」

「……そ、そうですか」

　黙もく秘ひ権けんですか。なにがあったか喋しやべりたくありませんか。悩める男子と献身的な女子がふたりっきり。どうなんでしょう、こういうシチュエーションって。想像すると死にたくなりそうだったので、勇ゆう治じはそれ以上考えないようにした。

　黙ったまま、箸はしに手をつける。

「おかわりください！」

　るりかが元気にそういったので、吹き出しそうになった。

「……よく食べるのね」

「あっ。ごめんなさいです。とっても美お味いしかったので……」

「まあいいわ。これでお終しまいにしてね。ゆーじのお弁当がなくなっちゃうから」

「はーい！」

　口元にご飯つぶをつけながら、るりかはそう返事した。まったく、空気の読めないやつだ。はなから期待していないけど。

　そんなるりかにちゃんと大盛りにご飯をよそってあげる那な奈なは、たいしたものだ。

　さて、どうしよう。不機嫌モードの那奈を、どうやって説得しよう。

　美味しいはずの肉じゃがの味がしない。ぼそぼそと、口に運ぶ。

「……るりかさん。だっけ？」

　目を伏せながら、那奈がそう切り出した。

　勇治は、緊張した。

「はい！　るりかです」

「事情がよく飲み込めないんだけど。うちに居い候そうろうしたいの？」

「そうなんです。このひとの希望で、そうなりました」

　そんな誤解を与えそうなことをいって、るりかは箸で勇治を指す。

「親には許可取ったの？　学校はどうするの？　あんまり無茶いわないでよ、このひとバカなんだから」

　今度は那奈が箸で勇治を指した。箸で身体からだを貫かれているような気がして、勇治は痛そうな顔をする。

「そのへんは、まったく問題ありません。もともとここに住んでいましたし、学校なんて行ってません」

「な、なによそれ。どういうこと？　家出娘なの？　そっちに問題がなくても、こっちには問題があるのっ！」

「でも、そういう約束なのです。このバカから目を離せません。これからずーっと一緒にいなくてはいけません」

「ずうずうしいっ！　まるで押しかけ女房じゃないっ！」

　那奈が、キれた。

　テーブルに、ダン！　と拳こぶしを叩たたきつける。

「失礼なこといわないでください！　こんなダメ人間のへちゃむくれ、こっちからお断りです！」

　るりかも、そう叫び返した。

「そ、そっちこそ失礼じゃないっ！　ひとの兄つかまえて、へちゃむくれだなんてっ！　確かにダメ人間かも知れないけど」

「って、おい！　誰がダメ人間だよ！」

　絶妙なタイミングのツッコミだと思ったが、ふたりの女の子に睨にらまれるだけだった。

「……はい。ダメ人間です」

　しゅん、としおれる勇ゆう治じ。

「このバカをどうやって騙だましたのか知らないけど、とにかくうちに置くことはできません。出て行ってください」

「それはできません。わたしには、未来を変えるという使命があるんです！」

「意味わからないから。……こんなのの、どこがいいのよ？」

「意外と優しいところがあったり、窮きゆう地ちに追い込まれても絶対に諦あきらめないところとか。いざというときは頼りになるし。でも、今は知りません」

「なっ！　と、とにかく、それ食べたら出ていってっ!!」

「……い、嫌です！」

「出て行ってっ！　ゆーじ、あんたもなんかいってよ！」

「え？　オ、オレ？　……えーと。居い候そうろうさせちゃあ、ダメかなあ？　なんとかならない？」

　ガシャン！

　那な奈なは両手で、思いっ切りテーブルを叩たたいた。

　みそ汁がこぼれ、肉じゃがの皿が倒れた。

　重い沈黙。

　勇治は茶碗を抱きかかえ、真っ青な顔をしていた。その横で、るりかは箸をくわえたまま、涙目になっていた。

「……絶対に、ダメ。許さない」

　押し殺すような声でそういうと、那奈は立ち上がって台所から出て行ってしまった。

　ぽたぽたと、みそ汁が床に垂れる。

　恐い。那奈が、もの凄すごく恐い。

　ここまで恐くなったことなど、過去にはなかった。昨日から、その恐さが凄すさまじい勢いでレベルアップし続けている。

　そんなに怒ることないじゃないか、と勇治は思った。家計的にはそんなに厳しくないはずだし。二人が三人になるだけなんだから、そんなに変わらないんじゃないか？

　それとも、るりかの胸のボリュームが気に入らないのだろうか。那奈の胸はぺったんこであり、わりとコンプレックスを抱いているのを勇治は知っていた。

「……ど、どうしようか、るりか」

「……知りません、この甲か斐い性しようなし！　うわーん！」

　るりかは箸はしを握りしめたまま、泣きながら席を立つと、そのまま走って家を出て行ってしまった。

　あまりの早はや業わざに、なんの対応もできなかった。

　ぽつん。

　食卓に取り残された勇ゆう治じ。

　無意識に、額の傷きず跡あとを触る。

　えーと。

　ふきんを持ってきて、床にこぼれたみそ汁を綺き麗れいに拭ふき取った。テーブルの上の料理をラップでくるみ、冷蔵庫に入れる。ついでに、空いた食器を洗った。

「ふう」

　家事終了。

　……やることがなくなった。

　現実と向き合わなくてはいけない。さて、どうするか。

　選択肢一。那な奈なの機嫌を取る。

　選択肢二。るりかを追いかける。

　平へい穏おんな日常を取り返すには、那奈に機嫌を直して貰もらうのが先決だろう。

　だが、どうやってなだめたらいいのだろうか。謝るにしても難しい。それに、恐かった。フライパンならまだしも、椅い子すで殴りかかられたら、命の保証がない。まだしばらく近寄らない方がいいような気がする。

　るりかのことも心配だった。

　彼女には、行くあてがない。夜はまだかなり冷える。それに、彼女は出会った時から連続的に不運に見舞われていた。今もどこかで気絶していたらどうしよう。

　那奈か、るりかか。

　貧乳か、巨乳か。

「……なに考えてるんだ、オレは」

　額の傷を触りながら、足は玄関に向かっていた。

　せっかくトラブルメイカーが出て行ってくれたのだから、このまま放っておけばいいと思う。時間をかけて那奈をなだめ、仲直りをしよう。それが一番だ。迷う事なんてない。

　しかし、一かず海みのこともある。

　るりかには、まだ話していなかった。

　一海が持っていた、あの古そうなノート。

　――魔導書かも知れないもの。

「ええい、どうにでもなれ！」

　やっぱり殺すと思い直して寝込みを襲おそわれたら、気づく前に死んでしまう。あの魔法は、本物だった。優しくしといて損はない。

　勇ゆう治じは、外に出た。



　二時間くらい夜の街を探したが、結局るりかを発見できなかった。

　電柱に設置された街灯が細々と照らす、住宅地帯を歩く。川から流れる冷たい風が、晩ご飯の匂いを運んでくる。

　るりかはどこへ行ったのだろうか。土地勘なんてなさそうだから、道に迷ってしまったのだろうか。

「……それとも、もう未来に帰っちゃったのかな」

　そう呟つぶやきながら、川のそばに出る。グラウンドを横切って、土手へ向かう。

　なんとなく、家には戻りにくかった。

　自然に、土手に足が向いた。

　なにかあったとき、いつもそこへ行くのが勇治の習性だった。子供のころからそうだった。親に叱しかられて家に帰りたくないときにも、よく土手へ行った。

「那な奈なのやつ、怒ってるだろうな……。なんでるりかを探しに出ちゃったんだろ、オレ。今さら後悔しても遅……って、あれ？」

　勇治のお気に入りの場所。

　明かりもなく、誰もいない、寂しい場所。

　そこに。

　――るりかがいた。

「……ったく。心配かけやがって」

　寒そうに身体からだを縮め、膝ひざを抱えていた。

　勇治はほっと息を吐き出し、ゆっくりと足を進める。

「この場所だけは、変わらないね」

　勇治が近づくと、るりかは鼻をすすってそういった。勇治は、苦笑した。

「……二〇年後も、この土手あるのか？」

「うん、あるよ。好きなんだ、ここ。育ての親の師匠によく連れてこられたの。師匠はバカでスケベでダメ人間だけど、偉大な魔導主師で、とっても尊敬しているの」

　勇治は、るりかの横にそっと腰を下ろした。

　夜空の月が、やけに大きく見えた。

　横目でるりかを見ると、鼻を赤くしてうつむいていた。こうしていると、普通の可愛かわいい少女だ。魔法を使ったり、お前を殺すとか物騒なことをいう変人には見えない。

「わたし、孤児だったの……」

　小さな声で、るりかは話し始めた。

　両親の顔は、知らない。この土手に、裸のまま捨てられていたらしい。

　るりかを拾って育ててくれたのは、“〝時空の魔導主師”〟と呼ばれる偉い魔導師だった。

　そんなことなど知らない幼少のころのるりかは、わがままばかりいって、かなり彼を困らせた。仕事に出かけようとする彼に抱きついて、離れようとしなかった。血が繋つながっていないとはいえ、家族と呼べるのは彼だけだった。

　彼の役に立ちたかった。幼いころから彼に英才教育を受けたるりかは才能を開花させ、努力が認められると、十四才で師匠が指揮を任されている魔法対策部隊に入隊できた。

　実戦で修練を積むうち、彼女は“〝氷結の魔導師”〟という称号を得た。

　アルス・マグナと呼ばれる究極呪じゆ文もんすら、るりかはマスターしていた。それは、とても長い呪文を唱えることで、凄すさまじい威力を発はつ揮きする魔法だ。

　魔導師という称号は、本物の才能を持つ天才の証あかしだという。修練者から始まり、魔法使い、妖術士、精せい霊れい士、魔法士、魔術士、というランクがあり、その上が魔導師という称号だった。この称号を得るには、強力な精霊魔法や難しい詠えい唱しよう方法をマスターしなくてはならず、強大な魔力と素質がなければ到達することはできない。

　師を見つけ修練者となり、修練を積んで魔法使いの称号を得ても、その先は精霊との契約になり、大きな壁だった。そこで挫ざ折せつして師の元から離れ、犯罪に走るものが少なくなかった。

　中には、犯罪や自分たちの利益を求めるためだけに弟子を増やす師もいた。

　魔法を使った凶悪犯罪に立ち向かう魔法対策部隊には、るりかと同世代の若い才能が集まっていた。

　仲の良かった“〝雷鳴の魔導師”〟。いつも喧けん嘩かばかりだった“〝業ごう炎えんの魔導師”〟。憧あこがれの先輩だった“〝水流の魔導師”〟。彼らに師匠を加えたチームで、様々な敵と戦った。外国のチームと協力しての戦いもあった。



    

  
    
      



    

  
    
      　魔法の発はつ祥しようの地である東京は、世界中のオカルト集団や犯罪者集団から狙ねらわれていた。到達者であり始祖である田た中なか一かず海みが記した究極の魔導書〈一海文書〉が、東京に隠されているという噂うわさがあったからだ。その魔導書があれば、田中一海と同等の力を得られると信じられていた。

　わずか一年の間にも、仲間を失ったり、裏切りに遭ったり、いろいろ悲しいことがあった。だけど、それでもるりかは楽しかった。自分の力が世の中のために役に立っている。師匠が喜んでくれる。そう思うと、頑張れた。

　しかし、田中一海は闇やみの組織を率いて表舞台へ現れた。

《最後の審判》は解き放たれてしまった。

　るりかは、別れを決意した。

　過去へ、飛ぶ。

　師匠に恩を返すために。

　――二度と未来には戻れないことを覚悟して。

「そう……か」

　勇ゆう治じは、深いため息をついた。

　勇治を殺して自分も死ぬといったのは、親しい仲間のいる未来には戻れないことを覚悟しての言葉だったと知り、同情した。

　友達や、親代わりのひとと、二度と逢えない。それは、どんなに寂しいことだろう。想像もできない。るりかの寂しげな横顔を見て、不ふ憫びんに思った。

「だから、あなたを殺さないといけません」

　泣き腫はらした赤い目。鼻をすすりながら、るりかは上目遣いで勇治をじっと見る。

「……死んで、くれますね？」

「そうだね。……って、いやいやいや！」

　勇治ははっと我に返って、激しく手を振った。

　危ないところだった。思わず殺されてもいいとか思ってしまった。

「それとこれとは話が別だ！　オレはまだ、死にたくない！」

「えー。せっかくいい雰囲気だったのに。ちえー」

　そういって口を尖とがらせ、土手にごろんと寝ころんだ。

「な、なんだそりゃ。……まさか今の話、嘘うそだっていうんじゃねーだろーな？」

「嘘なんていってませんよ」

　油断できないやつだ、と勇治は思った。

「でもさ、お前がオレを殺しちゃったら、二〇年後の未来は滅びないんだろ？」

「そうです。そのために、わたしはきたのです」

「……だったらさ。平和な未来からお前がきたことにならないか？」

　ふと思いついた疑問だった。なんか矛む盾じゆんしているような気がする。

「なにいってんです？　わたしがきた未来は、滅亡寸前なんです」

「それが変わるんだろ？　オレが死んだら」

「そうです。争いは続くでしょうけど、《最後の審判》が放たれることはなくなると思います。原因がなくなるわけですから」

「だからさ。《最後の審判》が放たれない未来だったら、わざわざお前が過去にきてオレを殺す必要なんてないだろ？　未来が変わったら、そもそもお前が過去にくることなんてなかった。でも、そうするとオレはお前に殺されることはない。だけど、そうなったらやっぱり未来は滅亡する」

「……なにいってるんです？」

「……わかんね」

　勇ゆう治じも、土手にばったりと寝そべった。

　星々が散らばる夜空を、ぼんやりと眺ながめる。

　歴史を変えるために、るりかは過去にやってきた。

　この時点で、もう歴史は変わっているんじゃないか？　出会わないはずのふたりが出会って、こうして話している。知らないはずの未来のことも、知ってしまった。

　これから訪れる未来。それはすでに、るりかがいた未来とは違うものになっているんじゃないだろうか。

　わからない。未来が変わるなんて、あるのだろうか。

　勇治は、なんだか頭が混乱してきた。

「……二〇年後の師匠だって、全部わかってるわけじゃないんです」

　静かな声で、るりかがそういった。

「そ、そうなのか？」

「一種の賭かけなんです。変わるか。変わらないか。どうなってしまうか。それは誰にもわからないんです。でも、可能性はあります」

「可能性か……」

「未来が変わった時点で、魔法がなくなるかも知れません。わたしの存在自体も、消えてしまうかも知れません」

　平然とそういわれて、勇治は息を呑のんだ。

「……過去にきていなかったことになる？」

「生まれてもいないことになるかも知れません。みんなの記憶から、抹まつ消しようされてしまうかも。そう、師匠は話していました」

　それは、とても悲しいことだ。

　オレにはとても真ま似ねできない。るりかは、なんて偉いやつなんだ。なんとかしてやりたい。るりかの覚悟を、無駄にしたくない。そう思った。

　しかし、どうしたらいいだろう。

　当然、死にたくはない。せっかくこうして知り合えたのだから、彼女を忘れたくもない。未来は、変えたい。滅亡することが決まっている未来なんて、なんの魅み力りよくもない。

　未来を変えるのは、オレだ。

　勇ゆう治じは、そう思った。

「……なあ、るりか」

「なんです？」

「一かず海みに、逢ってみるか？」

「え？　……田た中なか一海に？」

　きょとんとした顔で、るりかが上半身を起こした。

　勇治もむくりと身体からだを起こして、切れ長の大きな瞳を見る。

「オレは、お前から事情を聞いている。だから、一海を裏切ったりなんかしない。でさ、どうせなら一海にも全部話しちゃえばいーんじゃね？」

「そうなんだけど、師匠はダメだっていってたの。接触していいのは、高校二年生の山やま根ね勇治だけ、って」

「なんだそりゃ。そんなの守ることねーよ。未来を変えるんだろ？　消えてなくなりたくないだろ？　だったら、予想外の行動すればいいんじゃねーか？」

　そういって、勇治は立ち上がった。我ながら、素晴らしい思いつきだと思った。

　一海は、あの不ぶ気き味みなノートのことで悩んでいた。彼の話を信じるとすれば、ある日突然部屋に落ちていたという。それはきっと、二〇年後の未来と繋つながりがあるに違いない。

　そうだ。るりかを連れていけば、一気に解決するかも知れない！

　……夕方、那な奈なとなにがあったのか知りたいし。

「よし、これから一海んとこ行こーぜ！」

「え？　今から？」

「そうだ！　善は急げ、だ！」

「……いいのかな？　田中一海に接触すると、因いん果がに激しい変化が起こるって、師匠にいわれてたんだけど。それに……」

　るりかはなんだか煮え切らない素振りでうつむいた。

「……田中一海は、到達者は、魔法を発見した凄すごく偉いひとですけど、世界を滅ぼそうとしたひとなんです。今はまだそんな極悪人じゃないのはわかっていますが、気持ちに整理ができません。殴なぐっちゃうかも」

「いいじゃねーか。だったら殴っちまえよ！　オレが許す！　お前は未来を変えにきたんだろ？　激しい変化が起こるんだったら、好都合じゃないか！」

　勇治はるりかに手をさしのべる。

　るりかは勇治の手を見て、考え込む。恐る恐る手を出したり、すぐに引っ込めたりしながら。

「あーもう！　行こうぜ！」

　強引に、るりかの手を取った。柔らかい、小さな手。冷たくなった手。

「わわわっ！」

「走れば一〇分くらいで着くからさ！　おしゃあ！　未来は明るいぜ！」

　手を繋つないだまま、土手から遊歩道へあがり、走り出す。

　一かず海みに逢えば、問題はすべて解決する。そのままるりかを一海の家に預けちゃうのも手だ。あいつの家は広いけど、親父さんと二人暮らしのはずだ。住み込みのお手伝いさんを雇やとうという名目なら、きっと居い候そうろうも大丈夫だろう。

　そんな勝手なことを考えながら、遊歩道から住宅地に入り、夜の街を走る。

　もうすぐだ。もうすぐ、一海の家が見える。

「もうすぐだぜ！　……って、あれ？」

　勇ゆう治じの両手が、自由になっていた。

　なにも握っていない。

　振り返る。

　るりかが――いない。

　額の汗を拭ぬぐう。

　えーと。

「……あれ？　なんで？」

　荒い息を吐きながら、周りを見回す。

　やっぱり、るりかがいない。

　いつだ？　いつ手を放した？　で、どこへ行った？

　慌てて引き返すと、遊歩道からさっきまでいた土手へ向かう。

　いない。どこにも、いない。

　るりかの手の感触を思い出す。どうして放してしまったのだと、悔しがる。

「ど、どこ行ったんだ、あいつ！」

　勇治は、走り出した。



　夜が開けた。

　異様に冷える。

　新聞配達のカブが、やかましい音を立てながら走っている。

「……今度こそ、未来に帰っちまったのかな」

　だいぶ遠くまで探しに行った。もうヘトヘトだ。寒さに身体からだを震わせ、家の前の壁に寄りかかる。

　家に、入りにくい。

　那な奈なに、なんていい訳をしよう……。

　すると。

　玄関の踊り場に、ぼさぼさ頭のるりかがばったりと倒れているのを見つけた。

　勇ゆう治じは顔色を変え、彼女のそばへ急いだ。

「いたーっ！　るりかっ!?　お前、だいじょう……うぷっ!?」

　勇治は、鼻をつまんだ。

　臭い。

　無茶苦茶臭い。具体的にいうと、ドブ臭い。思わずそこから後ずさってしまった。

「な、なんだこの臭い!?」

「……仕方がないんだにゃー」

　るりかの横から、ボロボロになったマロンが顔を出した。

「マ、マロン！　お前、無事だったのか？　カラスは？」

「にゃんとか逃げ出したんだにゃー。カラスにゴミの山まで連れて行かれて、大変だったんだにゃ……。それで、にゃんとか脱出できて、るりかをＧＰＳで探したんだけど、とんでもにゃいところにいたんだにゃ……」

「と、とんでもないところって？　オレ、ずっと探してたんだぜ？」

「普通、見つかんにゃいんだにゃー」

「ど、どこにいたんだよ!?」

「……下水道の中だにゃ。どうやら、マンホールから落っこちたみたいなんだにゃ」

　絶句。そりゃあ、見つかるわけない。

　マロンは下水道の中で迷子になったるりかを見つけると、出口を案内して地上に出した。それからとぼとぼと勇治の家まで歩いてきたが、勝手に中に入るわけにもいかず、ここで佇たたずんでいたのだ。

　るりかは下水道で迷子になって疲れたようで、夜が明ける頃に眠ってしまった。

「そうか。……まあ、とにかく無事でよかったよ」

　そういって、鼻をつまんでるりかの横に腰を下ろす。

「それにしても、なんかすっげー運のないやつらだよな、お前ら」

「うーん。恐らく、因いん果が律りつの拒絶反応なのにゃー」

「なんだそれ？　因果律の拒絶反応？」

「未来を変えようとする人為的な干渉に対して生ずる、因果律の拒絶反応なのにゃ。るりかのお師匠から、そんにゃ可能性を聞いていたのにゃ」

「よくわかんねーけど、じゃあお前らは、常に運がない、ってことなのか？」

「常に、じゃないにゃ。たぶん不運が襲おそいかかるのは、一日五回だけにゃ」

「五回……。マジか？　そんな回数あんのか？」

「因果律の計算上、そうなるにゃ。……ボクも同じ回数だにゃ」

　お腹をぱかりと開けると、小さなディスプレイに確かに「５回」と表示されていた。どういう理屈かさっぱりわからないが、魔法と科学の組み合わさった特殊な計算で、そう算出されたのだろう。

「……そ、そうか。残念だな」

「勇ゆう治じにも、影響があるかも知れないにゃ」

「……マ、マジか」

「……マジだにゃー」

　勇治とマロンは、同時に深い深いため息をついた。



　　　２

　とりあえず、ドブ臭いるりかを家に入れてやり、無理矢理風呂場に押し込んだ。中で眠られると困るので、マロンも放り込む。着替えは、自分のＴシャツとジーンズを用意してやった。

　それだけやって、勇治は自室でやっと一息つく。

　一晩中走り回っていたので、疲れているし、なにより眠い。時計を見ると、登校まではまだ一時間くらい余裕があったが、今寝てしまったら起きられる自信がない。

　勇治は汗くさいシャツを着替えて授業の支し度たくをし、寝るのは諦あきらめて居間に降りた。

　台所で、那な奈なが調理をしていた。

　まだシャワーの音が聞こえるから、那奈はもう気づいているだろう。勇治がるりかを探し出して、家に入れてしまったことを。

　非常に気まずい。

　勇治は、頭を抱えた。昨晩は那奈ではなく、るりかを選択してしまった。怒った那奈を、放置してしまった。

　額の傷に触れながら、ソファに座ってＴＶの電源を入れる。どうやって那奈に話しかけたらいいだろうか、とか考えながらぼんやり画面を眺ながめていたら、今日の星座占いが始まった。

　勇治の星座は最下位。さもありなん、と頷うなずいた。

　ことん。

　ソファの前のテーブルに、ナプキンに包まれた弁当が置かれた。

　心臓が、縮み上がった。

　見上げると、無表情で赤い目をした那奈がいた。制服のセーラー服に、エプロン姿。

「……お、おはよう」

　びくびくしながら勇治はそういったが、返事はなかった。

　ずっと心配して起きていたのだろうか。それとも、泣いていたのだろうか。勇治は罪悪感でいっぱいになった。とてつもなく気が重い。

「朝ご飯、食べる？」

「お、おう！　もちろん！」

　勇治がそういうと、那奈は背中を向けて台所に入った。

　背中に、嫌な汗が流れた。あれは、無茶苦茶怒っているんじゃないだろうか。

　しばらくすると、朝食が食卓に並んだので、勇ゆう治じはテーブルに着く。

　そこには、三人分が用意されていた。

　いつのまにか、石せつ鹸けんとシャンプーの香りがするるりかも、食卓に着いていた。半開きの目で眠そうにうつらうつらしているが、鼻をくんくんさせてよだれを拭いている。

「お、おい、るりか。マロンはどうした？」

　勇治は、そうささやいた。昨晩と違い、今は未来のロボットであるマロンがいる。これだけで、るりかが未来からきたという話に、かなりリアリティが出るはずだ。

「んー。なんか石鹸ですべって、あっちこっちに跳ねて、開いてた窓から飛び出していっちゃったの。眠いから、それから先はわかんない」

「……な、なんだそりゃっ!?」

　例の、因いん果が律りつの拒絶反応とかいうやつだろうか。マロンの今日一回目。それにしても、タイミングが悪い。

　那な奈なが、エプロンを外して食卓に着いた。

「……い、いただきます」

　勇治が小声でそういうと、るりかの目がくわっと見開かれ、爛らん々らんと輝いた。

「いっただっきまーっす！」

　朝食のトーストをそのままかぶりつき、牛乳をゴッキュンゴッキュン一気に飲み干す。ベーコンエッグをペロリと平らげ、野菜サラダにフォークを刺す。朝から見事な食べっぷりだ。

　那奈は、静かにコーヒーをすすっている。

　勇治はそんなふたりを見比べながら、どういい訳しようかと考え続けていた。食欲が、まったくわかない。

「早く食べなさい、ゆーじ。遅刻しちゃうよ」

「お、おう！　……って、お前そのパン、オレのだぞ！」

　那奈にいわれて食べようとしたら、るりかが勇治のトーストにかぶりついていた。

「弱肉強食なのでふ！　早いもの勝ちなのでふ！　むぐむぐ」

「なんだその勝手なルール！」

　そうはいっても、食欲がない。しかし作ってくれた那奈の手前、食べないわけにはいかない。無理矢理、ベーコンエッグを牛乳で胃に流し込む勇治だった。



　食事を終えるなりばったり眠りについたるりかを、勇治は自分の部屋まで運んだ。柔らかい身体からだと揺れる巨乳に、前屈みになりながら。

　顔を赤くしながら一階に戻ると、台所の食卓には、るりかの昼ご飯が用意されていた。

　那奈はこういうやつだった。困っているひとを見捨てられない。そう思うと、るりかに対して異様なまでの拒否反応を見せていることが、不思議に感じる。

「……いや、そんなことねーか。やっぱ年頃の女の子を居い候そうろうさせるとなると、嫌だろうなあ。巨乳だし」

　勇ゆう治じは再び、罪悪感で気が重くなった。

　目の赤い那な奈なと一緒に、家を出る。

　会話のないまま、ふたりして大あくびしながら登校する。

　勇治は、指先で額の傷きず跡あとを撫なでた。



「一かず海みくん、おはよう！」

　教室に入り、あくびをしながら窓際の最後尾にある自分の席に向かうと、勇治を追い抜いた那奈が、天使のような笑顔で一海に話しかけた。

　一海と逢えるのが、そんなに嬉うれしいのか。一海にしても、そんなに嬉しそうな顔をするんじゃない。勇治は勝手に腹を立てながら、席に着いた。

「おはよう、勇治」

　勇治の顔を見て、一海がそういった。不快な気分だったので、勇治はあくびをしながら手をぶらぶら振って、返事をした。

「寝不足？　珍しいね。徹夜でゲームでもやってたの？」

「違うよ。ずっと女の子のお尻、追いかけてたの」

　那奈は冷たい声でそういい捨てると、ぷいと廊下側の自分の席へ去っていった。その背中に向かって、勇治は野獣のような顔で噛かみつくふりをした。

「ゆ、勇治！　どういうこと、女の子って!?」

　一海は勢いよく立ち上がり、勇治に迫った。

「な、なんでもねーよ！」

「……勇治。酷ひどい。女の子なら誰でもいいの？」

「なんだそりゃ。なんでお前が怒ってんだよ。なんでもねーって！　お前には関係な――」

　いや、関係なくない。むしろ当事者だ。

　せっかくだから、こいつにるりかを押しつけてしまえ。そう思った。

「そうだ、一海。実はその女の子、お前にすっげー関係があるんだよ！」

「え？　ぼ、僕に？」

　一海はきょとんとした顔になって、勇治を見る。

「いいか、一海。聞いて驚けよ。実はな――」

　キンコンカンコーン。

　チャイムが鳴り、教室がざわめくと同時に、担任の先生が入ってきた。朝のホームルームの時間だ。当然、会話は途切れてしまった。

　しかし、時間はたっぷりある。休み時間にでも、一海にるりかのことを話そう。そうすれば、間違いなく未来は変わる。るりかの目的は達成される。彼女を押しつけてしまえば、きっと那奈の機嫌も直る。

　そう思うと、肩の荷が下りたような気分になる勇治だった。



　一かず海みに、るりかのことが話せない。

　これも、マロンがいっていた因いん果が律りつの拒絶反応の一種だろうか。歴史を変えようとしない、因果律の抵抗なのだろうか。

　授業中に話すような内容じゃないので、休み時間にふたりっきりになって話をしようと思っていた。しかし休み時間になると、一海は先生に呼び出されたり、家から電話がかかってきたとかで職員室に呼び出されたり。

　次の休み時間にやっと一海と話をできると思ったのに、勇ゆう治じは猛もう烈れつな眠気に負けぐっすり眠ってしまった。次の授業で先生にひっぱたかれるまで。

　しかし勇治は諦あきらめなかった。手紙なら大丈夫だろうと思って授業中に文章を書くが、先生に取り上げられて捨てられてしまう。携帯のメールならいけるだろうと思ったら、なんと数字ボタンが壊れた。

　昼休みになって、今度こそと思っていたら、弁当箱が空だった。

「勇治。どうしたの、それ？」

　机を合わせた一海が、不思議そうな顔でそういった。

「……そういや、やけに軽いなあ、とは思ったんだが」

　クラスメイトと机を合わせて弁当を広げる那な奈なを睨にらむと、涼しい顔でこちらを見た。なんという仕打ちだ。朝は食欲がなかったが、今はすんごい腹が減っているというのに。

　憤ふん然ぜんと立ち上がり、那奈に抗議しに行く。

「うぉい、那奈！　なんでオレの弁当が空なんだよ！」

「ん。だって仕方がないでしょ。もうひとり分、必要だったから」

「だからって、空にすることはないじゃないか！　ご飯と梅干しくらい入れといてくれよ！　って、うおおお！　オレの大好きなロールキャベツ！」

　那奈の弁当には、美お味いしそうなロールキャベツが入っていた。冷えても美味しい、肉汁たっぷりのロールキャベツ。それを見ただけで、勇治の口からよだれが垂れる。

「ひでえ！　オレが大好きなの知ってての所しよ行ぎよう!?」

「ん。それよりも、ゆーじ。早く購買部行かないと、パン売り切れちゃうよ」

「なぬっ!?　そ、そうだった！　急がねば！」

　慌あわてて教室を飛び出し、購買部に走る。この学校の購買部のパンは、競争率が高いのだ。個数限定の人気のカレーパンややきそばパンなどは、もう幻の商品と化していた。

　なんとか行列に入ることに成功し、食事にありつけると思ったら、購入する寸前になって家に財さい布ふを忘れてきていたことに気づいた。しかも並んでいる生徒たちの中には、友達もクラスメイトもいなかった。なぜか上級生ばかりだった。

「……オ、オレがなにをしたっていうんだ」

　被害妄もう想そうに陥おちいりながら、とぼとぼと教室に戻る。コンビニで買ってきたおにぎりを一個しか食べない少食の一海は、もう食事を終えていた。今からお金を借りたって、もう遅い。パンは売り切れだ。

「あれ？　買えなかったの？」

「財さい布ふ忘れた。パンはもう売り切れ。最悪だよ……」

　そういって、勇ゆう治じは机に倒れた。なんだか泣きたくなってきた。

「だ、大丈夫、勇治？　ごめん。そうと知ってれば、ちょっと残しておいたのに」

「いや、お前は栄養不足なんだから、ちゃんと食べないと。オレは大丈夫だよ。……くっそ、那な奈なのやつめ」

「自業自得じゃない？　那奈ちゃんを怒らせた勇治が悪い」

「あいつはオレには容よう赦しやがないからなあ。昔っから」

「……そうだね。愛情の裏返しかな？」

「そんなもんいらない。優しさが欲しい」

　やっぱり朝帰りしたのが悪かったのかな、と勇治は思った。

　腹が鳴る。気持ち悪くなってきた。

　寝てしまえ。

　ぐぅ。

　気がつくと、午後の授業が始まっていた。先生に、教科書で殴なぐられた。

　寝不足の頭でぼんやりと授業を受け、指名されても答えられず、宿題を忘れて立たされたりしていたら、今日一日の授業がすべて終わってしまった。

　キンコンカンコーン。

　あれ？　なんだっけ？

　放課後、職員室で今日の態度について説教を受けながら、勇治は考えていた。オレには、なにか重要な任務があったはずだが。

　――思い出した。

　一かず海みに、るりかのことを話すんだった。

　恐るべし、因いん果が律りつの拒絶反応！

　そんなことを思いながら、とぼとぼと教室へ戻る。もう一海は帰ってしまっただろう。今日一日無駄にした。いや、まだ明日がある。しかし明日もまた因果律の拒絶反応のせいでこんな酷ひどい目に遭うかも知れないかと思うと、恐ろしくて身震いした。

　るりかに関かかわってから、ろくなことがない。早くなんとかしないといけない。

　静かになった教室に入ると、一海が待っていた。

　勇治は、目を丸くした。

「遅かったね、勇治。大丈夫だった？」

　優しそうな笑顔。勇治は惚ほれそうになる。

「……か、一海！　待っててくれたのか？」

「うん。那奈ちゃんは、先に帰っちゃったけど」

「いやいやいやいや！　お前サイコー。一海サイコー。すんごい好都合だぜ！」

　なんという僥ぎよう倖こう！　こんな最高のシチュエーションは他にはない。邪じや魔まな那な奈なはいない。一かず海みとふたりっきり。

　勇ゆう治じは走って一海の席に行くと、机の上に飛び乗った。

「お前に話したいことがあったんだよ、一海！」

「うん。……朝から気になってたんだ」

　いや、待てよ。

　勇治は躊ちゆう躇ちよした。

　ここで説明しても、果たして一海は納得するだろうか。

　オレがお前を裏切って、お前が世界を滅ぼすんだ。それを止めるために、未来から魔法少女るりかっていう巨乳の少女がやってきた。そのせいで、那奈の機嫌が悪い。

　なんのこっちゃ。意味がわからない。

「どうしたの、勇治？　朝話してた女の子のことなんでしょ？　教えてよ。誰なの？　好きになったの？」

「そんなんじゃねーって！」

　さて、どうするか。

　そうだ、一海にるりかを逢わせてしまえばいいんだ。昨日はるりかを連れていこうとして失敗したが、逆に一海を連れて行けばいい。勇治はそう思った。

「よっし！　お前、これからオレのうちにこい！」

「えっ？　今から？」

「そうだよ！　お前に逢わせたいやつがいるんだ。それで、すべて解決！　いいな！」

「う、うん……。いいけど」

　当惑したような一海の腕を取り、教室を出る。腹が空いていたけど、コンビニに寄り道している暇はない。

　川岸の遊歩道に出ると、一海が勇治の袖そでを遠えん慮りよがちに引いた。

「……勇治。あんまり悲しませないでね？」

　ずいぶん那奈のことを心配するんだな、と勇治は思った。なんとなく、不快な気持ちになった。

「わかってるよ」

「……勇治しかいないんだから」

「んなことねーだろ。お前だっている」

「え？　そうじゃないよ。……勇治は、わかってない」

「なにをだよ？」

　勇治の袖をつまむ一海は、うつむいて悲しそうな顔をしていた。

「そういや、魔導書はどうなった？　まだ覚えてるぜ。大いなる秘法を紐ひも解き、魔力のすべてを解き放たん！　ドドドゴキン、ドビッシャーン！」

　勇治は話を変えたくて、そういった。

「や、やめなよ！　危険だよ！」

　焦あせったように、一かず海みが顔色を変えた。

「ぶはははは。大丈夫だって。つか、あのノートまだ持ってるのか？」

「うん。今も持ってる。手放したくないんだ」

　そういって、一海は鞄かばんを抱きしめた。

「お前、なんか悪いもんに取り憑つかれてんじゃねーの？」

「……かもね。僕の筆ひつ跡せきで書かれた、不思議な文章。調べれば調べるほど、謎なぞだらけだよ。後半は、すべて日本語なんだ。十三段階まである修練方法。精せい霊れい、王、神との契約方法。究極の言こと霊だま。修練段階に基もとづく称号まで書かれてた」

「魔法、か？」

「また笑うの？」

「……いや。笑わねー。信じるよ」

　なにしろ、本物を見ているのだ。一海が魔法を発見した、という話も聞いている。

　だからって、あのノートが本物かどうかは別だが。書いてあった呪じゆ文もんがアホ過ぎる。

「……ありがとう、勇ゆう治じ。でも、これはいつ書かれたんだろう。どうして、僕の部屋にあったんだろう」

「近いうちに、解決するかも知れないぜ」

　るりかがなにかを知っているに違いないと、勇治は楽観視していた。

「那な奈なちゃんに話したら、笑われるかな。昨日、那奈ちゃんがうちにきたときも、結局話せなかったんだ」

「うぐっ！」

　勇治は、喉のどを詰まらせた。

　やっぱり、那奈は一海の家に行ったのか。ふたりきりで、なにを話していたのだ。猛もう烈れつに気になったが、問いただすのもなんだか癪しやくだった。

「と、ところで、一海。昨日のあのナイスバディの女のひとって、誰なんだ？」

　そうだ。一海だって、女にだらしないじゃないか。

　赤いタイトなスーツを着た、巨乳巨尻の大人の女性。あの素晴らしい美脚は、鮮明に脳裏に思い浮かべることができる。

「えっ!?　……親父の知り合いだよ」

「なんか親しそうだったじゃねーか、このスケベ。羨うらやましいぜ、このこのぉ！」

　意地の悪い顔で一海に抱きつき、頬ほおをつっつく。

「そんなんじゃないよ。あのひとのことは忘れて欲しい。勇治には関係ない！」

　怒ったように、勇治を振り放す。

「なんだよ。怒るなよ」

「それよりも、これから逢う女の子のこと！　……誰なの？」

「もうすぐわかるよ。ちゃんと紹介してやる」

「どこで出逢ったの？　違う学校のひと？　可愛かわいいの？」

「なんだよ、そんなに気になるのかよ。このスケベ」

「……バカ」

　興味がありそうだ。やっぱりるりかを一かず海みに押しつけてしまおう。勇ゆう治じはそんなことを考えてほくそ笑みながら、川を見下ろす遊歩道を歩く。

　到着した。

　なんの障害もなく、家に到着した。因いん果が律りつの拒絶反応とやらも、いい加減ネタ切れなのだろう。

　ガチャリとドアを開ける。

　そこに、那な奈なが立ちはだかっていた。

　えーと。

「お帰り、ゆーじ」

「……な、那奈っ!?　な、なんでお前が！」

　勇治は、硬直した。

「自分の家にあたしがいて、なにがおかしい？」

「いやあのその……。おかしくないです。でも、買い物は？」

「今日の分は昨日買ってある」

「そ、そうですか……」

「ん。……あれ？　一海くんじゃない」

　肩を怒らせて冷たい表情を浮かべていた那奈の顔が、急激にほころんだ。

「那奈ちゃん。勇治に誘われてきたんだけど……」

　まずい。話がややこしくなる。那奈を入れて、一海にちゃんと説明できるだろうか。

　いや、違う。これは逆に幸運だ。一海は魔法のことを信じている。一海の話を聞けば、きっと那奈も納得してくれる。るりかに実際に魔法を使って貰もらえば完かん璧ぺきだ。

　一発逆転。これしかない！

　そう、勇治は確信した。

「那奈。あいつは、いるか？」

「え？　……いないよ」

「なぬっ!?　なんで？　まさかお前、追い出したのか？」

「……そう。だって、嫌なんだもん」

　その言葉に、勇治は愕がく然ぜんとなった。

「な、なんだってー!?　お前、そんな酷ひどいことしたのか！」

「だ、だって、いつまでも置いておけないでしょ？　……不純だよ。汚けがらわしいっ！」

「なんだそりゃあ！　もう一度、話し合おうと思ってたのに！」

「知らないよっ！　勝手なことばっかりいわないでっ！」

「勝手なのはお前だろ！　胸にコンプレックスがあるのは知ってるけど、追い出すことないじゃないか！」

「なにそれっ！　そんなのないっ！」

「嘘うそつけえええええ！　貧乳なの気にしてるだろ!?」

「バ、バッカじゃない!?　絶対ダメ。同じ屋根の下で暮らすのなんて無理。不自然。ゆーじは騙だまされているの。目を覚ましてっ！」

「そんなことねえええええ！　お前、あいつがどんな気持ちでここにきたのか、わかってんのかよ！」

「……そんなに、あのコのことが大事なの？」

　那な奈なの表情が変わった。

　しかし勇ゆう治じはそれに気づかない。

「ああ、大事だね。どうせなら、お前が出て行けばよかったのに！」

「――勇治のバカ」

　那奈の目から、涙がこぼれた。

　興奮が一気に覚めた。

　那奈を、泣かせてしまった。

　オレは、なにをいった？　いってはいけないことを口走ってしまったのではないか？　勇治は罪悪感で、胸がいっぱいになった。

「……勝手にすればいいじゃない」

　鼻をすすって腕うでで涙を拭ふくと、静かにそういって、那奈はドアを閉めた。

　カチッ。ガチャガチャッ。

　呆ぼう然ぜんとする勇治の前で、そんな音がした。

「……って、那奈!?」

　慌あわててドアノブを捻ひねるが、開かない。ポケットから鍵かぎを出して回すが、チェーンがかかっていてドアは少ししか開かず、中に入れない。

「おい、那奈！　オレ、財さい布ふ持ってないんだよ！　腹減ってるんだよ！」

　そう叫んだと同時に、勇治の顔面になにかが飛んできた。

「ギャフッ！」

　ドアの隙すき間まから飛んできたのは、勇治の財布だった。小銭がたくさん入っていて、破壊力抜群だった。

　バタン！　カチッ。

　財布に吹き飛ばされて尻しり餅もちをついた勇治の前で、再びドアが閉められた。

「……勇治」

　震える声が、すぐ背後から聞こえた。

　一かず海みが、拳こぶしを握りしめていた。

「酷ひどいよ勇治。あんなことをいうだなんて……。勇治は、那奈ちゃんのこと、なんにもわかっちゃいない！　だって、だって那奈ちゃんは……」

　那な奈なには、血縁者がいない。勇ゆう治じとは、血が繋つながっていない。ここから出て行けといわれても、行くあてなんてない。

　知っていた。知っていたはずなのに。

「勇治には失望したよ」

　反論できなかった。

　勇治は、一かず海みの顔を見た。唇くちびるをかみ締めて、震えている。一海は、本気で怒っている。

　勇治は、のっそりと立ち上がった。うつむいたまま、一海の横を通り過ぎる。

　オレは兄失格だ。男として最悪だ。完全に、一方的に、オレが悪い。

　そう、勇治は思った。

　とぼとぼと、家を後にする。

　背後から、ドアが開けられた音が、かすかに聞こえた。
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　コンビニで買った肉まんを頬ほお張ばりながら、土手に出た。

　勇治がお気に入りの土手だ。夕ゆう陽ひが浮かぶ空に、赤く染まった雲。目の前の川はゆっくりと流れ、背後のグラウンドからは元気な声が聞こえる。

　風が、冷たい。土手に生えた雑草が、そよと揺れる。

　そこに、るりかがいた。華きや奢しやな肩を丸め、体育座りをしている。

　落ち込んだとき、くる場所が同じだ。

　少しだけ、落らく胆たんした。お気に入りの土手で、ひとりきりになりたかった。だけど、人恋しい気分もあった。

　相談に乗って貰もらえるような相手じゃないけど。

　勇治は苦笑しながら、ゆっくりと彼女に近づいた。

「やっぱり、あなたを殺すのが一番手っ取り早い気がします。ねえ、死んでくれません？」

　ギクリとして、勇治は立ち止まった。

「……か、勘かん弁べんしてください」

　家を追い出されて落ち込んでいるかと思っていたが、るりかは相変わらずだった。

　嘆たん息そくしながら、彼女の横に座る。

　ぼんやりと、川で遊ぶ子供たちを眺ながめる。

　今頃一海は、那奈になにを話しているのだろうか。慰なぐさめてやっているのだろうか。それとも、それ以上のことを――

　勇治は、首を振った。やきもちを焼く資格すらないな、と思った。

　那奈に会わす顔がない。

　肉まんを食べ切って、指を舐なめる。コンビニの袋に手を突っ込んで、もうひとつを口に運ぼうとしたら、それをるりかに奪うばわれた。

「ぬおっ！　なにすんだお前！」

「いい匂いです！　むぐむぐむぐ。おいひい！」

「そ、そうですか。よかったですね……」

　奪うばい返すのも大人げないと思い、そのまま美お味いしそうに肉まんを頬ほお張ばるるりかを見る。厳しい任務を帯びてやってきたにしては、なんというか、気楽な感じがする。

「勇ゆう治じ、どうしたんだにゃー？　元気にゃいみたいだにゃ」

　るりかの膝ひざの向こうから、マロンがひょっこりと顔を出した。

「あれ、マロン!?　お前、大丈夫だったのか？　なんか今朝、石せつ鹸けんに滑すべって窓から飛んでったとか聞いたけど」

「滑ったのはるりかなのにゃ。それでボクは蹴けり飛ばされたのにゃ」

「あれ？　そうだっけ？　むぐむぐ」

　そんなるりかの言葉に、マロンは腕を振り上げて抗議する。

「そうなのにゃー！　外でまたカラスに襲おそわれそうににゃったけど、間一髪で逃げ出したのにゃ！」

「えへへ。ごめんね、マロン。むぐむぐごくん。美味しかったー！」

「な、なんか、元気だなお前ら……。那な奈なに追い出されたんだろ？」

「そんなことには負けません！」

　るりかは偉そうに胸を張った。大きな胸が、ゆさりと揺れた。

「もともと、未来を変えるだなんて無茶なことをしようとしているんです。障害があるのは当たり前で、予想されてたことです。世界を救うためなのですから、どんなつらい目にだって堪たえてみせます！　エヘン！」

「おお！　す、凄すごい。凄いよ、るりか！」

　勇治は、感動した。思わず拍手をしてしまった。

「一番の障害は、あなたなのです。本当なら、出逢ってすぐに殺すつもりだったのに、なんだかんだで殺せなくなってしまいました。とっても困ってます」

「うっ！　……申し訳ございません」

「まったくです！　あ、これもください」

「ぬおっ!?」

　飲もうとしていた、あたたか～いお茶まで取られてしまった。

「ったく、どんだけがめついんだお前は」

「ごきゅっごきゅっごきゅ。ぷはー。美味しい！」

　あたたか～いペットボトルを手に、幸せそうな笑顔を浮かべる。

「……なんか、感動して損したよ。重い使命を背負って頑張ってるな、って思ったのに。なんでお前みたいな脳天気で食いしん坊なやつが、送られてきたんだ？」

　勇治がそういうと、るりかはむっとして顔をそらした。

「勇治。本当は、勇治を殺しにくるのは、るりかじゃにゃかったんだにゃー」

「なぬ？　それって、どういうこと？」

　マロンの予期せぬ言葉に、勇ゆう治じは身を乗り出した。なにかいいたそうにしたるりかの顔を、ぐいっと押しのける。

「るりかが志願したのは確かにゃんだけど、落選したのにゃ。“〝時空の魔導主師”〟が選んだのは、他のもっとちゃんとした真面目まじめにゃ魔導師だったのにゃー」

「それなのに、なんでるりかがきちゃったんだ？」

「ボクを抱えたるりかは、無理矢理《時空移動》の魔法陣に入ったんだにゃー。それはそれは見事なタイミングだったんだにゃー」

「だって、他のひとに殺させたくなかったんだもん！」

　そういって、るりかは頬ほおを膨ふくらませた。

　マロンの話で、なんとなく納得がいく。もしオレがその“〝時空の魔導主師”〟だったとしても、こんな重大な任務に彼女を任命しようとは思わない。勇治はそう思った。

「それじゃあ、るりかには感謝しなくちゃな。オレが殺されないで済んだのは、るりかがきてくれたお蔭かげなんだから」

　勇治がしんみりとした顔でそういうと、るりかは喉のどになにかを詰まらせたような顔になった。

「ま、まだ諦あきらめちゃダメ！　いつかきっと、あなたを殺します！　必ず！」

「……いや。そんな力説されても。ていうか、他の方法探そうよ。オレを殺す以外でさ」

「それがにゃかにゃか難しいんだにゃー。歴史の流れを変えるには、かにゃりのインパクトが必要なんだにゃ」

「インパクト？　なんだそれ」

　マロンはコホンとひとつ咳せき払ばらいをすると、説明を始めた。

「本来起きにゃかったはずの事件の影響具合が、大きければ大きいほど、歴史に変化が出る、っていうことなんだにゃー。例えば、勇治がるりかに殺されちゃうことにゃ。これは凄すごいインパクトのある事件なんだにゃー」

「……にゃーるほど。インパクトね。本当ならもっと生きているはずのオレが殺されるだなんて、確かに凄いインパクトだ。想像もしたくない」

「そうなんです。それに匹敵することをしない限り、歴史の流れは変わらないの」

「オレが、お前らのことを一かず海みに話すくらいじゃ、インパクト弱い、ってことか？」

「弱いと思うにゃ。止めた方がいいにゃ。無駄だにゃ」

「そうです。たかが知れてると思います。やっぱりあなたを殺すのが一番です！」

「……他の方法でお願いします」

　やっぱりオレか。オレは死ぬしかないのか。妹を泣かすような最低の男は、死んでしまう方がいいのかも知れない。そう思うと、気が滅め入いる勇治だった。

　ため息をついて、流れる川を眺ながめる。

　こうしていると、ときが止まったように感じられた。

「あ……。ところでお前たち、これからどうするんだ？　悪いけど、もううちに入れることはできなそうだし……」

　申し訳なさそうに、勇ゆう治じはるりかを見た。るりかを家に入れるどころか、自分すら入ることができるかどうか。

　Ｔシャツ一枚で、寒そうに見える。だけど、もう暖かいご飯を食べさせてやることもできない。そう思うと、不ふ憫びんでならない。

「極秘作戦会議を始めます！」

　るりかは、すっくと立ち上がって拳こぶしを握りしめた。

「マロンとふたりっきりで、極秘の作戦を考えます。あなたは邪じや魔まなので、どっかいってください。さあ、早く！　しっしっ！」

　そういって、勇治の背中をぱこぱこ蹴ける。

「な、なんだよそれ！　オレはお前を心配してるんだ。寒いだろう、そんな格好じゃ」

「大丈夫です！　わたしは“〝氷結の魔導師”〟なんです。寒さなんかへっちゃらなんです。それに、あなたの意見を聞いても、ろくなことがありませんでした。滑すべって頭を打つし、服が破れて裸を見られるし、マンホールに落ちてドブ臭くなるし、家を追い出されるし。最悪だったのです。疫やく病びよう神がみです。とっとと姿を消してください！」

「ううっ！」

　それは全部因いん果が律りつの拒絶反応のせいじゃないかと反論したかったが、確かにすべて勇治に関わったせいで生じたことだった。

　さっきから、背後のグラウンドからバットの快音が聞こえるたびに、カラスが鳴く度に、びくびくしていた。

　るりかが更になにかいおうとしたところで、勇治の携帯電話が音を発たてて震えた。

「む。ちょっと待ってくれ」

　そういって立ち上がると、ズボンのポケットから数字ボタンの壊れた携帯電話を取り出す。ディスプレイを見ると、一かず海みからの着信だった。

「か、一海？　なんだよあいつ……」

　無視しようと思ったのだが、気になった。躊ちゆう躇ちよしたけど、通話ボタンを押した。

「も、もしもし？」

『……勇治？』

　携帯の向こうの一海の声は、うわずっていた。

「なんだよ」

『……話があるんだ。僕のうちにきてくれない？』

「話？　な、那な奈なは？」

『さっき、那奈ちゃんと別れたとこ。もうすぐうちに着くよ』

「わ、わかった……」

　通話を切ると、携帯を手に持ったまま立ち尽くした。様々な予測が、脳裏に浮かんでは消える。どう考えても、嬉うれしいシチュエーションは思い浮かばない。

　肉まんを食べている間に、取り返しのつかないことになっていたとしたら。

　勇ゆう治じは、段々焦あせってきた。嫌な汗が頬ほおを伝う。

「どうしたんです？」

　るりかの声で、我に返った。心配そうな顔で勇治を見ている。

「い、いや、なんでもない。じゃあ、オレ用事できたから、行くわ。またな！」

「余裕の感じられない顔です」

「勇治。気をしっかり持つんだにゃー。どうせ思い違いなのにゃ」

　マロンにまでそういわれて、勇治は息を吐き出した。

　今さら焦ったって、どうしようもない。なるようにしかならない。そう思った。

「……そうだな。なんか思い詰めてた。ありがとう」

「なんでもいいです。とっとと消えてください」

　勇治は、吹き出した。元気づけてくれるのか追い出したいのか、どっちなんだ。

「わ、わかったよ！　でも、気をつけてくれよな。こんなとこでまた気絶とかされても、助けらんねーぞ？　マロンも。カラスには気をつけろよな」

「心配ご無用！　大丈夫です！　大きなお世話です！」

「たぶん大丈夫だにゃー。今日の不運はまだあと三回も残ってるけどにゃ」

「……マ、マジかよ。まずいんじゃないか？」

「まずくありません。さあ、早く行くのです。不意打ちも考えられますから、夜道には気をつけるがいいのです」

「お、おう。じゃあ、またな……」

　勇治は苦い顔をして、手を振った。背を向けて歩き出すと、背中に殺気すら感じた。

　本当に、大丈夫なのだろうか。帰ってから、ニュース番組は欠かさずチェックしようと思った。



　勇治は遊歩道をゆっくり歩きながら、憂ゆう鬱うつな気分に戻っていた。

　なんの話があるというのだろうか。

　悶もん々もんとしながら、一かず海みの家の門の前に到着した。

　もう空は暗くなっていた。木々の隙すき間まから、二階にある一海の部屋の明かりが見える。大きな家なのに、明かりが点いている部屋はそこだけだ。

　一海の家は、屋敷といってもいいくらいの大きさだ。しっかりとした背の高い塀で囲まれ、立派な門を構えている。

　広い庭には、手入れのされていない木々や植物が、鬱うつ蒼そうとはびこっていた。彼も父子家庭であり、母が生きていたころはこの庭も綺き麗れいにされていたんだと、寂しそうな顔で話してくれたことがあったのを思い出した。

　一海の話を聞く限り、親ひとり子ひとりの家族なのに、なにか上手くいっていないような雰囲気だった。

　彼の父親は、次世代エネルギーを研究している国際的に知名度のある偉い科学者だった。子供の頃から何度も家に遊びに行っていたが、その姿を見たことは数えるくらいしかなかった。いつも国立大学の研究室に籠こもっていて、家にはあまり寄りつかないらしい。

　勇ゆう治じは、家の門の前で躊ちゆう躇ちよした。

　インターフォンを押そうとして、何度も指を引っ込める。

「あら、一かず海みくぅんのお友達？」

「ぬぐおっ!?」

　背後からいきなり声をかけられて、勇治は跳び上がって驚いた。

　慌あわてて振り返ると、そこに見事なふたつの果実があった。

　真っ赤な口紅にブロンドのソバージュヘアー。タイトな赤いスーツに包まれた、見事なボディ。こないだ、学校の帰り道で一海にからんでいた女性だ。

「あ、ど、どうも……」

　勇治は唾つばを呑のみ込んだ。視線は、胸に釘付けだ。

「フフフフ。一海くぅんったら、私と逢ってくれないのよぉ。ねぇ、キミから取り合ってくれないかなぁ？」

「え？　マ、マジっすか？　あいつ、なんでそんなもったいない……、いやいやいや。いいですよ。呼び出しましょうか？」

「お願いするわぁ。よろしくねぇん」

　大きな胸を揺らし、笑顔でそういいながら近づいてきた。ふわりと、嗅かいだことのない大人の香りが漂ってくる。

「か、必ず呼び出しますから！」

　にやけ顔でそういって、勇治はインターフォンのブザーを鳴らした。

　一海のやつ、こんな巨乳の美女とどういう関係なんだ。那な奈なのことが好きなくせに。そう思うと、怒りすらこみ上げてくる。

『勇治？　遅かったね』

　こちらからは見えないが、インターフォンにはカメラが付いているらしく、一海からは勇治の顔が見えていた。

「お、おう！　開けてくれねーか？」

『……そこに、あやしい人がいない？』

「な、なんだよそれ。いねーぜ？」

『女のひとだよ。……赤いスーツの』

　一海はやっと聞こえるくらいの小声で、そういった。

　ちらりと後ろを見ると、その赤いスーツの女性が腕を組んで待っていた。どう返事しようかと迷っていたら、携帯に着信があった。

　いそいそと、携帯を確認する。やっぱり、一海からのメールだ。

　勝手口を開けておくから、そのひとをまいてから入ってきてくれ。そう書いてあった。

『ちょっと今、手が離せないんだ。明日学校で話そう』

「え？　お、おう。そうだな。わかった」

　ブツッ。インターフォンが切れた。

　なんだろう。どうして一かず海みはあの女性を避けるのだろうか。もったいない。そう思いながら、勇ゆう治じは振り返る。

「すいません。なんか、振られちゃったみたいで……」

「……そぉう？　そうは見えなかったけどぉ」

　女性は顎あごに手を当てて、少し考え込むような顔をした。勇治は大きく膨ふくらんだ胸を眺ながめながら、反応を待つ。

「フフフフ。わかったわぁ。じゃあ、また逢いましょうねぇ」

　そういって、女性はスーツのポケットから小さな紙を取り出して、勇治に手渡した。

　それは、名刺だった。

「あ、は、はい！　一海には、オレからいっておきますから！」

「よろしくねぇん」

　ヒールを鳴らし、腰を振りながら、女性は去っていった。

　その見事なヒップを見送りながら、名刺を見る。

『八やつ菱びし電機株式会社　新エネルギー技術開発部　部長　虻あぶ川かわ美み羽は音ね』

　八菱電機といえば、誰でも一度は名前を聞いたことがある大企業だ。家電の大手で、勇治の家にもいくつか電気製品があった。

「親父さんの知り合い、っていってたっけ」

　部長にしてはずいぶん派手な格好をしているんだな、と思いながら、いい匂いのする名刺をポケットにしまった。

　一応、女性が去った方向とは別の方へ走り、ぐるりと回って裏手へ出る。子供の頃からよく知っている裏門を開けて敷地内へ入ると、苔こけだらけの暗くじめじめした庭を突っ切り、勝手口へ向かった。

　深呼吸してからドアを開けると、一海が待っていた。

　勇治は、どんな顔をしたらいいかわからなかった。

「……まいてきた？」

　ちょっと苦々しい顔をしていたが、一海の様子はいつもと変わらなかった。

「お、おう。大丈夫だと思うぜ」

「じゃあ、入って。鍵かぎも閉めて」

　ガチャリと鍵を閉め、チェーンまでして、勇治は家にあがった。黙って一海のあとに続いて、生活臭のない綺き麗れいな廊下を進み、二階に上がる。

　一海の部屋は、相変わらず整然として殺さつ風ぷう景けいだった。久しぶりだったが、以前となにも変わらない。壁際に、ぎっしりと難しい書籍が詰まった本棚。あとは、豪勢な作りの机にパソコン。それだけだった。寝室は、別にある。

「変わんねーな、この部屋。ちょっとは年頃の男子っぽい部屋にしろよ」

　息が詰まってきたので、そんな軽口を叩たたいた。

「グラビアアイドルのポスターでも貼はる？　よく知らないけど」

「今売れてる巨乳アイドルでも紹介しようか？　一押しだぜ」

「ははは。やっぱり遠えん慮りよしとくよ。趣味じゃないし」

　そういって、一かず海みは革張りの椅い子すに座る。勇ゆう治じは、ふかふかの絨じゆう毯たんの上に腰を下ろした。昔からこの整然とした部屋は落ち着かないのだが、今日はよりいっそう落ち着かない。

　自分の心臓の音が、とてもうるさい。手には、べっとり汗が滲にじんでいた。

「で、なんなんだ？　あの女のひと。名刺貰もらったけど、八やつ菱びし電機のひとじゃん」

　いきなり確信に触れるのが恐くて、勇治は素知らぬ顔でそういった。

「……え？　うん。親父の研究でね。勇治には関係ないよ」

「ま、まあ、そうだろうけどさ。……次世代エネルギーってやつ？　あの女のひとの名刺にも、新エネルギーとか書いてあったっけ」

「うん。そうだったんだけど……」

「お前に個人的な用でもあったのか？」

　困惑したような顔で、一海はしばらく黙った。

　勇治には、特に他意はなかった。肝心な話を先延ばしにしたいだけだった。エネルギーになんて興味はない。あのナイスバディの女性には、ちょっと興味があるけれど。

　一海は、意を決したように頷うなずいた。

「……こんな話をするために、勇治を呼んだんじゃないんだけどね」

　一海は机の引き出しの鍵かぎを開け、ボロボロのノートを取り出して机に置いた。

「これ、さ」

　――魔導書。

　あのヘンテコな呪文が書いてあったノート。

「それが？　まさかあの女の人も、それに書かれていることを信じてるのか？　あの、ヘンテコな呪じゆ文もんのことを？　ぷぷっ」

　記憶した呪文を思い出して、勇治は吹き出した。

「……学校で話したでしょ？　親父の部下が、ここに書かれている呪文を読んで、大怪け我がしたって。彼女も、それを見ていたんだ」

　一海の目は、真剣そのものだった。

　しまった。忘れていた。るりかにこのノートのことを、訊きいておけばよかった。呪文を覚えているから、それが本物かどうか、訊けばすぐにわかるのに。どうでもいいことは覚えているのに、こいう肝心なことはすぐに忘れてしまう。

　勇治は、ノートを見ながらため息をついた。

　しかし、一海はあと数年かかって魔法を発見するはずだ。まだ先の話のはずだった。

「このノートには未知の力の発動方法が記されている。常識をくつがえす、多種多様な力。絶大な力。……彼女は、このノートを狙ねらっている。親父と、グルになってね」

「親父さんは、魔法を使いたがってるのか？」

「誰にでも使えるようにしたいんだよ。……商品としてね。実は、ここに書かれている呪じゆ文もんだけじゃ、魔法は発動しない。デバイスが必要なんだ」

「なんだよデバイスって？」

「魔法に必要な装置。それはまだ研究段階なんだけど、もうある程度わかっている。本来は、魔法とは関係のない、エネルギーの研究だったんだけどね」

　魔因子。るりかが着けていた、青い宝石がついたブレスレット。

　おいおいおい。一かず海みはもうかなり魔法の研究を進めてるじゃないか。話が違うぞるりか。心の中で、勇ゆう治じはそう突っ込んだ。

　一海の顔に、冷や汗が流れた。

「親父の部下が、この装置の前でGLACIALISの項の呪文を唱え終えたとき、激しい反応があった。そして、彼ごと研究室は凍りついてしまった。なんとか助け出したけど、全身に酷ひどい凍傷を負った」

「お、おう……」

「この研究には、呪文を唱える人間が必要なんだ。親父は、部下を捨て駒ごまのように使った。FLAMMA、PERCULSUS、AQUAの呪文……。このノートに書かれた言葉を口にして、実はもう何人も大怪け我がを負っているんだ」



    

  
    
      



    

  
    
      「マ、マジかよ……」

「だから、僕はこのノートを奪うばって研究室を出た。親父と喧けん嘩かしてね。親父は、あいつは、人間じゃない。僕のことだって、無能だとかガキだとか出来損ないだとか、バカにするし……。あいつと同じ血が流れてると思うと、気分が悪い！」

　父親とはあまり仲がよさそうじゃないな、とは思っていたが、一かず海みの嫌けん悪お感は相当なものらしかった。

「……勇ゆう治じ。こんな話、信じない？　魔法なんて、やっぱりバカげていると思う？」

「いや、信じる」

　本物を、知っているから。本当のことを、知っているから。

　だが、るりかの話とのずれが気になる。

　るりかの話は、真実ではないのか。それとも――

「ありがとう、勇治」

　安らいだ顔で一海はそういったが、すぐにまた厳しい表情に戻った。

「……僕は、このノートを護まもらなくちゃいけないと思ってるんだ。親父に任せたら、とんでもないことが起こる」

「な、なんか平和利用するんじゃないのか？　それこそ、親父さんの研究している次世代エネルギーとやらに」

「それは、表向きの肩書き。親父が研究してるのは、軍事用なんだよ。黒い研究さ！」

　吐き捨てるように、一海はそういった。

　勇治は、絶句した。軍事用ってことは、魔法を戦争に利用しようってことなのか？

「あの虻あぶ川かわ、ってひともそうだよ。八やつ菱びし電機には、裏の顔があるんだ。そんなひとたちに、このノートは渡せない」

「や、八菱も!?　……じゃあ、処分しちゃえよ！　燃やすとかさ！」

「できない……」

　一海は、ぎゅっと唇くちびるを噛かんで悲しそうな顔をした。

「……何度もそう思ったけど、できないんだ。僕は、この魔法に惹ひかれてしまっている」

「な、なぬ？　お前、魔法使いになりたいのか？」

「そうじゃない！　そうじゃないけど。……このノートは、僕が書いたものなんだ。いつかはわからない。遠い未来のことかも知れない。でも、僕が魔法を研究し、真実に辿たどり着いたことは確かなんだ。未知なる力の研究。凄すごいんだ、ここに書かれていることは。様々な仮定と推論から、真実を導き出している。偏へん執しつ狂きよう的てきですらある。でも、調べれば調べるほど、愛着が沸いてきた。僕の気持ちがこもっているんだ。……こんな貴重なものを、燃やしたりなんてできない。このノートは、僕自身なんだ！　このノートだけは、僕を裏切らない！」

　一海は、ノートを強く抱きしめた。

　その様子に、勇ゆう治じは不ぶ気き味みなものを感じた。立ち上がり、一かず海みのそばに行く。

「今はまだ、虻あぶ川かわは僕に直接手を出そうとしない。あの親父だって、まさか実の息子を襲おそわせるわけにはいかないだろう。……でも、いつか痺しびれを切らすと思う」

「お、お前から、強引にそのノートを奪うばう、ってことか？」

「うん。だから勇治――」

　勇治を見上げ、一海は言葉を止めた。親友を案ずる真剣なまなざし。見つめ合うと、一海のすがるようだった表情が、みるみる紅潮していく。

　一海はぷい、と視線をそらした。

「な、なんだよ」

「なんでもないよ！　……こんな話をするんじゃなかったんだ」

　一海は大きく深呼吸すると、ノートを机の引き出しに入れて、しっかり鍵かぎを閉めた。

「なんか脱線しちゃったね。この話は、もういいよ」

「いいのかよ？　なんかまだあるんじゃねーか？　相談にのるぜ？」

「もういいんだ！　那な奈なちゃんの話だよ。勇治を呼んだのは、那奈ちゃんの話をするためなんだ！　魔法なんて、どうでもいい」

　どうでもいいというわりには、ずいぶん真剣だったじゃないか。そうちゃかそうと思ったのだが、言葉が出なかった。

「勇治に怒らなくちゃいけないんだ。酷ひどいよね、勇治は。那奈ちゃんになんていったか覚えてる？」

　勇治を睨にらみながら、一海は声を更に荒らげてそういった。その勢いに負けて、勇治は一歩後退した。

「お、おう。……あれは、確かにオレが悪かった。反省してる」

「当たり前だよ！　勇治のこと、見損なったよ。あんなにデリカシーのないやつだったなんて。最低だよ！」

「わかってるよ。帰ったら、那奈に土下座して謝る」

「うん。そうして。絶対だよ！」

「ああ、絶対だ。約束する」

「……ずいぶん素直なんだね。反論するかと思った」

「まあな。ずっと反省してたんだ。……で、話はそれだけか？」

「うん。それだけ。僕は許してあげるよ。あとは、那奈ちゃん次第だね」

　そういって、一海は視線をそらした。

　なにかある。ほかにも絶対になにかある。勇治はそう確信した。

「本当に？　他になんかねーのか？　本題は、他にあるんじゃねーか？」

「な、ないよ。別に……。どうしたの？」

　勇治は、緊張した。

　いよいよ、核心に迫る。そんな気がした。

　急激に、気分が沈む。裁判官に判決をいい渡される犯罪者の気分だ。無意識に、絨じゆう毯たんの上に正座した。

「……は、話したくないのか？」

「え？　な、なにを？」

「もっとなんか話したんだろ？　那な奈なと……」

「う、うん」

「教えてくれよ。覚悟は、できてる。……たぶん」

「……覚悟？」

「お、おう。……那奈と、なにを話したんだ？」

「別に……。勇ゆう治じには、関係ないよ」

「関係ないわけねーだろ」

「う、うん……」

　関係ないわけがない。那奈はオレの妹なのだ。勇治はそう思った。

　沈黙。

「話してくれ」

「え？」

「いや」

「うん？」

「あー……」

　沈黙。

　どうやら、一かず海みも話しにくいようだ。うつむいて膝ひざの上で指を絡からませ、眉み間けんに皺しわを作ってもじもじしている。ちょっと顔が赤い。

　尻がむずむずしてきた。断罪するならするで、早くして欲しい。この空気に、勇治は段々耐えられなくなってきた。

「……一海。オレたち、親友だよな？」

「え？　な、なにいってんの？」

「話してくれよ」

「嫌」

「なんで？」

「なんでも」

「なんだそりゃ」

「……ちょっと待ってよ」

「……おう」

「うん」

　沈黙。

「本当に、聞きたいの？」

「……ああ。いいから話してくれ」

「……でも」

「なんだよ？」

「ええと……」

　沈黙。

　勇ゆう治じは、我慢できなくなった。

「いいかげんにしろおおおおおおおおお！　いいから話せよ！」

　立ち上がって、そう叫んだ。

「ま、待ってよ！　わかった、話すよ！」

　顔を赤くしたままそういって、一かず海みは椅子いすから降りて、勇治の前に正座した。勇治も、再び絨じゆう毯たんに正座した。

　すぐ目の前にある親友の顔を見て、勇治は唾つばを呑のみ込んだ。強く握りしめた掌てのひらは、もう汗でびっしょりだ。

「……引かないでね？」

「お、おう」

「……那な奈なちゃんと、話し合ったんだ」

「な、なにを？」

　一海はちらりと勇治を見て、すぐにまたうつむいた。

「……本当の気持ちを」

　絞り出すように、小声でそういった。

「ほ、本当の気持ち？」

「うん。告白したんだ。やっぱり那奈ちゃんも、僕と同じだった。……それで、那奈ちゃんは理解してくれた。前から、僕が好きだってこと、気づいてたみたい」

　勇治は、ガツン！　と、巨大なハンマーで頭をぶん殴なぐられたような気がした。東京タワーのてっぺんから、突き落とされた気がした。最高速で走る新幹線に、轢ひき潰つぶされた気がした。

　つまり――

　一海は那奈に好きだと告白した。そして那奈も同じ気持ちだった。

　そういうことなのか!?

　肉まんなんて食べている場合じゃなかったんだ。あのとき、どうして那奈にあんなことをいってしまったのか。勇治は、猛もう烈れつな虚きよ脱だつ感に襲おそわれた。

　胸の奥に大切にしまい込んでいたものが、音を発たてて崩くずれた。

　なにも言葉が出ない。

　一海も、なにも喋しやべらない。

　そりゃあ、なんとなくそう感じてはいた。いつかはこんな日がくるんじゃないかと、思ってはいた。覚悟していたつもりだったけど、まだ全然気持ちの整理がついていなかった。胸が締め付けられて、勇ゆう治じは泣き出したい気分になった。

「……あ、そうだ」

　そういって、一かず海みが立ち上がった。そそくさと難しそうな本がぎっしり詰まった本棚の前に行くと、分厚い一冊を取り出して、ぺらぺらと器用にめくる。

「ここだ」

　付せんを入れたページを見つけ、そこを開いた。勇治の前に、そのページを差し出す。

「民法七三四条一項。義妹は法律上二親等の血族となるが、連れ子間に血族関係は生ぜず、二親等の姻いん族ぞくになるだけだから、法律上、結婚に何らの障害もない」

　なんのことだか、すぐには理解できなかった。

「……な、なんだって？」

「勇治は、法律上、那な奈なちゃんと結婚できるんだ」

　一海のその言葉に、心臓を鷲わし掴づかみにされたような気がした。

　なんだ。一海はなにを教えてくれたのだ？

　血の繋つながっていない義妹いもうととは、結婚できる？

　那奈とオレは、結婚できる？

「……い、いきなり、なにいってんだよ、お前――」

「勇治はこのこと知ってた？　那奈ちゃんは知ってたよ」

　一海はパタンと本を閉じて、分厚いそれを机に置いた。

「い、いや。……別に。か、関係、ねーし……」

「そう？　……関係なくはないと思うけど」

　顔を上げると、一海はほっとしたような表情を浮かべていた。

　勇治は、顔を引きつらせた。

「どう思う？」

「……ど、どうっ、て？」

「……勇治の気持ちが知りたいんだ。ぼ、僕と、那奈ちゃん――」

「お、おめで、と、う！」

　歯を食いしばり、言葉を詰まらせながら、勇治はやっとそういった。一海の顔を見ていられず、視線をそらしたまま立ち上がった。

「え？　ゆ、勇治？」

　勇治は、逃げ出した。

　どこにも逃げ場なんてないと、わかっていながら。



    

  
    
      




　第三章　予知夢





　　　１

「那な奈なあああああああああああっ!!」

　殺さつ風ぷう景けいな広い部屋で、那奈が縛られていた。額から血を流し、苦しそうな顔をして、冷たい床に転がされている。

　助けたい。だけど、助けられない。那奈が、どんどん遠くへ離れていく。

　嘲ちよう笑しようが聞こえる。悪意に満ちた絶望的な声。

　無力だ。

　悔しい。なにもできない自分が憎にくい。

　すぐそばに、一かず海みがいた。すがるような目で、勇ゆう治じを見る。

　勇治は、一海を思いっ切り殴なぐった。

　こいつだ。

　こいつが、元凶だ。

　怒りで、気が遠くなりそうだった。

「バカ野郎！　お前のせいだ！　お前が！」

　倒れた一海が、キッと勇治を睨にらむ。

　許せなかった。

　勇治は、どうしても一海が許せなかった。

「おめーなんかに那奈は渡せねー！　那奈は、オレのものだ！」

　勇治がそう叫ぶと、一海はショックを受けたような顔をした。

　その顔が、みるみる憎しみに変わる。

　凄すごい形ぎよう相そうをした一海の細い腕が、勇治に伸びる。その力のない腕を、勇治は容よう赦しやなくはじいた。

「お前が悪いんだ！　お前が、あんな研究してるから。だから、那奈がこんな目に遭ったんだ。オレは、お前を許さない。絶対に！　大嫌いだ！」

　勇治は、一海を蹴けり飛ばした。蹴って蹴って、蹴りまくった。

　後頭部を掴つかみ、顔面を床に打ち付ける。

　何度も。何度も。

　息を切らして、一海を見下ろす。

　一海が、嗚お咽えつを漏もらしながらゆっくりと顔をあげた。

　右から左の頬ほおにかけて、ばっくりと傷ができていた。

　彼は、血を流しながら。

　それ以上に涙を流しながら。

　――笑っていた。

　どうしようもなく、笑っていた。

　コワレタ。

　勇ゆう治じは、そう思った。

　邪悪な笑い声が、響き渡った。

　暗く、狭く、冷たい部屋に、反響した。



「こんな世界、滅ぼしてやる!!」



　一かず海みが、絶叫した。



　　　２

　るりかと出会ってから、一週間が経たとうとしていた。

　二〇年後に世界が滅びる原因となる事件は、彼女が未来からやってきて十日以内に発生するはずだった。しかしそんな事件は、まだ起こっていなかった。

　本当に、起こるのだろうか。

　確認したくても、できなかった。

　るりかとマロンが行方不明なのだ。

　極秘作戦会議をするといって土手で別れてから、勇治はるりかと逢っていない。どこへ行ったのか。因いん果が律りつの拒絶反応とかいうやつのせいで、どこか遠くへ飛ばされてしまったのか。

　それとも、もう未来に帰ってしまったのか。

　勇治は心配になり、何度となく探し回ったが、結局見つけることができなかった。お気に入りの土手にも、姿はなかった。

　ズボンのポケットの中にあるものを、ぎゅっと握りしめた。るりかと別れた次の日に、土手で拾った、彼女が確かに存在したという証あかしを。

　そんなことを考えながら、勇治は教室でぼんやりしていた。

　帰りのホームルームが終わっても、席を立つ気力がない。

　窓の外は、土砂降りの雨。憂ゆう鬱うつな気分を、更に落ち込ませてくれる。しめった空気が、額の傷きず跡あとを刺激する。

　隣の席では、一海が那な奈なと楽しげな会話をしていた。

「いいな。あたしも一度は見てみたいよ、グリーンフラッシュ」

「不思議な体験だったよ。夕ゆう陽ひを見ていたら、空が一瞬緑色に染まったんだ」

「見た人には幸福が訪れる、っていわれてるんでしょ？」

　そんな空が緑色に染まったなんて不ぶ気き味みな話、なにが楽しいのかさっぱりわからない。仲間外れにされたような気がして、勇ゆう治じは不機嫌だった。

　もう、那な奈なとキスとかしたのだろうか。オレの見ていないところで、抱き合ったりしているのだろうか。まさか、その先まで行っちゃってんじゃないだろうか。そんな想像を、必死になって頭から追い出す。

「じゃあ、ゆーじ。そろそろかえろ？」

「あ……。お、おう」

　やっと那奈が話しかけてくれたのに、勇治は彼女を直視できない。

「なんか最近変だよ？　どうしたの、ゆーじ」

　首をかしげて、那奈がそういった。ふわりと、いい香りが漂ってきた。

「べ、別に。なんでもねーって」

「確かに変だよね、勇治」

　一かず海みが、心配そうな顔をした。勇治は、面白くなかった。

「変じゃねえ！　ぐおっ！」

　ガツン。

　狼ろう狽ばいしたのか、立ち上がりざまに机に脚あしをぶつけた。

「ゆ、勇治！　慌あわてすぎだよ」

「うるせえ！　よ、よし！　帰ろうぜ！」

　脚をさすりながら、前に立って教室を出た。

　――失恋。

　親友の恋の成じよう就じゆを祝福したくても、まだできなかった。



　一海が那奈に告白したと聞いたあの日、暗い夜道をとぼとぼと歩きながら家に帰ると、玄関の鍵は開いていた。

　勇治は逃げるように、自分の部屋まで一直線に走った。部屋に閉じこもると、すぐに一海の顔が浮かんだ。

　那奈は、もう一海のものになってしまった。

　胸が苦しくて、涙が頬ほおを伝った。

　オレは那奈のことを本気で好きだったんだな、と今さらながら痛感した。

　一海が憎かった。どうしてあんなことを教えてくれたのだろうか。義妹いもうとと結婚できないと思っていれば、これほど苦しむことはなかった。諦あきらめもついた。

　那奈に吐いた暴言の重さに、押し潰つぶされそうだった。

　悔しくて、自分が情けなくて、どうしようもなかった。

「那奈に謝るのは、明日にしよう……」

　明かりを消して、布団の中に潜り込んだ。声を押し殺して、泣いた。

　どれくらい時間が経たっただろうか。

　那な奈なのことが気になる。今なにをしているのだろうか。一かず海みと電話で談笑でもしているのかも知れない。

　ガチャ。

　暗い勇ゆう治じの部屋に、那奈が入ってきた。

　心臓が、口から出そうになった。

　勇治は、寝たふりをした。

　那奈はベッドのそばにくると、床にぺたんと座り込んだ。

　沈黙。

　時計の秒針の発たてる音が、やけにうるさく聞こえる。

「……ごめんね」

　那奈が、やっとそういった。

　すぐには、なんのことだかわからなかった。どうして那奈が謝らなくてはいけないのだ。

　しばらく考えて、やっとるりかを追い出したことだと思い当たった。

　いや、謝らなければいけないのはオレの方だ。那奈を傷つけてしまったのは、オレなのだ。勇治はそう思った。

　しかし、失恋の相手に情けない泣き顔を見られるのが嫌だった。

「……あたしのこと、嫌いになった？」

　那奈は震える声で、鼻をすすりながらそういった。

　泣いている。

　また、泣かしてしまった。

「ゆーじ。……戻れるかな？　仲のいい兄妹に、戻れるかな」

　――兄妹。

　そうだ。那奈は、妹なのだ。血は繋つながっていないが、妹なのだ。それでいいじゃないか。那奈が幸せになるんだったら、それだけで満足じゃないか。

　勇治は、腹の底に気合いを込めた。

　妹に恋をするなんて、そもそもひととして間違っている。親友の一海になら任せられる。今は軟なん弱じやくそうで頼りないが、将来は偉い科学者になるに違いない。いろいろ複雑な事情がありそうだったが、家は裕福だ。なんの問題もない。

　勇治は、いきなり布団を吹き飛ばして立ち上がった。

「わーはははははははは！」

　腰に手を当てて、おどけたようにそう笑った。声が裏返ったけど、気にしない。

　開け放たれたドアから廊下の光が入ってきているが、部屋は薄暗いままだ。丁度いい。泣き腫はらした顔を見られないで済む。

　そのままベッドを飛び降りると、床をゴロゴロと転がり、ガツンと頭から壁に当たってばったり倒れた。すかさずその場で素早くぎゅぎゅんと回転し、足を引き込んで三つ指をつき、土下座のポーズを取る。

　スペシャル・ローリング・土下座。たった今開発に成功した、最上級の土下座だ。

「ごめん！　那な奈な！　オレが悪かった!!」

　ゴツンと、額を床にぶつけた。

　悪いのは、一方的にオレなのだ。

　無神経な言葉で、那奈を傷つけてしまった。那奈を泣かしてしまった。

　那奈が一かず海みと付き合うことになったことだって、祝福すべきことなのだ。

　オレひとりが我慢すればいい。万事解決！

　ちらりと、那奈を見る。

　足を崩くずして、ぽかんとしていた。

「……ゆーじ？」

「つーか、ぱんつ見えてるぞお前」

「……ん。スケベ」

　那奈はセーラー服のスカートの裾すそを直し、ゆっくり足を戻した。

　涙の浮いた瞳が、心細そうに勇ゆう治じに向けられている。

　勇治は泣き顔を見せないようにうつむきながら、その視線に堪たえる。

「出ていけなんていって、悪かった。死ぬほど反省してる」

　神妙な声で、そういった。

「ん。わかった」

　あっさりと、そんな言葉が返ってきた。

　那奈のこわばった表情が、徐々に解けていく。

　そのまま、笑った。

　楽しそうに、笑った。

　涙を拭きながら、笑ってくれた。

「あはははは。さっきのなに？　びっくりしたー」

「必殺技だよ。スペシャル・ローリング・土下座。心底反省しているときに自然に出るという、人体の神秘だ」

「バカみたい」

「おうよ！　オレはバカさ！　知らなかったのか？」

「知ってる。もういいよ。立って」

「ふー。いい仕事をしたぜ」

　勇治はそういいながら汗を拭いて、背を向けながら立ち上がった。

　よかった。那奈が笑ってくれて、本当によかった。これでいい。これで仲直りだ。

「お腹空いたでしょ？　もうご飯用意してあるよ。冷めちゃったかも」

　那奈は立ち上がると、ゆっくりと勇治の前に回り、そっと――

　勇治に抱きついた。

　ぎゅっ。

「……ちょっとだけ」

　ささやくように、そういった。

　勇ゆう治じは、腕を伸ばしたまま硬直した。

　その柔らかな感触と、シャンプーの香りで、身体からだの一部分も一瞬で硬直した。

　ヤバイ。

　理性が飛びそうだ。

　しかし、那な奈なはもう一かず海みのものなのだ。変な気を起こしちゃいけない。

「こ、こうすると、よくわかるな。お前の貧乳具合」

　地雷なのはわかっていたが、そういうしかなかった。必死の抵抗だ。

「……バカ」

　那奈はすこしだけ身体を離すと、肘ひじ打ちを勇治の脇腹に当てた。力のない、愛情の籠こももった一撃。

　すぐ真下に、とけてしまいそうな天使の笑顔。しっとりとした唇くちびる。

　その笑顔が、少し曇った。

「……どうしたの？　目が腫はれぼったいよ？」

　そういわれて、慌てて顔をそらした。

「な、なんでもねーよ！」



    

  
    
      



    

  
    
      「るりか、見つからなかったの？」

「い、いや。……とりあえず今日は、土手で過ごすみたいだ」

「……ねえ、ゆーじ。あのコ、本当に帰る家がないの？　未来からきたって、本当のことなの？」

「うむ。……まあ、信じられないだろうけどな。オレは嘘うそはいってない」

「……信じる。信じることにする。嫌だけど、うちに入れてあげてもいいよ。でも――」

　うつむいて、勇ゆう治じの胸に顔を埋める。

「あのコに、あんまり優しくしないで」

「お、おう？」

　那な奈なはぐいっと腕に力を入れて、勇治から離れた。

「ん！　じゃあ、ご飯暖めるね。今日はシチューだよ」

「お、おう！　たらふく食うぜ！」

　那奈が笑顔で部屋から出て行くのを見送ると、ふらふらとよろつき、ベッドに倒れた。

　もの凄い攻撃力だった。もうノックアウト寸前だった。心臓が、猛もう烈れつな速さで波打っている。

　義妹いもうととは、結婚ができる。あの可愛かわいい那奈と、結婚できる。

　一かず海みのはにかんだような顔が、脳裏に浮かんだ。

「くっそ！　なんであんな余計なことを！」

　勇治は、ばたばたと足を暴れさせた。



　昇降口から外に出ると、土砂降りだった雨はあがっていた。雲の切れ目から、光が差し込む。空気は湿っているが、気持ちがいい。

　三人で校門を出て、濁にごった川を見下ろす遊歩道に向かう。

　那奈と一緒に先を歩いていた一海が、勇治の横にやってきた。

「ねえ、勇治。体調悪いの？　大丈夫？」

　勇治の袖そでをつまみながら、小声でささやいた。

「……なんでもねーよ」

　苦々しい顔で、勇治はそういい捨てた。

「そう？　……でも勇治、なんか冷たいよ」

「う、うるさい。なんでもねーよ」

「本当に？　僕のこと、嫌いになった？」

「そんなんじゃねええええええ！」

　勇治の声に、那奈が驚いて振り向いた。

「なに？　どうしたの、ゆーじ？」

「な、なんでもねえ！」

「……じゃあ、僕はここで」

　しょんぼりした顔になって、一かず海みはそういった。

「じゃーな。また明日」

　追い払うように、勇ゆう治じは手を振った。

「うん……」

　とぼとぼと、一海は遊歩道を反対方向へ歩いていった。

「ゆーじ！　一海くん。可哀かわいそうじゃない！」

「じゃあ、お前が慰なぐさめに行けばいいだろ！」

　叫んだ瞬間後悔した。どうしてこう、オレは素直じゃないんだろう。そう思いながら、早足で歩く。

　しかし那な奈なは一海を追わず、小走りで勇治に追いついてきた。

「ねえ、ゆーじ。週末になったら、服でも買いにいこうか」

　明るい声で、那奈が肩を寄せてきて、勇治の顔を覗のぞき込んだ。上目遣いの、優しい笑顔。

　勇治は、逃げ出したくなった。抱きしめたくなる衝動を、一海の照れた顔を思い出すことによって、なんとか抑えた。

「……一海と行けばいーじゃねーか」

　顔を背そむけながら、冷たくそういった。

「ん？　一海くんと一緒でもいいけど……」

　オレがいたんじゃ邪じや魔まなんじゃねーの。勇治はそういいかけて、今度は呑のみ込んだ。

「ねえ、ゆーじ。痛むの？」

　いつの間にか、額の傷きず跡あとを触っていた。悩み事があると、どうしても自然に手が行ってしまう。

「ぬ？　あ、ああ。いや、癖くせだよ癖」

「……ごめんね。その傷跡、もう消えないよね」

「お前が気にすることじゃねーだろ？　それに、けっこー気に入ってんだぜ、コレ。なんかカッコイイじゃん」

　勇治はそういったが、那奈はうつむいた。

　この傷は、那奈を護まもったときにできた傷だった。

　小学校に上がる前、まだ継母がいたころ、那奈が変質者に襲おそわれたことがあった。一緒に遊んでいた勇治は、必死になって変質者の足にしがみついた。那奈を助けるために。

　なにか鋭利なものが、勇治の額を切り裂いた。血しぶきがあがった。それでも、勇治は手を放さなかった。思いっ切り噛かみついて、股こ間かんにガンガン頭突きを喰らわした。

　大人が助けにきてくれて、変質者は逃げ出した。那奈は、勇治に抱きついてわんわん泣いた。血だらけになったけど、那奈を助けることができて、勇治は満足だった。

　兄として、妹を護る。当然のことだと思った。

　兄として。

　しかし、那奈を護る役目は一海に譲られた。那奈はもう、一海のものなのだ。それが自然だし、そうなるべきだったのだと頭ではわかっていても、感情はなかなか思い通りにはならなかった。

「でも、なんか知的に見えるよね、そうしてると。難しいこと考えてるみたい」

「まあな。知的か。フフフ」

「嘘うそ。ぜんぜん見えない」

　那な奈なが顔を上げた。笑顔を浮かべていた。勇ゆう治じは、ほっとした。

「な、なんだとー。こらー」

「あはははは。ねえ、今日の晩ご飯はなにがいい？　久しぶりに、手作りハンバーグでもしようか」

　すっと、不意に那奈が腕を絡からませてきた。

　制服越しに、那奈のぬくもりを感じる。嗅かぎ慣れた、シャンプーのいい香り。黒目がちな大きな目。柔らかそうな唇くちびる。

　以前よりも、こうやってくっついてくることが多くなったような気がする。

　ぐぅ。と勇治は唸うなった。

　段々腹が立ってきた。

　こっちは衝動を抑えることに懸命なのに、なんだこの親愛の態度は。なんだこの可愛かわいらしい仕草は。なんだこの馴れ馴れしさは。我慢できなくなっちゃうじゃないか！

「ぷっ。あははははは。なにその顔。へーんなのー」

「……う、うっさい。今日は辛い麻婆豆腐マーボーどうふにしてくれ。山さん椒しよう多めで」

「オッケーっ！　じゃあ、スーパー寄って帰るね」

　那奈は立ち止まって勇治から離れると、笑顔で手を振って、遊歩道から外れた。グラウンドを横切って、スーパーの方へ歩いて行く。

　その華きや奢しやな背中を見送りながら、勇治は大きく息を吐いた。那奈の背中が見えなくなると、そのまま、片膝ひざをついた。

　暑くもないのに、汗でびっしょりだ。

　危ないところだった。危なく、愛の告白をしてしまうところだった。

　告白したって、笑われるか、気持ち悪がられるだけだ。なにしろ那奈は、もう一かず海みのものなのだ。勇治がつけいる隙すきなんてない。

　だがしかし、万が一、承しよう諾だくをいただけてしまったら――

「んなわけあるかあああああああ！」

　その先の想像を振り切るように、叫んだ。

　ダメだ。一海が那奈と付き合うようになってからのオレは、正常じゃない。最近夜になってもなかなか眠れない。寝不足気味で、弱っている。

　勇治は首を振って、立ち上がった。ズボンの膝が、濡ぬれていた。

「バカが吠えています」

　そんな声が、すぐ背後から聞こえた。

「ぬおわっ!?　る、るりか!?」

「……でれでれしちゃって、見てらんない」

　マロンを抱きかかえたるりかが、立っていた。口を尖とがらせて、不満そうな顔だ。

　勇ゆう治じの貸したぶかぶかのＴシャツと、ジーンズ。数日前に貸した服のままで、かなり汚れている。

「お、お前どこ行ってたんだよ！　心配したんだぞ！」

「それはこっちの台詞せりふです！　なにごともなかったでしょうね!?」

「……と、特にないな。どっちかっていうと、お前がいなくて平和だった」

「死んでくれてたらよかったのに……」

「……相変わらず物騒だな、お前は。で、どこ行ってたんだよ？　探したんだぞ！」

「もう、大変でした！」

　るりかの不運は、絶好調だった。

　因いん果が律りつの拒絶反応というやつは、容よう赦しやがなかった。

　過去の世界がどんなものかと思い、のんびり観察しようと街に出たら、工事中のマンションから鉄筋が落ちてきたり、車に轢ひかれそうになったり、カメラを構えた小太りの変質者に追いかけられたりしているうちに、警察に補導されてしまった。家出娘だと思われたらしい。まったく、この時代の警察官はこんなことしかすることがないのか、と憤いきどおった。

　るりかいわく、警察で臭い飯を食わされ、様々な尋じん問もんに耐えた。未来からきたといっても信じて貰もらえないだろうから、黙もく秘ひ権けんを行使した。お蔭かげで、寒い留置場に二泊もしてしまったという。

　留置場で、本物の家出娘と出会った。ポニーテイルの髪を赤く染め、ピアスをつけまくっているがらの悪い女の子だ。同じ髪型だね、という話から始め、気づくと意気投合していた。彼女の提案で、協力して脱走を図った。しかし寸前のところで彼女に裏切られ、るりかだけ捕まってしまった。そのあと、こってり絞られた。

　その翌日、娘が家出したという、たくさんの大人が面会にきた。こんなことをしても無駄なのに、と思ったのだが、なんとうちの娘だといい出す夫婦が出てきてるりかは驚いた。しかも警察はるりかの話を信じず、そのおかしな夫婦のことを信じたのだ。

　警察から解放されたのはいいが、今度はおかしな夫婦のもとから脱出しなくてはいけない。やけに馴れ馴れしくしてくる夫婦を疎うとましく思いながらも、しばらく大人しくいうことを聞いていたが、家に到着したところで逃げ出した。

　ところがこの夫婦、年に似合わずやけに体力があり、猛もう烈れつな勢いで追いかけてきた。魔法が使えなくても体力に自信があったるりかだったが、二時間にも及ぶ逃走の末、ついに捕獲されてしまった。

　家の前に戻ってくると、本物の娘が帰ってきていた。るりかとの共通点は、髪型がポニーテイルだということだけだった。というかよく見たら、留置場で出会ったあの赤い髪の少女だった。

　ここでひともんちゃく。おかしな夫婦は本物の娘に向かって「お前みたいな不良はうちの子じゃありません！」とかいうし、赤い髪の娘はるりかに向かって「このニセモノ！」とかいって怒るし、業を煮やして「わたしはニセモノじゃありませんしあなたの娘でもないです名前はるりかです！」と叫ぶと、「いいえあなたは私たちの娘です間違いありません」「ふざけんなこのサイコババア」「お前母さんになんてこというんだこの不良」「だからわたしはるりかです」「黙れこのニセモノ野郎」「んまっなんて汚いことをいうのこのバカ娘」「いい加減にしろバカ親」「親に向かってなんてことを」「だからわたしはるりかです」「うるさいこのノロマ」「そんな娘に育てた覚えはありません」「だからわたしはるりかです」などといい争いが続き、気づくと野次馬に囲まれていた。

　るりかを除いた三人で取っ組み合いの喧けん嘩かが始まったので、これ幸いとるりかは逃げ出したのだが、赤い髪の娘の見事な低空タックルに捕まってしまった。

「このやろう逃げるんじゃねえ」「わたしは無関係です」「うるさい逃げるぞ」「また裏切るんでしょ」「ごたごたいわないでついてこいもうあんな家嫌だ」「わたしだって嫌ですうわーん」という簡潔な作戦会議を経へて、るりかは赤い髪の少女とそこから逃走を企くわだてた。やけに体力のあるおかしな夫婦に執しつ拗ように追いかけられたが、今度はうまく逃げ切ることに成功した。

　その後、赤い髪の少女に連れられて、仲間がいるという繁華街の路地裏にある地下のクラブみたいなところに行った。そこで今度は彼女に泣きつかれた。バンドの仲間とビッグになりたいだけど親が許してくれないだから家出したとかなんとか。彼女の仲間とスタジオに行ったけど、こりゃ無理なんじゃないかと思えるくらいの実力だったので、やっぱり家に帰ったらいいんじゃないか下手くそだし音おん痴ちだしと本当のことをストレートにいったら、キレられて追い出された。

　それからも、「キミ可愛かわいいネ！　アイドルになりませんか絶対になれますってヤバイですヨもう！」と笑顔で叫ぶ怪しいスカウトマンから逃げたり、「あなたに悪霊が取り憑ついています信じなさい運が悪いでしょうそれは凶悪な悪霊なんです信じなさい今すぐお払いが必要なんです信じなさい」と神妙な顔で寄り添ってくる怪しい新興宗教の勧誘から逃げたり、「ヘイそこのバツグンな彼女！　オレとトゥギャザーしない？　オレってスゴイんだＺＥ！」とかいう金髪の怪しいナンパ野郎から逃げたりしているうちに、やっと見覚えのある川を見つけた。

　もうあちこちうろつかないで、おとなしく勇ゆう治じの帰りを待とうと思った。

　そして、現在に至る。

「……よく無事で戻ってこれたな。オレは嬉うれしいぞ」

　勇治は話を聞いただけで、ドキドキハラハラしてしまった。

　るりかはギリギリだったけどなんとかなったと得意そうにいっていたが、このままではいつか取り返しのつかない大事件になってしまうんじゃないだろうかと思った。不運とか、もうそういうレベルじゃないような気がする。

「ボクも、またカラスに捕まって、かにゃり遠くまで旅をしちゃったんだにゃー。親切で強い野良猫に助けてもらわにゃかったら、今頃どうにゃっていたかにゃ……。野良猫軍団とカラス軍団との熾し烈れつな戦いは、かにゃりシビアなものだったにゃ。特にカラスのファブニールは、強敵だったにゃ！」

　首を振りながら、マロンがそういった。

「お、お前も苦労したんだな……」

「過去の世界は危険がいっぱいでした！　魔法が使えないのが、こんなにつらいことだとは思いませんでした！」

「お、おいおいおい。魔法なんか使っちゃダメだろ！　それこそ傷害罪で逮捕されるぞ」

「魔導師が魔法を使ってなにが悪いんです？　法律で認められています」

「いつの話だそりゃ。……あ、そうだ！　これ」

　勇ゆう治じはズボンのポケットから、土手で拾ったものを取り出した。

　青い宝石が埋め込まれた、ブレスレット。彼女の話だと、これが魔法の源であるらしかった。かなり大切なものだと思う。

「ああーっ！　あなたが盗んだのですか!?　酷ひどい！」

　るりかはそういいながら、勇治の手からブレスレットを奪うばい取った。

「……いや、土手に落ちてたんだよ。オレが拾ってなかったら、大変なことになってたんじゃねーのか？」

「う……。ていうか、帰り遅いです！　とっとと帰りましょう。お腹ペコペコですよ！　お腹と背中がくっついてしまいます。さあ！　早く！」

　お腹をさすりながら、彼女は不満げにそういった。

「どんだけ食い意地張ってるんだ、お前は」

「うるさーい！　いいから養うのです！」

「つーかお前、那な奈なに追い出されたこと覚えてないのか？」

　勇治がそういうと、るりかははっとして、急にしょんぼりした。

「……そうでした。もう銀シャリとは、逢えないんでした」

　心底ガッカリしたような顔でため息をつくるりかを見て、勇治は溜りゆう飲いんが下がった。

　意地悪そうな顔をして、柔らかい頬ほおをつつく。

「ふみゅう。な、なんですか？」

「ぶはははっ！　もういいんだよ。那奈も許してくれた。家に置いてやってもいいってさ」

「えっ！　本当ですか!?　銀シャリ食べ放題!?」

　るりかはくわっと目を見開き、よだれを垂らしながらそう叫んだ。

「……いや、遠えん慮りよしろよ」

「遠慮なんてしなくていいです！　とっとと帰りましょう！」

　興奮したるりかに背中を押されて、勇治は歩き出した。



　　　３

　最悪な、夢を見た。



　勇ゆう治じは、朝からずっと不安に苛さいなまれていた。

　窓の外は薄暗く、しとしとと雨が降っている。

　額の傷きず跡あとに触りながら、廊下側の席に視線を向ける。那な奈なは帰り支じ度たくをしながら、クラスメイトと楽しげに話し込んでいた。

　なにごともない、いつもと変わらない日常。

　そのはずなのに。

　なにかが起こる。絶望的な、なにかが。そんな予感がする。

　昨晩見たあの夢は。

　――予知夢？

　まさか！　夢の中で、那奈は捕らわれの身になっていた。あんな状況、どう考えてもありえない。いったいなにが起こるというのだ。

　勇治は、今までそんな生々しいくらい現実感のある夢を見たことがなかった。それだけに、忘れようと思っても、脳裏に焼きついて離れない。

　るりかがいっていた、二〇年後に世界が滅びる原因となる事件。

　あの夢が予知夢だったとすれば、間違いなくそれだ。

　オレが、一かず海みを裏切る。あの夢は、確かにそんな感じだった。一海を傷つけ、狂わせてしまう。そう思うと、勇治は焦しよう慮りよに駆られた。

　嫌な汗が、背中を伝う。猛もう烈れつに不安で、気分が悪くなる。

　せめて一海の顔を見ることができれば、この不安も多少は緩むと思うのだが、隣の席には誰も座っていなかった。学校を休んでなにをしているのだろうか。親父さんに捕まって、研究室にこもっているのだろうか。

　勇治は、机につっぷした。

「ゆーじ、かえろ？」

　那奈のいつもの声で、我に返った。

「お、おう。そうだな……」

　そういいながら身体からだを起こし、帰り支度を始める。手元がおぼつかず、教科書をバラバラと床に落としてしまった。

「……ゆーじ、まだ気分悪いの？　今日は無理しないで、学校休めばよかったのに」

　拾うのを手伝いながら、那奈が心配そうにそういった。

「そ、そんなんじゃねーよ。なんでもない！」

　作り笑いを見せると、教科書とノートを鞄かばんに詰め込み、勇治は立ち上がった。那奈の背中を押して、教室を出る。

「ち、ちょっとゆーじ？　変だよ？」

「おうさ！　オレはヘンなんだ！　知らなかったのか!?」

　いつもと違ってノリが悪いなと思いながらも、そう叫んだ。

　無言のまま、昇降口で外履きに履き替える。傘をさし、並んで校門を出る。

　本当なら、カレシである一かず海みが那な奈なを護まもらなくてはいけない。だけど、一海はいない。だったら、兄のオレが護らなくてはいけない。勇ゆう治じはそう思った。

　気負い過ぎだろうか。たかが夢のことで、こんなに思い詰めるなんて。勇治は、ぐぅと唸うなった。

　遊歩道に出ると、濁にごった川が水量を増していた。

「じゃあゆーじ。お買い物行ってくるね」

　遊歩道のいつもの場所で立ち止まり、那奈が明るい声でそういった。

　激しくなってきた雨が、ふたりの傘を容よう赦しやなく叩たたく。

「ち、ちょっと待てよ那奈。……今日は、なんか残り物でいいんじゃないか？」

「ん。でも今日、豚肉の特売日だし。ロールキャベツにしようと思って」

「な、なぬ!?　ロールキャベツか！　……いや、いい。我慢する！」

　大好物であるロールキャベツの味を思い出して、勇治は迷いが生じてしまった。ぶんぶん首を振って我慢する。

　今日は、那奈をひとりにしてはいけないような気がする。頼りなげな那奈の肩を見ると、思わず抱きしめたくなった。

「どうしたの？　変なゆーじ」

「お、おう！　オレは変なんだ！」

「……今日は朝から調子悪そうだったから、ご飯で元気出して貰もらおうと思って」

　少しうつむいて、上目遣いで那奈はそういった。

　勇治は、言葉に詰まった。

「それに、ちょっと時間あったほうがいいでしょ？　……じゃあ、いってきまーす！」

「あ、那奈！」

　笑顔を残して、那奈は歩き出す。その背中を、勇治は止めることができなかった。

　なにか変な気を利かしているつもりなんだろうか。昨日、るりかが戻ってきたときから、なんか様子がおかしかった。るりかは料理の上手い那奈を慕したっているようだったが、那奈はるりかが苦手みたいだった。

　今ならまだ間に合う。追いかけよう。るりかよりも、那奈の方が大切だ。

「ちょっとそこのダメ人間。死にたくなかったら、その傘を貸しなさい」

　ギクリとして振り返ると、そこにるりかが立っていた。傘もささず、マロンを抱きかかえたるりかは、びっしょりと濡ぬれていた。

「ぬおっ!?　お前、傘はどうした？　うちにあるやつ、使ってもいいんだぞ？」

「あんなの意味ありません。道を歩いてたら、ダンプカーにさらわれてしまいました。ついでに、水しぶきをどっちゃり浴びてしまいました。へくちっ！」

「因いん果が律りつの拒絶反応だにゃー。今日はペースが遅くて、まだあと四回あるにゃ」

　勇ゆう治じは、天を仰いだ。相変わらず、運に見放されている。

「ダンプカーに傘持ってかれたのと、水しぶきを浴びたので、二回じゃねーのか？」

　るりかに傘を渡しながら、勇治はそういった。

「連続的に起きた不運は、一回と数えるにゃ。例えば、土手で滑すべって転がって川に落ちて流されるまでが、一回にゃ」

「……マジか。仕方ねーな。わかった。急いで帰ろう」

「了解！　あ。命令しないでください、偉そうに！」

「い、いいじゃねーか。命令とかじゃねーし」

　なぜかぷりぷり怒っているるりかを従えて、勇治は水たまりを避けながら走り出す。

　頼りになりそうもないが、なにかあったとき助けて貰もらえそうなのは、魔導師である彼女だけだった。機嫌を取っておこう、と勇治は思った。

「ところで、るりか。お前、魔法は使わないのか？」

「へ？　あ、忘れていました！」

　るりかは驚いたような顔をすると、急に立ち止まった。

　驚いたのは、勇治も同じだ。この天然ボケの少女は、自分がどんな使命を持って過去にやってきたのかすら、もうすっかり忘れてるんじゃないだろうか。

「精せい霊れい魔法の省略詠えい唱しようでいいですね。《アイスクリエーション》！」

　傘を捨てると、腕を大きく頭上に回し、エコーのかかった声でそう叫んだ。

　ビキビキビキィッ！

　背筋が痺しびれるような音を立てて、るりかの頭の上に氷の皿のようなものが出現した。不自然に、浮いている。

「やっぱり魔法は便利です！」

「……す、すげえな。氷でなんでも作れるんだ」

　勇治は、かなり驚いていた。魔法を見るのはこれで三度目だが、本当に凄すごいと思う。

　未来では、こんな魔法が一般に受け入れられているのだ。一海の研究のお蔭かげで。

「当たり前です！　わたしは、アルス・マグナを極めた“〝氷結の魔導師”〟なのです！」

「そ、そうか……。よかったな」

「今すぐにでも、あなたを殺すことができます！」

　そういって、るりかはじっとりとした目で勇治を見た。過去にきた目的を、忘れてはいなかった。なんとなく冗談に聞こえないというか冗談なんかじゃないんだろうな、と思った勇治は、数歩あとずさった。

「ふふん！　とりあえず暗殺は保留にしておきます。お腹が空きました！」

　お腹をさすりながら偉そうな態度を取るるりかに、勇治は苦笑する。放り出された傘を拾うと、るりかを従えて歩き出す。

「ところで、アルス・マグナってなんだ？　どっかで聞いたことあるような」

「そんなことも知らないんですか!?　“〝大いなる秘法”〟すなわち究極魔法のことに決まっているじゃないですか！」

「そ、そうなのか？　じゃあお前は、氷の究極魔法が使えるんだ」

「ま、まあ、そうです。魔導師ですから！　……で、でも、氷のアルス・マグナは究極的な威力を誇る攻撃魔法なんですけど、呪じゆ文もんがやたら長いので、実戦ではまるで使い物になりません」

「へえ。そんな魔法もあるんだな」

　振り向くと、腕の中でクスクス笑っていたマロンを、るりかはこづいていた。なんとなく予想がついたけど、突っ込むのは止めておいた。

　家に到着して玄関を開けると、るりかが勢いよく飛び込んだ。

「お風呂お風呂！　お風呂借ります！」

「わかったから、慌あわてて滑すべって頭打つんじゃねーぞ！」

「大丈夫です！　っと、うわわわわ！」

「いってるそばから！」

　さっそく廊下で滑って転びそうになったるりかを寸前で助けると、背中を押して風呂場に押し込んだ。マロンはるりかに蹴けり飛ばされないように、居間に待避させる。

　ソファに腰掛けて、ほっと息を吐き出す。

　なんとなく落ち着いたら、再び今朝見た悪夢を思い出した。

「あ、そうだ！　那な奈な！」

　すっかりるりかのペースに巻き込まれてしまった。こんなところで落ち着いている場合じゃなかったのだ。

「勇ゆう治じ、どうかしたにゃか？　落ち着くにゃー」

　ソファの前のテーブルに、ハンドタオルを首に巻いたマロンがちょこんと飛び乗った。

「え？　い、いや。……いいか、お前らなら」

　勇治は躊ちゆう躇ちよしたが、るりかとマロンならいいと思った。バカバカしいことだと思われるだろうけど、夢のことを話そうと決めた。

「なんか朝から嫌な夢見ちゃってさ。……お前らがいってた事件の予知夢なんじゃないか、って気がして。オレが、一かず海みを裏切る、っていうやつ――」

「にゃ、にゃんだってー!?　その夢は、今朝見たにゃか!?」

「お、おう!?」

　珍しく、興奮したようなマロンが飛びかかってきた。

「る、るりかが出てきたら詳しく話すよ。実は、誰かに相談したかったんだ。……杞き憂ゆうかも知れないけど」

「うーん、……わかったにゃ」

　そういって、マロンは勇治から離れてぴょこっとテーブルに戻った。

　勇ゆう治じも、ソファに腰掛ける。

　窓の外は、薄暗い。雨は、まだ降っていた。

　不安だった。るりかが早く風呂から出てこないかと、そればかり考えた。夢のことを話して、予知夢なんかじゃないと、笑い飛ばして欲しかった。

　額の傷きず跡あとを、なぞる。

　やはり、那奈を行かせてはいけなかったのではないか。選択を間違えたのではないか。取り返しのつかないことをしてしまったのではないか。

　帰り道で、何者かに拉ら致ちされてしまったら――

　そう思うと、いてもたってもいられなくなった。

「わ、悪い。やっぱ那な奈なを迎えに行ってくるわ！」

「……そうにゃか？　ここで待っていても変わらないと思うにゃ」

　マロンは、顔をそむけてそういった。

「いや、心配なんだよ。じっとしてらんない。お前は、るりかと待っていてくれ。冷蔵庫の中のもん、勝手に食べていいから」

　なにもしないでただ待っているよりは、行動した方が気が楽だ。

　勇治は、立ち上がった。

　ガチャ。

「ただいまー」

　いつもの那奈の声が、玄関から聞こえた。

　勇治は、力が抜けた。そのまま、ソファに腰を落とした。

「……なんだ、無事だったのかよ！」

　やっぱりあれは予知夢なんかじゃなかった。那奈は、無事だった。全部気のせいだったんだ。なんにも起こらないんだ。

　勇治は、笑い出した。いくら嫌な夢を見たからって、予知夢だと思うなんて。よく考えたら、バカバカしい。超能力者でもないのだから、予知夢なんてありえない。

　――そう思った瞬間。



　那奈の悲鳴。



　勇治は、戦せん慄りつした。

「な、那奈!?」

　悲鳴に弾かれてソファから落ちると、床に手をついて身体からだを起こし、慌あわてふためきながら廊下に飛び出す。

　靴と鞄かばんと買い物の袋が散乱していた。玄関のドアが、開け放たれていた。

　スーツの男たちに、那奈が抱きかかえられていた。

　その向こうには、虻あぶ川かわ。

「那な奈なあああああああああああああ!!」

　頭が、真っ白になった。

　乱暴に、ドアが閉められた。勇ゆう治じは血相を変え、ドアに体当たりするようにして外へ転がり出た。

　家の前には、雨に打たれた黒い高級車。素早く、那奈が詰め込まれる。

「那奈を返せえええええええええええええ!!」

　靴下のまま出たせいか、興奮していたせいか、雨に足を取られて転倒しそうになった。

　思いっ切り、手を伸ばす。

　目の前で、ドアが閉められた。

　キキィッとタイヤを鳴らして、黒い車が急発進した。水しぶきが、勇治の顔面を激しく叩いた。

　勇治は、その場に崩くずれ落ちた。

　那奈が、連れ去られてしまった。

　なにもできなかった。

「くっそお!!」

　アスファルトの地面を殴なぐりつけた。何度も、何度も。

「な、なにごとですか!?」

　背後でるりかが、そう叫んだ。

　振り返ると、玄関の外にバスタオルのまま出てきたるりかが立っていた。頭にタオルを巻き、裸足はだしのままだ。

　そうだ。

　まだ、彼女がいる。

　魔導師の、るりかがいる。

　るりかなら、なんとかしてくれる。

「るりか、助けてくれ！　那奈がさらわれたんだ!!」

「な、なんですってー!?」

　驚いたるりかのバスタオルが、はらりと落ちた。

　一糸まとわぬ、あられもない姿。

「きゃああああああ！　このスケベ！　変態！　ダメ人間！」

　しゃがみ込みながら、るりか悲鳴をあげた。

　るりか、本日二回目の不運。

「そ、それどころじゃねえええええ!!　とっとと服着ろおおおおおお！」



    

  
    
      



    

  
    
      




　第四章　アルス・マグナ





　　　１

　那な奈ながさらわれた。

　犯人は、あの赤いスーツの女。

　八やつ菱びし電機株式会社　新エネルギー技術開発部　部長　虻あぶ川かわ美み羽は音ね。貰もらった名刺に書いてあった名前だ。

　八菱電機に電話してみたものの、虻川という女性は存在しないといわれた。新エネルギー技術開発部なんて部署も、ないといわれた。

　勇ゆう治じは受話器を乱暴に置くと、頭を抱えた。

　どういうことなのだろうか。虻川は那奈をさらって、どうするつもりなのだろうか。

　一海は、八菱電機には裏の顔があるといっていた。軍事用の、研究。

　勇治は、顔をしかめた。

　思い当たるのは、ひとつ。

　一かず海みの持っていたノート。

　――魔導書。

　あのボロボロのノートを一海から奪うばうために、那な奈なをさらったのか。那奈を人質にでもするつもりなのだろうか。あんなもののために、那奈が――

「ちっくしょう、ふざけんな!!　一海だ！　あいつのせいだ！」

「落ち着いてください。こういうときに頭に血が上っていると、ろくなことになりません。冷静になってください」

　勇治が貸した服に着替えたるりかが、呆あきれたような顔でそういった。

「うるせええええええ！　お前は黙ってろ！」

　受話器を取って、短縮ダイアルを押す。呼び出し音を、苛いら立だたしげに聞く。三回。五回、十回。十四回目で、やっと出た。

『……はい』

「一海いいいいいいい！　虻あぶ川かわはどこにいる!?」

『えっ!?　ゆ、勇治？』

「那奈がさらわれた！　虻川だ！　お前のせいだぞ！」

　受話器の向こうの一海が、絶句したのがわかる。しかし、反応を待っている余裕なんてなかった。

「おめーのせいだ！　虻川はどこにいる!?　とっとと教えろ!!」

『ま、待って！　……虻川が、那奈ちゃんをさらった？　ほ、本当なの？』

「本当だよ！　目的は、たぶんお前のあのノートだ。もたもたしている暇なんてねーんだよ！　虻川がいる場所を早く教えろ！　那奈を助け出す！」

『……わ、わかった。僕も行く』

「お前も？」

『ぼくが道案内するから。だから、早くきて！』

「わかった！　家の外に出て待ってろ！」

　そう叫んで、電話を切った。

「るりか、行くぞ!!」

「了解！　緊急出動ですね！」

　るりかはすでに、透明のかっぱを身につけていた。

　外に出ると、自転車を持ち出した。後ろにかっぱ姿のるりかを乗せて、勇治は全力で走り出す。前のカゴには、ビニールの袋に入ったマロン。

　目指すは、一海の家。自転車なら、数分で到着する。

　警察なんかに任してはおけなかった。一刻も早く、那奈を救出したかった。

　那奈の笑顔が、脳裏に浮かんだ。悔やんでも、悔やみきれない。なんであのとき、那奈を買い物に行かせてしまったんだ！

「それにしても、ママチャリなんてダサイです。せめて、バイクとかにして欲しかったな」

　勇ゆう治じの腰にしがみつくるりかが、そういった。

「文句いうんじゃねえええええ！　死ぬ気で走るぜ！」

「今死んだら、那な奈なさんを助けられません。美お味いしい料理が食べられなくなります！　それに、あなたを殺すのは、わたしです。あと、叫び過ぎ。体力温存が基本ですよ！」

「うるせえええええ！　黙ってろおおおおおおおおお！」

　水しぶきをあげ、立ちこぎで全力疾走する。坂を下り、グラウンドを突っ切り、遊歩道を上流に向かって走る。学校を横目に、さらに走る。息が上がりそうになったが、頑張ってペダルを踏む。

　住宅地に入ると、一かず海みのでかい家が見えてきた。

「……ぉ、ぉしゃぁぁぁぁぁぁ！　と、到着ぅぅぅぅ……」

「だから叫び過ぎなんです！　体力なくなっちゃいますよ！」

　後ろからぽかんと殴なぐられても、もういい返せなかった。ぜーはーぜーはーいいながら最後の角を曲がると、門の前に一海の姿があった。

「勇治!!」

　白衣を着て、びしょ濡ぬれになった一海が立っていた。肩には鞄かばんを提さげている。

　勇治は急ブレーキで自転車を止めると、そのままガシャンと道路に倒れた。るりかはとっさに飛び降りたが、カゴに入れたマロンはそのままゴロゴロ転がった。

「倒れるなら倒れるって、先にいってください！」

　転がって溝にはまりそうになったマロンを間一髪で助けたるりかが、そう叫んだ。

「お、ぉう、すまねぇ……」

「勇治！　さっきの話、本当なの？　那奈ちゃんが、さらわれた、って!?」

　倒れた勇治に、一海が膝ひざをついて詰め寄る。

「……だ、だから本当だよ！　あの虻あぶ川かわってやつだよ!!　何度もいわせんな！」

　がばっと起きあがって、勇治はそう叫んだ。

　こんなところで倒れている暇はない。戦いは、これからなのだ。

「……信じられない。あいつら、まさかそんなことをするだなんて……。ごめん、勇治。僕だ。僕のせいだよ。僕のせいで、那奈ちゃんが……」

「あのノートだろ？　虻川は那奈を人質にして、お前からノートを奪うばおうとしている」

　一海の親父と虻川が欲しがっているノート。魔法の呪じゆ文もんが書かれたノート。

「……うん。おそらく間違いないよ。ごめん、勇治。僕のこと、嫌いになったよね……」

　一海は、泣いていた。くしゃくしゃに顔を歪ゆがめ、泣いていた。

　勇治は、一海の襟えり首くびを掴つかんだ。歯を食いしばり、ぐっと拳こぶしに力を入れた。

　勇治の肩に、優しく手が置かれた。

「……わかってるよ」

「だったらいいのです」

　落ち着いた声で、るりかがそういった。

　勇ゆう治じは大きく息を吐き出すと、力を抜き、一かず海みを放した。屹きつ然ぜんと、背筋を伸ばす。

「泣いてる暇はねーぞ、一海」

「……え？」

「那な奈なを助けに行くんだよ！　お前は、那奈を護まもるんだ。立てえええええ！」

　そういって、一海を軽く蹴けった。

「で、でも、どうやって？　……よく考えたら無理だよ。警察だって、役に立たない。あそこは、普通じゃないんだ。僕たちだけじゃ……」

「オレたちだけじゃねええええ！　こっちには、魔導師様がついてるんだ！」

　地面にへたりこむ一海にそういって、るりかを指さした。

　るりかは、胸を張って不敵な笑みを浮かべた。

「……だ、誰なの、この女の子？　魔導師様って？」

「自己紹介なんかは、後回しだ！　一海、あいつらから連絡とかねーのかよ？」

「ま、まだないよ。携帯は持ってきたけど」

「おっし。じゃあ今から乗り込むぞ！　お前、場所知ってんだろ!?　案内しろ！」

「……八やつ菱びし電機の研究所だよ。案内はできるけど、遠いよ。車でもなくちゃ……」

「気合いだああああああ！　さっさとチャリンコ持ってこい！」

「え！　……僕が自転車に乗れないの知ってるでしょ？」

「ふざけんなああああああああああああ!!」

　ゴツッ！

「ぬぐおっ!?」

「だから落ち着いてください。作戦に支障が出ます」

　後頭部に凄すさまじい痛みを感じて振り返ると、るりかがポニーテイルを揺らしながら、マロンの入ったビニール袋をぶんぶん振り回していた。

「落ち着けるか、ってんだ！　お前にゃあわかんねーだろうよ、オレの気持ち！」

「わかります。わたしだって、たくさんの仲間を失いました」

　はっとして、るりかの顔を見る。

　るりかは、未来で凶悪な犯罪者と戦っていたといっていた。仲間を失ったことがある、とも。彼女の氷の魔法は、テロや犯罪者と戦うためのものなのだ。

「……わりぃ。興奮してた」

「わかればいいです。本当に那奈さんを助けたければ、冷静になった方がいいです」

　急に、るりかが頼もしく見えた。

　こういうことに慣れているのは、るりかだけだ。従った方がいい、そう思った。

「場所はわかるんですね？　だったら、自転車なんてダサイものは必要ありません。わたしが連れて行きます！」

「な、なぬ!?　どうやってだよ？」

「こうやって、です！」

　るりかは腕をぶんぶん回して、印のようなものを結んだ。

　目を瞑つむり、器用に指を動かしながら、ぶつぶつと言葉を紡つむぐ。ブレスレットの宝石が輝きを増し、ほんのりと彼女の身体からだが青く発光し始めた。

「風よ、雪よ、気に満ちよ。ビュビュビュビュビュビュン、ビュビュビュビューン！　大気に住まう精せい霊れいよ！　氷床に潜む精霊よ！　契約に基もとづき、わたしのもとへ集つどえ！　ギュルギュルドビューン！」

　勇ゆう治じは思わず吹き出しそうになったので、とっさに口を手のひらで覆った。なんだこのヘンテコな呪じゆ文もん。

「こ、これは!?　VENTOSUSの項に書かれていた言葉……」

　涙目で一かず海みを見ると、ぽかんと口を開けていた。

　るりかの声に、エコーがかかる。

「行きます！　《ブリザードフライ》！」

　目を見開き、指を素早く走らせると、彼女の目の前に青く光る丸い円がふたつ、重なるように描かれた。魔法の紋章。それは、風と氷が合わさった紋章だった。

　刹せつ那な。

　地面から強烈な力が溢れ、勇治たちは強引に上方へ吹き飛ばされた。

「ぬおわあああああああああ!?　な、なにが起こったんだああああああ!?」

　顔面に雨粒がビシビシ刺さる。竜巻に巻き込まれたかのように、ぐるんぐるん回りながら、凄すさまじい勢いで上昇する。



    

  
    
      



    

  
    
      　気づくと、赤く染まった太陽が見えた。

　雲の上。

　勇ゆう治じは、色を濃くした雲を見下ろしていた。空の上に、ぽつんと投げ捨てられていた。

　すぐに、落下し始める。

「ぶひゅうううううう！　なんじゃごりゃああああ！　耳が痛てえええええ！」

「やかましいです。魔法で飛んだのです。で、目的地はどこなんですか？」

　平気な顔で、目の前のるりかがそういった。

「飛び過ぎだああああ！　雲でなにも見えねえじゃねーかあああああ！」

「あ、そうでした。じゃあ、もうちょっと高度を落とします。わたしに掴つかまってください」

「か、一かず海みいいい！　るりかに掴まれええええ！」

「……う、うん！」

　なぜか、一海は嬉うれしそうな顔をしていた。

　すぐそばにあったるりかの細い腰に、勇治は抱きついた。一海は、右足にしがみつく。

「じゃあ、行きますよ！　《ブリザードフライ》!!」

　再びどこからともなく吹雪ふぶきが襲おそいかかり、そのまま吹き飛ばされて雲を突き抜ける。

　街が見下ろせた。雨に煙る、自分たちが住む街。

　飛行機に乗っているときとは違う、この心細さ。なにしろ生身のまま、空を飛んでいるのだ。このまま落下したら、間違いなく即死であり身体からだが粉々に砕け散るだろう。

　勇治は歯を食いしばり、必死になって恐怖に耐える。若じやつ干かん、失禁してしまったかも知れない。

「向こうだよ！　南の方向！」

　一海が、指をさしてそう叫んだ。

「了解！　案内お願いします！」

「うん！　わかった！」

　魔法だと知っている勇治がほとんどパニック状態だというのに、初めて魔法を味わうはずの一海は、なんだか嬉しそうだった。

　渦を巻いた突風が背中を押す。るりかは印を結んで風を操りながら、一海の指さした方向へ向かう。

「もう少し右！　そう！　ちょっと左に。あれだよ！　あの建物！　違う、その手前！」

「了解です！」

　高度が徐々に下がってきた。右足にしがみつく一海の冷静なナビゲーションにより、目的地が目前に迫る。

　段々恐怖に慣れてきた勇治は、ふに落ちない顔で一海を見ていた。

「着地します！」

「ぬおわああああああああっ!?」

　背中に感じていた強い風が、突然真下から吹いてきた。その強引な力に、るりかを抱きしめていた手が離れた。ぐるぐると竜巻に巻き込まれるまま、落下する。

　どさっ。

　勇ゆう治じは尻から、アスファルトの地面に落ちた。

　うめき声をあげて、そのままぐったりと倒れた。頭が痺しびれる。目が回る。耳鳴りがする。吐き気がする。尻が痛い。

「あんまり遠くなかったですね」

「う、うん。車だったら三〇分くらいかな」

　ゆっくり顔を上げると、るりかと一かず海みが立っていた。

　情けない姿をいつまでも晒さらすわけにもいかないので、勇治は気合いを入れて立ち上がった。脚あしがいうことをきかず、ガクガクと震える。

　目の前に、コンクリートの窓の少ない大きな建物があった。八やつ菱びし電機の工場だろうか。雨に濡ぬれて、不ぶ気き味みなたたずまいだ。敷地は広く、背の高い塀に囲まれている。辺りに人影はなく、明かりもなく、寂さびれた感じがした。

「ここはもう、廃棄されているんだ。名目上はね」

　いつもと変わらぬ声で、一海がそういった。

「……か、一海。ずいぶん落ち着いてるじゃねーか」

　息を詰まらせながら、勇治はそういった。

「魔法、でしょ？」

　肩に提さげていた鞄かばんを抱きしめて、一海は慈いつくしむような顔でそういった。そのままの顔で、るりかに近づく。

「るりかちゃん、だっけ？」

　パン！

　興奮気味の一海の頬ほおに、るりかのビンタが飛んだ。

「ごめんなさい。わたしはあなたを尊敬していますが、いろいろと恨む理由があるのです。でも、今は我慢します。だから、馴れ馴れしく呼ばないでください」

　全然我慢していない。

　一海は頬を押さえ、口を開けたまま呆ぼう然ぜんとるりかを見ていた。

　彼には殴なぐられる心当たりなどないだろうが、るりかにはある。魔因子を発見し、未来で魔法を世の中に広めた一海。しかし彼は二〇年後、世界を滅ぼすのだ。るりかの仲間は、それを止める戦いで死んでいった。彼女が一海を恨むのも、無理はない。

「……で、でも、さっきのは魔法だよね？　VENTOSUSの項に書かれていた、《ブリザードフライ》という魔法。風と氷の精せい霊れいを呼び出して、空を飛ぶ魔法」

「そうです。わたしは風の精霊とはあんまり仲良しじゃありませんが、氷の精霊とはマブダチなんです。それはそうと、今は緊急事態なので我慢しますが、あとで我慢できなくなるかもしれませんので、覚悟しておいてください」

　パシッ！

　再び一かず海みの頬ほおを叩たたいた。反対側を。いってることとやってることが、かみ合っていない。

「な、なにものなの？　きみは……」

「教えてあげません。これは意地悪じゃありませんよ。ただ単に、教えてあげるのがむかつくから教えないのです」

　ズバシッ！

　今度は両手で一気に一海の頬を叩いた。その音から、だんだん力が籠こもってきているような感じがする。

「……ど、どうして怒っているの？　僕はなにか、キミに恨まれることをしたの？」

「だーかーらー、あなたにはなにも教えてあげません！　いずれわかることですから！　二〇年後とかに！」

　今度は一海に前蹴げりをかまそうとしたるりかを、勇治は背後から抱きついて止めた。

「なにやってんだおめーは！　そんなのあとでやれ！」

「はっ！　わ、わたしはなにを？　つい、無意識に……」

「どうでもいいいいいいい！　一海もあとにしろ！　今は那な奈なのことだけ考えろ!!」

　勇ゆう治じがそう叫ぶと、なにかに取り憑つかれていたような一海は正気に戻った。

「……ご、ごめん。僕のせいなのに」

「どうします？　正面から突入しますか？」

　るりかはガサガサとビニール袋の中からマロンを取り出し、腕に抱いてそういった。

　工場に突入する。……いや、まだわからない。

「その前に、ここに本当に那奈が連れてこられたかどうか調べないと。間違ってたら、時間の無駄だ。那奈をさらった車を探そう」

「あ！　ちょっと待って！」

　一海はそういって、抱きしめていた鞄かばんから携帯電話を取り出した。相手を確認すると、狼ろう狽ばいしたように勇治を見た。

「あ、虻あぶ川かわからだよ」

「……うっし。出ろ」

　勇治がそういうと、一海は頷うなずいて通話ボタンを押した。

「……はい。僕です。……ええ」

　雨の音が、やけにうるさく聞こえる。

　一海は何度か頷きながら、電話の相手と言葉を交わす。その顔が、みるみる苦く悶もんに歪ゆがむ。

「そんなことをして！　許されると思ってるんですか!?」

　一海が、携帯電話に叫んだ。悔しそうな顔で、通話を切る。

「……勇治。那奈ちゃんはやっぱりここにいる」

　一海は、震えていた。ぼろぼろと、泣いていた。

「虻川は、なんだって？」

「予想通りだよ。那な奈なちゃんを返す代わりに、ノートを渡せって。いつでもこういうことができるってことを、わからせてやったんだ、って。だから研究に協力しろ、って。……最悪だ。僕のせいだ……。ごめん。僕のせいで、那奈ちゃんが――」

「うっし！　じゃあ、行こうぜ！」

　勇ゆう治じは、そういって歩き始めた。

「……勇治？」

「助けに行くんだよ、那奈を」

「怒らないの？　僕のせいで、那奈ちゃんが……」

「一かず海み。おめーがさらわせたわけじゃねーだろ？」

　足を止めて、振り返った。

「何回いわせんだ！　今は那奈を助けることだけ考えろおおおおお！　こっちにゃあ、魔導師様がいるんだ。絶対に、救い出せる！」

　叫んでから、無理矢理笑みを作った。

　こんなことに那奈が巻き込まれた原因は、確かに一海だ。もちろん腹が立つ。いい迷惑だ。一海をぶん殴なぐりたい。だけど、那奈をさらったのは虻あぶ川かわだ。悪いのは、あの女だ。どうせ殴るのなら、虻川の顔面だ。

　一海は涙を拭ふいて、勇治をしっかりと見た。

「わかった！　……ありがとう、勇治」

「いいから行くぞ！　ついてこい！」

　そういって、勇治は颯さつ爽そうと歩き出す。

「勇治。研究所はこっちだよ。ついてきて。彼女たちは、まだ僕たちがここにいることを知らない」

「ぬおっ！　マ、マジか……」

「頼りない指揮官です」

　るりかが、ぼそっとそういった。

「うるせええええええ！　行くぞおおおおおお！」

　踵きびすを返すと、走って一海を追い抜いた。

　広い敷地内には、誰もいなかった。錆さびついた専用車両や機材が、置き捨てられたままになっている。いくつもの大きな建物を通り過ぎ、一海の案内で奥へ向かう。

　荒れ放題になった中庭を横切ると、その先に横長の建物があった。

　裏手に回ったので、入り口は見つからない。一階には、窓は数カ所しかない。

「あそこだよ、勇治」

　植え込みの木に隠れながら、一海がそういった。

「窓を割って侵入するしかないな。見張りでもいたら、ヤバイか」

「うん。……でも、行くしかないね」

「敵は、どれくらいの数かわかりますか？」

　緊張する勇ゆう治じたちとは違い、どこか楽しそうなるりかはそういった。

「ええと……。どうだろう。いつも車できて、研究室に直行だったから。でも、百人とかはいないと思う」

「……なんだそれ。結構いるってことか？」

「軍事研究用の、極秘施設だからね。武装してるよ」

「マジかよ!?　じ、じゃあ、陽動作戦とか必要だな」

　ここにきて、勇治は怖おじ気づいた。武装というからには、ハンドガンとかライフルとかを用意しているはずだ。そんなところに、丸腰の高校生が突っ込んでも、なにもできないに違いない。

　ちらりと、るりかを見る。この天然ボケの魔導師が、どこまで戦えるのか。急に不安になった。

「それくらい、問題ないのです。銃なんてダサイもの、魔導師には通用しないのです」

　そういって、るりかはすたすたと歩き始めた。

「ぬおっ！　ちょっと待てるりか！　不用心過ぎるぞ！」

「いいからついてきてください。侵入しますよ」

　そういって抱えていたマロンを振りかぶると、勇治が止める間もなく窓ガラスに向かって放り投げた。

　ガチャン！

　かなり大きな音が響いた。

　勇治はるりかを連れてきたことを、後悔した。

「か、勘かん弁べんしろおおおお！」

　血相を変えて走り出すと、もうるりかは割れた窓から中に入っていた。

「おい、るりか！　いくらなんでもこりゃねーだろ!?」

　勇治は小声で叫びながら、窓に飛び上がって中へ入る。一かず海みも、それに続く。

　中は、ひっそりと静まりかえっていた。

　暗い。

　やけに広い廊下の奥は、暗くら闇やみに近かった。遠くにある窓が、ぼんやりと外の明かりを差し込ませているだけだ。

　ジャリっと、靴底が割れたガラスを鳴らす。

「……お前、隠密作戦とか苦手だろ？」

「そ、そんなことないです！　……得意じゃないですけど」

　そういいながらマロンからガラスを払い、腕に抱いた。さっきから、マロンの扱いが酷ひどい。彼女はいつも、マロンをこういうふうに使っているのだろうか。明らかに使い魔の使い方を間違っている。勇治はなんとなく、不快な気分になった。

　びしょ濡ぬれの髪かみを絞り、顔面を拭く。水分を吸った衣服が重い。緊張のせいか、身体からだが震える。

　るりかはかっぱを脱ぎ捨て、再び堂々とした足取りで廊下を進んだ。

「待て、って！　おい一かず海み。那な奈ながいる場所ってわかるのか？」

「う、うん。虻あぶ川かわが使っている部屋があるんだ。そこに行ってみよう。でも……」

「もう、虻川に見つかってるかも知れないな」

「いいからついてきてください。魔法でシールドを張ります。離れないでください」

　そういうと、片手で中空に円を描き、ぶつぶつと言葉を紡つむぎ始めた。

「大気に住まう精せい霊れいよ！　契約に基もとづき、わたしを護まもれ！　ビビビュウバシーン！　《エアーシールド》！」

　るりかがエコーのかかった声でそう叫ぶと、その前方数メートルの所に、なにか膜のようなものが出現した。ひとをふたり覆おおうくらいの、楕円形の膜。るりかが歩くと、その薄い膜も合わせて移動する。

　勇ゆう治じは一海と顔を見合わせると、コクリと頷うなずいた。

　ここは、彼女の魔法を信じるしかない。堂々とした足取りのるりかの背中に追いつき、廊下を進む。

　進行方向に、突然明かりが現れた。懐中電灯が、ふたつ。

「おい、お前ら！　ここは立ち入り禁止だぞ？　どっから入ってきた！」

　男の叱しつ責せきの声が、広い廊下に響き渡った。警備員の格好をしているが、懐中電灯を持たない利き腕を腰に付けて、警戒している。

　早い。もう見つかってしまった。

「《アイスハンマー》！」

　どうしようかと対策を考えるよりも早く、るりかの指が器用に動き、腕を伸ばして警備員を指さした。

　その指先から螺ら旋せんを描いて吹雪ふぶきのようなものが射出されると、警備員たちは顔面をひしゃげさせて吹き飛んだ。

　ドサっと音を発たてて倒れた警備員たちは、それっきり動かない。

「ぬおっ！　……やっちまったな、いきなり。まさか殺しちゃいねーだろな？」

「大丈夫です。衝撃で気絶させるための魔法ですから」

「す、凄すごい！　精霊魔法の省略詠唱だね。魂たましいに作った神殿に呪じゆ文もんを記憶させ、魔法の名を叫ぶことで発動させる方法」

「……は？　一海、お前なんでそんなこと知ってるんだよ」

「僕のノートに書いてあったんだ。……いや、そんなこといってる場合じゃないね！」

　ぴしゃりと自分の頬ほおを叩いて、一海は気を引き締めた。さっきるりかにもひっぱたかれているから、赤くなっている。

「……だ、大丈夫か、お前？」

　急に一海のことが心配になった。さっきから、魔法に興奮しているようだ。

「全然張り合いがありません。この調子で、どんどん進みましょう！」

　るりかは得意げな顔でそういうと、倒れて気を失う警備員の横を通り過ぎようとする。

　つるっ。

　るりかが、唐突に滑すべった。

「きゃん！」

　雨に濡ぬれたブーツのせいだろうか。とにかくるりかは滑り、警備員の腰に肘ひじを打ち付けながら倒れた。

　ビーッ！　ビーッ！　ビーッ！

　大音量のサイレンが鳴り響いた。

　忘れていた。

　因いん果が律りつの拒絶反応。るりか、本日三回目の不運。

　まずい。いよいよ隠密もなにもなくなった。きっと武装した警備員が大挙してやってくるに違いない。

「やばいぞ！　いったん退くぜ！」

「だ、大丈夫です！　一度にやってくれば、まとめてやっつけられます！」

　お尻を撫なでながら、るりかは涙目で立ち上がった。

「そういう問題じゃねええええええ！　那な奈ながヤバイだろうがドアホおおおお！」

「うるさーい！　声がでかいのです！」

「おめーもでけえええええよ！」

「ゆ、勇ゆう治じ！　囲まれたよ！」

　廊下の前後から、懐中電灯の明かりがいくつも出てきた。

　すぐそばに、ドアが見えた。勇治はとっさに一かず海みの手を引き、そのドアを開けて中に転がり込んだ。

　銃声。

　勇治は一海をかばった。

「ふふん！　エアーシールドに、鉛の銃弾なんて意味ないのです」

　振り返ると、まだ廊下にいたるりかが笑みを浮かべていた。彼女の周りで、風が渦を巻いていた。

「あなたたちは、そこに隠れていてください。このひとたちは、わたしが全員倒します！」

「お、おう……。殺すなよ？」

「当たり前です！　任してください！　《アイスハンマー》！」

　なんだかんだいって、頼もしい。隠密作戦が苦手で運がないけど、その魔法の実力は本物だった。るりかの指先から、何度となく螺ら旋せんを描いた吹雪ふぶきが射出される。

「《アイスハンマー》！　《アイスハンマー》！　《アイスハンマー》！　《アイスハンマー》！　《アイスハンマー》！」

「……な、なんてでたらめなやつだ」

「本当に凄すごいよ彼女！　あの魔法を一回使うだけでも、相当な魔力を使うはずなのに。省略詠えい唱しようであんなに連続で使うことができるなんて、凄すさまじい魔力だよ！」

　興奮した一かず海みは勇ゆう治じを押しのけ、ドアの外に顔を出しながらそういった。

　勇治はるりかが心配になって、一海の横から顔を出した。

　チュン！

　顔面の数センチ前を、鉛の弾が通過した。

「ぬおわああああああ！」

　廊下には、跳ちよう弾だんした弾丸があちこちで火花をあげている。

「危ないから出てこないでください！　催さい涙るい弾、閃せん光こう弾、発煙筒を優先して打ち落としているので、弾丸は放置です！」

「ぬおお、わかったあああああ！」

　ドアにしがみつく一海を無理矢理引っ張って、部屋の中に待避した。

　部屋は、広かった。

　なにか作業をする場所なのか、大きな机の上にいくつもの機材が並んでいた。高い天井からは、クレーンが下げられている。そのどれもが、すでに使われなくなって久しく、埃ほこりをかぶっていた。台車やドラム缶が転がり、廃はい墟きよ然としている。

　そんな光景を緑色の非常灯が心細く照らしていて、かなり不ぶ気き味みだ。

　ゴウン！

　突然、重いエンジン音が部屋に轟とどろいた。

「……な、なんだこの音」

　鉄骨を擦こするような、嫌な音。

「わ、わからない。……でも、もしかしたら」

　轟ごう音おんとともに地響きがして、部屋の奥の方で火花が散った。

「な、なんだよ一海！　なんか知ってんなら、いえって！」

「軍事用の試作機だよ。ＨＫＡ―０２０Ｍ。運用方法が難しくて、実戦では使い物にならないから廃棄されたやつ。こ、こんなとこに残していたなんて……」

「な、なんだそりゃあああ!?」

　ゴギャッ！

　耳をつんざくような音を発たてながらクレーンを吹き飛ばし、機材を踏み潰つぶしながらそいつが姿を現した。

　軽自動車くらいある巨大な足。その上には、ダンプカーのような胴。左右の腕には、戦車の砲塔のようなものが装着されていた。

　どこからどうみても、ロボットだ。

　日本の技術力は、いつの間にこんな物騒なものを作れるようになってしまったのだ。

　左右の腰から背後に流れた三連の排気口から、勢いよく黒煙が吐き出された。右腕の砲塔がぐいんと上に回転し、そのまま脚あしを一歩踏み込んだ。

　ガゴォン！

　勇ゆう治じは、一かず海みを押して逃げ出した。間一髪で、元いた場所に砲塔の一撃が振り下ろされた。床が、砕けている。あんなもの直撃したら、間違いなく死ぬ。

「る、るりかあああああああ！」

　床から伸びた鉄柱の陰に隠れて、そう叫んだ。

　頼みの綱は、るりかだけだった。あの魔導師に歯が立たない相手だったら、もうなすすべはない。ここでゲームオーバーだ。

「雪よ、氷よ、気に満ちよ。ビシビシビシュン、ババビシューン！　混こん沌とんたる魔よ！　白夜の国の女王よ！　契約に基づき、わたしに力を与えたまえ！　ガチガチガチガチガキューン！　凍いてつかせ！　《アイスブリザード》！」

　エコーのかかったるりかの声。

　ドゴォン！

　強烈な雹ひようの吹雪ふぶきに、ロボットが弾き飛ばされた。

　そのまま凍りつき、機材を潰つぶしながら凄すさまじい地響きをたててぶっ倒れた。あまりの大音量と衝撃波に、勇治は吹き飛ばされそうになった。

「お、王級精せい霊れい魔法だ……。す、凄すごい！」

　腰を抜かしたように地面に倒れた一海が、そうつぶやいた。

「な、なんか想像もつかねーことになってきたな……」

　勇治の脚あしは震えていた。ロボットを作ってしまう八やつ菱びしも凄いが、天然ボケをバカにしていたるりかの魔法は、本当に凄まじい。呪じゆ文もんはアホみたいだが。

「大丈夫ですか？」

　なにごともなかったかのような顔で、るりかが走ってきた。

　彼女は、戦闘に慣れている。戦うことになんの恐怖もない。勇治は、心の底から頼もしいな、と思った。

「こっちは大丈夫だ。廊下のやつらはどうした？」

「やっつけました！　何人か逃げられちゃいましたけど」

「そ、そうか。ありがとう。それにしても、すげー魔法だったな、今の」

「本当はもっと強い神級精霊魔法を使おうと思ったんですけど、呪文が思い出せなかったのです。テヘ」

「テヘて。……まあ、助かったよ。お疲れ」

「まだ全然疲れていません！　魔力はあり余ってます！」

　自信満々の笑顔で、偉そうに胸を張る。

　勇治は、苦笑した。いったいどれくらいの魔力が、あの小柄な身体からだに詰まっているのだろうか。想像もつかない。

　るりかの魔法があれば、絶対に那な奈なを救い出せる。そう思った。

　バキン！

　わずかな音だったが、勇治は聞き逃さなかった。

　高い天井。

　るりかの頭上。

　そこから、かなり大きな鉄骨の破片が落下してきた。

　――因いん果が律りつの拒絶反応。

　るりか、本日四回目の不運。

　勇ゆう治じは、飛び込んだ。

「危ねえ、るりかあああああああ！」

　凄すさまじい衝撃とともに、勇治は気を失った。



　　　２

　暗い。

　ここは、どこだろうか。

　勇治は、薄く目を開けた。

　頭が痺しびれている。頬ほおが冷たい。

「ぐうっ！」

　急に、全身に痛みが走った。特に右の肩が酷ひどい。脱だつ臼きゆうか、下手をすれば折れているか。

　悶もん絶ぜつしたくても、身動きができない。手首と足首が縛られている。

　ここは、どこなんだ。オレはいったいなにをしているんだ。熱っぽくぼんやりした頭で、勇治は必死に思い出そうとした。

　痛みを我慢してやっと寝返りを打つと、少し離れたところに一かず海みの顔があった。

　苦しそうに顔を歪ゆがめ、目を瞑つむっている。気を失っているようだ。勇治と同じく、手首と足首を縛られている。

　なんだ？　なにが起こったんだ？

　暗くら闇やみに目が慣れてきた。一かず海みの向こうにも、誰かが倒れている。

　ポニーテイルの女の子。

　――るりか。

　魔導師の、るりか。未来からやってきた女の子。

「……るりか。おい、るりか！　ぐっ！」

　懸命に、そう叫んだ。自分の声が、肩に響く。

「う、うーん……」

　るりかも、勇治たちと同じように縛られているようだ。

　勇治は、思い出した。ロボットを倒して安心したとき、彼女の頭上から鉄筋の破片が落下してきたのだ。勇治はるりかを助けるために、飛び込んだ。そのときに、肩を痛めたのだろう。

「あ、あれ？　ここは？」

　意識を回復したるりかは、きょとんとした顔であたりを見回した。

　勇ゆう治じは、ほっと息を吐き出した。

　――しかし。

　捕まってしまったのだろう。勇治たちは、暗く冷たい部屋に放り出されていた。

「……ゆ、勇治？」

「一かず海み！　大丈夫か？」

　一海も気がついたようだ。身体からだが痛むのか、顔をしかめる。

「な、那な奈なちゃんは？」

「……いや。オレたち、捕まっちまったみたいだ。作戦失敗だな。もともと作戦なんてなんもなかったけど」

　もう少し考えて慎重に行動すればよかったと、今更悔やんでも遅い。るりかの不運だって、予想できたことなのに。

　那奈は、無事だろうか。ただそれだけが気がかりだった。

「ごめん、勇治。許してくれないよね。嫌いになったよね。僕のせいで……」

　涙声で、一海がそういった。

「バーカ。諦あきめてるんじゃねーよ。まだチャンスはあるって。なにしろこっちには、“〝氷結の魔導師”〟様がいるんだからよ！」

　勇治はそういって、無理矢理身体を起こしてるりかを見た。

　手首に巻かれた縄の下に、青い宝石が埋め込まれたブレスレットが見えた。

　そうだ、まだチャンスはある。

　やつらは一海のノートを見て魔法の存在を知っていたが、あのブレスレットが魔法の源だなんて思わなかったのだろう。

　しかしるりかは転がったまま、困ったような顔をしていた。

「……腕うでが自由にならないと、印が結べないので魔法が使えません。これはなかなか考え込まれた拘束方法なのです」

「……マジかよ」

　勇治は、ガクっとうなだれた。

「ああっ！　ぼ、僕の鞄かばんがない！　僕の鞄が！」

　一海が、突然叫び声をあげた。床に頭を擦こすりながら、悔しそうに呻うめく。

「鞄に、ノートが入っていたんだ……。僕の、ノート!!　ああ……」

「くそっ。奪われたか……」

　これでは、交渉すらできそうにない。完全に手詰まりだ。

　パッ！

「うおわっ!?」

　部屋が、急に明るくなった。

　視界が白く飛んだ。眩まぶしくて、目を瞑つむった。

　カツカツカツ。

　ヒールの音が、部屋に響いた。

「あぁら、お目覚めのようねぇん」

　聞き覚えのある甘い声。

　薄目で、声のしたほうを睨にらむ。

　ブロンドに髪かみを染めた、赤いスーツの女性。

　虻あぶ川かわ美み羽は音ね。

　ブロンドのソバージュヘアーをなびかせて、腰を振りながら颯さつ爽そうと歩いてくる。

　部屋の入り口には、背筋を伸ばした黒スーツの男たちが、十人くらい横に一列になって並んでいた。

　ここは、コンクリートで囲まれた、なにもない殺さつ風ぷう景けいな部屋だった。かなり広い。天井は高く、三階くらいの高さの位置に窓がひとつだけあった。

　どこかで見たことがあるような気がして、勇ゆう治じは不安になった。

「ずいぶん早かったのねぇ、一かず海みくぅん。びっくりしちゃったわぁ」

　彼女は部屋の中央に転がったるりかの近くで立ち止まり、赤いルージュを歪ゆがめてそういった。

「虻川！　僕のノートを返せ！　あれは、僕のだ。僕の、分身なんだ！」

「ダメよぉ。返さないわぁ。……それにしても、ひとが悪いわねぇ、一海くぅん。研究成果、出ているんじゃなぁい？　まさかここで、魔法の実力を見ることになるだなんてぇ。凄すごかったわよぉ」

「……あ、あれは違う！　僕のノートじゃない！」

　バシッ！

「きゃん！」

　虻川は笑顔のまま、るりかの頭を蹴けった。

　勇治は歯を食いしばった。怒りで叫び出したい衝動を、なんとか堪こらえた。

「フフフ、どこに装置を隠しているのかしらぁ？　ここにある魔宝石のプロトタイプは、とても巨大なものだったわよねぇ？　まあいいわぁ。とにかく、私たちが求めている強さだったわぁ。この力を商品にすることができれば、私たちは裏から世界を牛ぎゆう耳じることができるのぉ！」

「そんなことはどうでもいいよ！　僕のノートは？　僕のノートを返して！」

「そんなに心配することはないわぁ。ちゃんと、ここにあるわよぉ」

　部屋の入り口付近まで歩き、虻川が手を差し出すと、部下の男が薄汚れた分厚いノートを渡した。

　一海のノート。

　――魔導書。

　そこには、るりかが使った本物の魔法の呪じゆ文もんが書かれている。

「ぼ、僕のノート……。僕が書いた、魔導書……」

「フフフフ。最初から、素直に渡してくれればいいのにぃ。そうしてれば、あの女の子も酷ひどい目に遭わなくて済んだのにぃ。バカねぇ、一かず海みくぅん」

「ふざけんなあああああ！　なにいってんだ、この変態野郎ども!!」

　堪えきれず、勇治はそう叫んだ。

「なにが世界だ。なにが魔法だ。おめーらバカじゃねーの？　子供番組の見過ぎだっつーの！　いい大人が魔法なんてよ。恥ずかしくねーのかよ！　一海！　おめーも、あんなノートに固こ執しつしてんじゃねーよ！」

　精一杯の大声で、そういった。腕が自由だったら、殴なぐりかかっているところだ。

「……あぁら、ずいぶん元気なのねぇ。一海くぅんのお友達ぃ？　部外者のくせに。ちょっと痛めつけておいた方が、いいのかしらねぇ？」

　虻川が指を鳴らすと、入り口に並んでいた筋肉質の男が近づいてきた。

　勇ゆう治じのそばにしゃがんで、大きな手でガシっと乱暴に頭を掴つかむ。握力だけで、ぎゅっと絞り上げる。

「ククククク。おるぁ！」

「ぐあああああ……」

「おとなしくしている方がいいわよぉ。ねえ、一海くぅんからも教えてあげてぇ？」

「ゆ、勇治……。ごめんよ、勇治」

　一海は、身体からだを震わせて泣いていた。虻あぶ川かわの甲かん高だかい笑い声が響く。

　これくらい、耐えて見せる。絶対に負けない。負けるもんか。勇治は拳こぶしを握り締め、必死になって頑張った。

　急に、痛みが止んだ。大きな手が、すっと離れる。

「じゃあ、そろそろ本題に入ろうかしらぁん。連れてきてぇん」

　虻川がそういうと、黒いスーツの男たちが数人、部屋から出て行った。勇治はうなだれながら、男たちが消えた暗い通路の向こうを凝ぎよう視しする。

　まだ、なにも見えない。

　物音がした。

　そして、それが近づいてきた。

「那な奈なあああああああああああああ!!」

　勇治は、絶叫した。

　縄にきつく縛られてぐったりした那奈が、黒いスーツの男の肩に載せられて、連れてこられた。

　いやらしい笑みを浮かべた男は、部屋の入り口付近に乱暴に那奈を置いた。いくら手を伸ばしても、絶対に届かない距離。

「……ゆ、ゆーじ？」

　苦しそうな小声で、那奈がそういった。額から、血を流している。

「……那な奈な！　那奈あああああああ!!　待ってろ！　今助けるからな！」

　勇ゆう治じは床に倒れ、身体からだを曲げて芋虫のように那奈に近づこうとする。しかしそばにいた筋肉質の男に捕まり、ぐいっと背後に投げ飛ばされた。

「ぐおっ！　て、てめええええええええ！　絶対に許さねえぞ、クソ女!!」

　勇治はすぐに身体を起こし、そう叫んだ。肩が強烈に痛む。口の中が切れて血が流れた。だが、そんなことどうでもいい。

「あらいやだぁ。野や蛮ばんねぇ。女の子にモテないわよ？」

　そういって、虻あぶ川かわは甲かん高だかい声で愉快そうに笑った。

　勇治は、怒りで気が狂いそうだった。本気で、殺意が芽生えた。

「ゲストが増えちゃったけどぉ、予定通りに行くわよぉん。一かず海みくぅん？」

　虻川は、隣の男から革の鞭むちを受け取った。

　ビシッ！

　空気を切り裂くような音が、部屋に反響した。彼女は鞭を自由自在に操り、何度も床を叩いた。

　手元に引き寄せると、両手に持って舌を出し、ぺろりと舐なめた。

　そのまま、ゆっくりと那奈の後ろに回り、膝ひざをついた。

「なにするつもりだあああああ!?　那奈を傷つけたら、絶対に殺すぞ！」

「んもう、うるさいわねぇ。私は一海くぅんと話がしたいのぉ。あなたは外野。ねぇ、彼を黙らせてちょうだい」

「わっかりやした！　黙らんかい、おるぁ！」

　にやにやした筋肉男の太い脚あしで、腹を思いっ切り蹴けられた。ごろごろと転がり、苦しさにのたうち回る。

　一海は、黙ったままだった。

　呻うめき声をあげる勇治を、涙の溢あふれる目で凝ぎよう視ししたまま、唇くちびるを噛かんでいた。

「お待たせ、一海くぅん。じゃあ、質問しちゃおうかなぁ？」

　虻川がそういうと、部下が一海を引きずって、彼女の近くに放り出した。

「私たちに、協力してくれるぅ？　私たちのために、魔因子の研究をしてくれるぅ？　さっき使ったみたいな魔法を、人殺しのための道具として、商品化してくれるぅ？」

　虻川は猫なで声でそういって、優しく那奈の首に鞭を巻いた。

「……親父は？　親父は、このことを知ってるの？」

　一海は絞るように、小声でそういった。

「田た中なか博士？　もちろん知ってるわよぉ。あなたに恋人ができたみたい、って報告したら、利用すればいいって、助言してくれたわぁ。フフフフ」

「くっ！　……お、親父め。なんて勘違いを……。散々僕のことを無能呼ばわりしたくせに、僕がいないとなにもできない！」

　一海は、床に頭を打ちつけた。何度も、何度も。虻川の部下がやってきて止めようとしても、暴れ続けた。

「くっそおーっ！　……あんなやつ、あんなやつ、親でもなんでもない！　クソジジイめ！　いつか殺してやる！　僕の魔法で、ぶっ殺してやる!!　四し肢しを引き千切って、魔法の炎で燃やし尽くしてやる！」

　勇ゆう治じは、一かず海みの豹ひよう変へんぶりに驚いた。

　あの穏和な一海があんなことを叫ぶだなんて、信じられない。虻あぶ川かわの部下に噛かみつき暴れながら、憎にくしみの言葉を叫び続けている。

「まったく、あなたには困るわぁ。親子なんだから、少しは仲良くしたらぁ？　確かに、田た中なか博士は人道に反するひとですけどぉ。人体実験を躊ちゆう躇ちよなく行えるひとなんて、めったにいないものねぇ。部下のことなんて、まるで信じてないし、興味もない。怪け我がをしようが、死のうが、関係ない。フフフフ。素晴らしいわぁ。ステキじゃない？　人殺しの道具を開発しようってひとは、それくらいじゃなきゃね！」

　楽しそうに話す虻川の言葉に、勇治は鳥肌が立った。一海の父親は、そんなに酷ひどいやつだったのか。

「狂ってる。お前たちは、気が狂ってる！　正気じゃないよ！」

「なんでもいいわぁ、お金になればね。それよりも、答えが聞きたいのぉ。あなたのお父さんの研究に、協力してくれるぅ？　あの力は、戦争で役に立つわぁ。たくさん売れると思うのぉ。圧倒的な力で、たくさんのひとを殺せる便利な道具を作るのよぉ。フフフフ、戦争の常識が変わるわぁ！　そのためには、あなたの力が必要なのよぉ！」

　魔法を戦争の道具に？

　るりかが使ったあの力は、確かに凄すさまじい威力だった。あんなものが戦争に使われたら、大変なことになる。それだけは、絶対に避けなくてはいけない。

「……ノートは、返してくれるの？」

　勇治は、一海のその言葉に目を見開いた。耳を疑う。一海は、なんといった？

「僕のノートを、返してくれる？　僕にあのノートのことを、任せて貰もらえる？」

「うおい、一海！　てめー、なにいってんだ!?」

　勇治は精一杯の声で、そう叫んだ。

「いいんだよ、勇治！　いいんだ。ははははは。……僕が彼女のいうことをきけば、勇治と那な奈なちゃんは解放して貰える。それでいいんだ。……勇治、もういいんだ。諦あきらめるよ。僕は、ノートさえあればいい。親父のいうことだって、ちゃんと聞くよ」

　一海は、勇治を見てにたりと笑った。

　勇治は、ぞっとした。

　ついさっきまで憎しみの言葉を連ねていた父に、服従するというのか？　あのノートに対する執着心は、そんなにも強いのか？　勇治は、わけがわからなかった。

「一海！　お、お前、自分でなにいってるかわかってんのか!?　魔法を人殺しの道具にするつもりか!?」

「ご、ごめんよ、勇ゆう治じ。僕は。僕は――」

　視点の定まらない瞳で、引きつった笑みで、一かず海みは言葉を詰まらせた。

「ん、もう！　邪魔しないでよぉ！」

　虻あぶ川かわが苛いら立だたしげにそういうと、筋肉男がやってきて、再び勇治を蹴けり飛ばした。ごろごろと転がり、るりかの近くで止まった。その場に、胃の中のものを吐き出す。息ができなくて、何度もむせた。

　無力だ。

　悔しい。なにもできない自分が憎にくい。

　那な奈なを助けることもできず、一海を悪の道に走らせることになる。兄として、親友として、なにもしてやれない。

「……やり過ぎですよ」

　るりかのささやき声が、勇治を正気に戻した。

　首を回すと、すぐ近くにるりかの顔があった。眉み間けんに皺しわを寄せ、涙を浮かべ、なじるように勇治を睨にらんでいる。

「注意を引きつけてくれたのはいいんですけど、やり過ぎです。もう準備はできてます」

「……もういいにゃ、勇治。あとは、るりかに任せるにゃ」

　るりかの背後から、マロンがこっそりと顔をだした。るりかを縛っていた縄を、手に持って振っている。

「……マ、マロン!?　お前、捕まらなかったのか？」

「そうにゃ。ぬいぐるみだと思われたみたいにゃ」

「命令してください。いつものように」

「……い、いつものように？」

　るりかは、倒れたまま小さく頷いた。

　勇治は、胸が高鳴った。

　那奈を、救い出すことができる。

　一海を、助けることができる。

　彼女なら、それができる。

　“〝氷結の魔導師”〟るりか。

　非常識なほど強力な魔力。目を見張るほど強烈な魔法。

　これくらいの敵など、ものの数ではない。

「……よし、行け」

　勇治は、そうつぶやいた。

「やっちまえ。ぶっ飛ばしちまえ。那奈を、助けるんだ！」

「了解なのです！　師匠！」

　るりかが、颯さつ爽そうと立ち上がった。

「《アイスハンマー》！」

　エコーがかかった声でるりかがそう叫ぶと、印を結んだ指先から、吹雪ふぶきが螺ら旋せんを描いて射出された。

　バキャアッ！

　近くにいた男数人が、豪快に弾き飛ばされた。

「な、なによぉいったい!?」

　虻あぶ川かわは悲鳴のようにそう叫ぶと、那な奈なから後ずさった。

「美お味いしいご飯を作ってくれる那奈さんは、渡しません！　氷床に潜む精せい霊れいよ！　契約に基もとづき、わたしに力を与えたまえ！　カッツリカツーン！　《アイスキューブ》！」

　早口でそう唱えて腕うでを差し出すと、那奈が瞬時に四角い氷の箱で覆おおわれた。その氷は厚く、しっかりと床に固定されている。

　虻川はそれを目の当たりにして、驚きよう愕がくしたようによろけて壁に背をついた。

「くっ！　これが魔法の力なのねぇ。……でも、絶対に手に入れてやるんだからぁ。フフフフ。お前たち、やっておしまい！　魔法が使えたって、たかが小娘よぉ！」

　歯を食いしばり、鞭むちを振ってそう叫ぶ。

「わっかりやした！　おるぁ！」

「ぶっ殺してやるぜ、おるぁ！」

　彼女の周りにいた黒いスーツの男たちが数人、息を合わせて同時にジャンプし、るりかに飛びかかった。

　しかしるりかには通用しない。勇治は確信していた。

「無駄です！　《アイスフロージョン》！」

　その場を動かず、るりかは腕を左右に広げてそう叫んだ。

　省略詠えい唱しようとやらであろうか。呪文の詠唱もなく印を結んだだけで魔法が発動した。

　彼女の周りから、青白い吹雪が凄すさまじい勢いで上空に向かって吹き出す。それだけで、飛びかかろうとした筋肉男たちは、全員吹き飛ばされた。

「やるじゃねーか、おるぁ！」

　男が銃を抜き、間髪入れず引き金を絞った。

「《エアーシールド》！」

　るりかの前方で風が渦を巻き、弾丸を弾いた。

「ふう。さっき唱えておいたお蔭かげで、省略詠唱できました。精霊魔法は、らくちんです。でも、王級精霊魔法はそうはいきません。破壊力は桁違いですけどね。せっかくですから、お見舞いしてあげます。銃が相手なら、ゆっくりできますし！」

　そういって、エアーシールドで銃弾を弾きながら、複雑な印を結び両腕を回す。

「雪よ、氷よ、気に満ちよ。ビシビシビシュン、ババビシューン！　混こん沌とんたる魔よ！　白夜の国の女王よ！　契約に基づき、わたしに力を与えたまえ！　ガチガチガチガチガキューン！　凍いてつかせ！　《アイスブリザード》！」

　ドゴォン！

　るりかを中心にした強烈な雹ひようの嵐は、螺ら旋せんを描きながら上昇し、雷鳴のような凄すさまじい音を轟とどろかせ、虻あぶ川かわの部下をまとめて凍らせながら、部屋の外へ吹き飛ばした。器用に、虻川を避けて。

　ブロンドの髪かみをぼさぼさにして、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす虻川。

　背後に、凍りついた部下の山。

　るりかはポニーテイルを揺らし、得意げな顔でポーズを決めた。

　圧倒的な力。

　形勢逆転。

　あっという間に追いつめた。

　虻川は我に返ると、舌打ちをして氷の箱を見たが、その中の那な奈なには手が出せない。

「悪は滅びるの。昔から、そう相場が決まってるの！」

　るりかが毅き然ぜんとした態度でそういった。

　睨にらみ合う、るりかと虻川。

　鞭むちを構えた虻川は、完全に余裕が失われていた。

「……フフフフ。凄すごいわぁ。あなた、うちの社員にならない？　優遇するわよぉ？」

　震える手で髪を整えながら、そういった。

「魔法は、戦争の道具じゃありません！　それにその喋しやべり方、さっきからきもいです。きもい上司の下では働きたくありません！」

　虻川の顔が、怒りに歪ゆがんだ。

「くっ、小娘が！　覚えてらっしゃい！」

　そんな捨て台詞ぜりふを残して、虻川は背を向けて暗い通路に逃げ出した。

「待ちなさい！　逃がさない！」

「待て、るりか！　縄をほどいてくれ！　那奈が心配だ！」

　勇治は、そう叫んだ。

　油断ならない相手だが、那奈が心配でならなかった。

「了解！　《アイスカッター》！」

　くるっと振り向いたるりかが指先で印を作ると、そこから小さな氷のカッターが飛び出し、中空を俊敏に舞いながら勇治の手首と足首の縄を切り裂いた。一海も、同じように解放された。

　縄を払って肩を押さえながらすぐさま立ち上がると、勇治はふらつきながら氷の箱まで駆けつけた。

「るりか！　この氷を壊してくれ！」

「はーい。《ブロークンアイス》！」

　氷の箱がきらきらと光り、バキャアッ！　という音をたてて砕け散った。まだ中空を飛んでいた氷のカッターが、那奈を縛っていた縄を切る。

　雨に濡ぬれ、泥で汚れたセーラー服。端正な顔が、苦しそうに歪んでいる。

　勇ゆう治じは崩れるように那な奈なの前にしゃがむと、震える腕うでで抱き起こした。片腕がいうことをきかないので、苦労する。膝ひざに載せ、額についた血を袖そでで丁寧に拭ぬぐう。

　あいつらになにかされたんじゃないだろうか。心配で、心配で、胸が苦しくなった。

「大丈夫か、那奈？　那奈？　どこか怪我はないか？」

「……ゆーじ？　だ、大丈夫だよ。ちょっと、苦しいけど……」

「喋しやべるな！　病院に連れてってやるから。もうちょっと我慢しててくれ」

　そう叫んで、ぎゅっと抱きしめた。

「ん。わかった……」

「……勇治」

　一かず海みが、すぐそばに立っていた。

　勇治はギリっと歯を食いしばり、那奈を優しく床に降ろすと、無言で立ち上がった。

「……一海」

　一海を、軽く突き飛ばした。ぺたんと、一海は力なく尻しり餅もちをついた。すがるような目で、勇治を見る。

「……ゆ、勇治？」

　勇治は痛む肩を押さえて、倒れた一海を見下ろした。

「バカ野郎！　お前、なんで虻あぶ川かわのいいなりになろうとしたんだ！　魔法を、戦争の道具にするつもりか!?」



    

  
    
      



    

  
    
      「あ……。ご、ごめんよ、勇ゆう治じ。でも、僕は――」

「うるせえええええ！　お前、どうかしてたぞ！　あのノートが、そんなに大事か？　那な奈なをこんな目に遭わせておいて……。オレの大切な那奈を！」

　勇治がそう叫ぶと、一かず海みはショックを受けたような顔をした。

　その顔が、激しく歪ゆがむ。

　一海の細い腕が、勇治に伸びる。

　その力のない腕を、勇治はしゃがんでぎゅっと掴つかんだ。

「――なぁんてな。オレなんて、なんの役にもたたなかったし。すんげー無力だった。ほんと、自分が嫌になったぜ」

　そういって、息を吐き出した。腕を振り上げて魔法を使おうとしていたるりかを見つけると、苦笑いを返した。

「大丈夫だよ、るりか。オレは一海を憎にくんじゃいない。裏切りもしない」

「それならいいです」

　満足げに頷うなずいて、るりかは手を下ろした。

　勇治は、今朝見た夢のことを思い出していた。

　この場所だ。

　勇治はここで、自分の無力さに絶望して、なにもかもを一海のせいにして、責めて、痛めつけ、そして――

　――一海は壊れ、邪悪な笑い声をあげる。

　世界は、破滅へ向かう。

「……ゆ、勇治？」

　一海は、当惑したような顔をしていた。

「お前は、那奈を護まもろうと思ったんだよな？　那奈のために、自分を売ろうとした。感心できることじゃねーけど、お前はお前なりに頑張ったんだよな？　ありがとう、一海」

　本当は、一海が憎かった。那奈をさらって酷ひどい目に遭わせたのは虻あぶ川かわだし、悪いのは一海の父親だということは理解していた。だが、責任転てん嫁かかも知れないが、那奈がさらわれた原因を作ったのは、一海だ。一海が魔法の研究に手を出していなかったら、那奈がさらわれることはなかった。そう思うと、許せない。

　勇治は、そんな感情を呑のみ込んだ。

　なにもできなかった自分に、一海を責める資格なんてない。

「ち、違うんだ！　……勇治。僕は、僕は――」

「うるせえええええ！　それ以上いうな！」

　バシッと、一海の肩に手を置いた。

「……勇治。こんな僕を、許してくれるの？」

「だーかーらー。許すもなにもねーよ。お前は、悪くない」

　そういって、立ち上がった。

　そうだ。一かず海みはなにも悪くない。それに、もう終わったことだ。

　るりかがいてくれて、本当によかった。

　彼女がいなかったらと思うと、気が遠くなる。一海が虻あぶ川かわのいうことを聞いたとしても、あいつらが那な奈なを解放してくれるとは限らない。これだけのことをしたのだ。口封じのために、殺されていたかも知れない。

　一海は、ぽろぽろと涙を流していた。

「お、おい一海。男が泣いてんじゃねーよ。那奈に嫌われちまうぞ？」

　一海は少し笑い、腕で涙を拭ふきながら、何度も頷うなずいた。

「おっしゃ。じゃあ帰ろうぜ！　一海。オレは右腕が動かないから、お前が那奈を――」

　ゴスン！

　鈍い音がした。

「な、なんだ!?」

「ゆ、勇治！　ドアが！」

　黒い壁が、ドアを塞ふさいでいた。

『あぁら、学芸会は終わったのぉ？』

　どこからともなく、そんな声が響いた。

　虻あぶ川かわの声だ。

　勇治は部屋の中に虻川の姿を探すが、どこにも姿はない。

「あそこだ！」

　一海がそういって、壁を見上げた。

　高い天井の三階くらいの高さの位置に、窓があった。そこに、虻川らしき赤い服を着た女性の姿が見える。

『フフフフフ。そうよぉん、一海くぅん。ここからお送りしまぁーす。でも、おバカなのねぇ、あなたたち。とっとと逃げちゃえばよかったのにぃ』

「うるせえ、この最低野郎！　まだなんか用があんのかよ！」

『あぁら、当たり前でしょぉ？　私って、プライドが高いのぉ。……きもいとか最低野郎とかいわれて、素直に帰すわけねーだろ、このクソガキどもがァ!!　なにもかもブチ壊しだァ！　一海！　テメェはもう用なしだ。ノートはこっちにある。あとはテメェのバカ親父をたぶらかして、研究を進めるわ。そこのチビブタ女の動きも、ビデオに撮ってあるしなぁ。ヒーヒヒヒヒ！　まとめて死んじまいなァ!!』

「……ち、チビブタ女!?」

　憎悪のこもった低い汚らしい声の一部に、るりかが反応した。

「な、なにをする気だ!?　警察呼ぶぞ！」

『ここは治外法権だ、警察なんかくるか、ボケェ！　じわじわと恐怖を味わいながら死ねェ!!　バーカ！　ブツン』

　それっきり、声が沈黙した。

　窓から、虻あぶ川かわの姿が消える。

　ガスッ！　ゴリッ！

　重い音が轟とどろいて、部屋が揺れた。

「今度はなんだ!?」

「勇ゆう治じ、天井が！」

　割れていた。

　天井がふたつに割れて、黒い鉄の天井が下がってきた。

　ゆっくり、ゆっくりと。

　部屋を見回す。逃げ場は、ない。

「……呆あきれてものもいえません。吊り天井じゃないですか。古くさいことをするんですね、あの年とし増ま」

　腕を組んだるりかが、ため息混じりにそういった。

　ゴリッ！

　天井が、そんな音をたてて少しずつ下がってくる。

「……聞いたことがある。なにかの実験用に作った仕掛けで、確かあの天井は一メートルくらいの厚さで、三〇トンくらいあるって……」

「な、なんの実験だよ。なんでそんなもんがこんなとこにあるんだよ!?」

　一かず海みを睨にらむと、顔面蒼そう白はくになっていた。どうやら冗談ではないらしい。

「軍事兵器の対衝撃用の実験設備かな……。本来なら、一気に落とすんだろうけど」

　ゴリッ！

「マジか!?　おいるりか！　魔法で破壊できるか？　お前ならなんとかなるよな？」

「そんなの無理に決まってます。わたしの攻撃魔法は、対人用です。究極魔法でも使えば別ですけど」

「じゃあそれ使えよおおおおおおお！　もったいぶるな！　魔導師なんだろ!?」

　ゴリッ！

「か、簡単にいわないでください！　アルス・マグナは、すんごい長い呪じゆ文もんの詠えい唱しようが必要なんですから！」

「だから時間がねええええ！　早く唱えろ！」

「神級精霊魔法より長いんですよ！　そんな長い呪文、いつまでも覚えてられるわけないでしょ!!　めったに使わないのに。もう忘れちゃいました！」

　ゴリッ！

　えーと。

　この魔導師様は、なんとおいいで？

　覚えてない？

　呪文を忘れた？

　勇治はるりかの言葉を頭の中で反はん芻すうして、あんぐりと口を開けたまま硬直した。そのまま、ガックリと虚きよ脱だつした。

　因いん果が律りつの拒絶反応か？　これが、るりかの五回目の不運なのか？

　だめだ。もうおしまいだ。

「る、るりかちゃん。今、ARS MAGNAっていった？」

　一かず海みが天井とるりかを見比べながらそういったが、勇ゆう治じの耳には届かない。

　勇治は那な奈なのそばに行くと、ぺたんと腰を落とした。

　ゴリッ！

「そうです。アルス・マグナです。魔導師は、みんな極めているのです！　……呪じゆ文もんは、ど忘れしちゃいましたけど……」

「るりかちゃんの魔法は、GLACIALISだよね？」

「そうです。グラキアリスです。氷、って意味です。ていうか、いちいちラテン語っぽくいわないでください。カタカナで覚えてるんですから！」

「やっぱりそうか！　勇治！」

　ゴリッ！

　万事休す。もう逃げる手段はない。勇治はそう思いながら、片手で那奈を持ち上げて、ぎゅっと抱きしめた。

　那奈が、うっすらと目を開けた。

「那奈……」

　見上げると、黒い鉄の天井は、もう三階にあった窓のあたりを過ぎている。なかなかのペースだ。

　ここまできて、終わりなのか。あのアホな魔導師は、最後は役に立たなかった。

「勇治！　ねえ、勇治ってば！」

　ゴリッ！

「すまない、那奈。許してくれ、那奈。オレは、オレは本当は、お前のことが……」

　腕の中の那奈は、不思議そうな顔をした。柔らかそうな唇くちびるが、なにか言葉を紡つむごうとしている。

　那奈。大好きな那奈。だけど、一海は悪くない。悪くないんだ許してあげて。

「勇治、ってば！　ねえ、勇治！　勇治！」

　ゴスッ！

「ギャブッ！」

　勇治は後頭部に猛もう烈れつな打撃を喰らい、前方につんのめった。痛みの原因が、ころころと転がった。マロンだ。

「なにひたってるんですか、このダメ人間！」

　涙を流しながら振り返ると、るりかが渋い顔をしていた。

「痛えぞるりか！　この役立たず！　那奈を落としたらどうすんだ！　ていうかお前、マロンの扱い酷ひどいぞ！」

「そんなことどうでもいいんです！　田た中なか一かず海みが、さっきから滑こつ稽けいなくらい必死になって話しかけてるじゃないですか！　見ていて悲しくなってきちゃいました！」

「……あ、ありがとう、るりかちゃん」

　一海は、微妙な顔をしてるりかに頭を下げた。

「な、なんだよ一海……」

「そんな嫌な顔しないでよ。呪じゆ文もんだよ、呪文！　勇ゆう治じが覚えた呪文！」

「は？　なんのことだ？」

「ほら！　僕のノートを読んで、暗記したじゃない。青き魔の光よ、ってやつ！」

「……ああ、あのアホな呪文か。まだ頭から抜け――」

　思い出した。

　そのページの頭には、ARS MAGNAと書いてあった。そのあと覚えた呪文のページには、確かにGLACIALISと書いてあった。

　ゴリッ！

「あ、あの呪文がそうなのか!?　先にいえ、バカやろおおおおおお！」

「るりかちゃん！　その究極魔法なら、勇治が覚えている。限界突破の呪文と、究極魔法、アルティメットブリザードの呪文！」

「な、なんですってーっ!?」

「あのアホ丸出しの呪文だろ？　口に出すだけで吹き出しちまうような」

「し、失礼な！　あれは、魔法を具現化するのに絶対に必要な言葉なんです！　一字一句間違えただけでも、魔法は発動しません！　バカにしないでください、バカのくせに！」

「なぬ!?　ていうか、だいたいなんで呪文が日本語なんだよ!?　ラテン語とか英語じゃねーのかよ！」

「日本人なんだから日本語がいちばんでしょ！　いちばん心がこめられるじゃない！」

「魔法の名前は英語じゃねーか！　アイスブリザード、とか！」

「カタカナです！　わかりやすければいいんです！」

「マジかよ!?　じゃあ、あのビュビュビュビュビュビュンとかズシャーン！　ギャギューン！　てのは、なんなんだよ!?」

「それは雰囲気です！　あれも絶対的に必要不可欠な言葉なんです！　その言葉で精せい霊れいや精霊王を、いい気分にさせるんです！」

「なんだそりゃああああああああああ！」

「そーゆーもんなんです！」

「くだらないことでいい争ってる時間なんてないよ！」

　一海がそう叫んだので、勇治は正気に戻った。

　ゴリッ！

　見上げると、天井がかなり下がってきている。

「ま、間に合うのか!?」

「計っていたにゃ。あと三分くらいだにゃ！　ギリギリだにゃ！」

　床に転がっていたマロンが、のっそりと起きあがりながらそういった。目がぐるぐる回っている。

「う、うわあ！　に、人形が喋しやべった!?」

　勇ゆう治じは、いちいち説明するのが面倒臭くなった。一かず海みが腰を抜かしたように倒れたけど、無視することにした。

「勇治。るりかと一緒に呪じゆ文もんの言葉を唱えるんだにゃ！」

　ゴリッ！

「こんなところで、オレの記憶力が役に立つとはな」

　勇治はそういって、那な奈なを優しく床に寝かせた。

「……ゆ、ゆーじ？」

　那奈が、かすれた声でそういった。

「待ってろ、那奈。もうすぐ、帰れるから」

「ん。……頑張って」

　那奈は、一生懸命笑顔を作った。

　それだけで、元気が沸いてきた。

　勇治は立ち上がった。

「じゃあいくぞ、るりか！　オレが先にいうから、その通りに繰り返せよ」

「わかってます！　……初めてじゃないし」

「……そのことについては、あとでたっぷり突っ込んでやる。おっし、準備しろ!!」

「了解、師匠!!」

　るりかが部屋の中央に立ち、勇治はそのすぐ後ろに立つ。

　勇治は、大きく深呼吸した。右肩が強烈に痛む。熱っぽくて、身体からだがだるい。頭が痺しびれている。何度か腹を蹴けられたせいで、胃がむかむかする。

　ゴリッ！

　目の前でるりかは、難しそうな印をいくつも作って、腕をぶんぶん振っている。ブレスレットの宝石が青く輝く。華きや奢しやな背中が、頑張っている。

　オレも頑張るんだ。みんなを護まもるんだ。大丈夫だ、きっと思い出せる。

　ぎゅん！

　足下に、青い炎で描かれた魔法陣が出現した。わけのわからない文字が、取り囲む。

　その中央で、ぼんやりとした青い光に包まれたるりかが、目で合図した。

　勇治は、口を開いた。

　るりかが、すぐあとに続く。



「青き魔の光よ、魔の力潜ひそめし宝ほう玉ぎよくよ、この声を聞け。魔の祝福にて、わたしの魂たましいを清めたまえ！　ルリラルリルリ、ゴゴゴゴガキン！　ゴゴガキン！　この魂を守る最大限界を、今ここに突破する！　バッキンコキン！　ラララララ。ルルリララ。リリルリラ。無限の魔の力よ、最強の白霧でわたしを強固に包みたまえ！　わたしはここに、魔の契約を施行する！　大いなる秘法を紐ひも解き、魔力のすべてを解き放たん！　ドドドゴキン、ドビッシャーン！究！極！詠！唱！水よ、雪よ、氷よ、気に満ちよ。バシュシュバシュシュシュ、バシュシュンバーン！　氷紋、氷柱、氷壁、氷山、氷冠、氷ひよう瀑ばく、氷原、凍結の力を魔に帰せ。森羅万象万物あらゆる摂せつ理りの壁を抜き、混こん沌とんたる魔と融合せよ。静かに眠る真の力を、今こそここに蘇よみがえらせよ。ババババキキーン！　カチカチコチコ、カキコチコ。凍気を束ね嵐となれ！　ビュービュビュー！　凍嵐よ荒れ狂え！　ビュービュビュー！　永遠の氷雪。永久の氷河。恒久の凍土。氷床に潜む精せい霊れいよ！　コンコンコンコンこんちゃーっすごめんちょっと力貸して欲しいんだけどいいかないいよね悪いね今度なんかおごるからじゃあ待ってるからよろしくね。白夜の国の女王よ！　コンコンコココンこんにちはご機嫌いかがごめんなさいちょっと力を貸して貰もらいたいんですけどお願いできますかね是ぜ非ひともお願いします本当にお願いしますいいですかすいませんありがとうございますじゃあ待ってますね。冥めい界かいを統すべる女神よ！　コツコツコツコツご機嫌麗うるわしゅうございますさっそく本題なれど貴殿にお力を貸していただきたく参上した次第でございます度々ご無理をお願いいたし恐縮に存じますがお力添えをお願いいたしますよろしいですか痛み入りますここに厚く謝意を表する次第です待ち設けておりますのでよろしくお取りはからい下さいませ。至高なる魔の存在よ！　コココンココンコもうかってまっかすいまへんちーとばかし力を貸して貰えまっしゃろかよろしいでっかありがとうございまんねんすみまへんよろしゅうお願いしまんねんほな待ってますわほんま頼りにしてまっせ。ズシャーン！　ギャギューン！　ビキビキバビューン！　そんなこんなで契約完了！　さあ今こそわたしのもとへ集つどえ！　魔の法則に従い、力を統合せん！　バリバリガチーン！　バリガチーン！　ガリガリバチバチキリキリギュギーン！　ガガンガガンガン、ビキナビナ！　絶対零度の息い吹ぶき！　究極の力！　アルス・マグナ！」



　るりかが、ニカっと笑った。

　勇ゆう治じも、ニカっと笑っていた。



「《アりゃティメッちょぷリりザード》!!　あわわわわ――」



　――るりか、本日五回目の不運。

　噛かんでやんの。

　真っ白な光に包まれて、勇治は意識を失った。



    

  
    
      




　　エピローグ





　カラスがカァと鳴いた。

　山やま根ね勇ゆう治じは制服のまま、お気に入りの土手に寝そべって、ぼんやりと夕ゆう陽ひに染まる空を眺ながめていた。

　生臭い湿った風が頬ほおを撫なでる。

　土手の上には、遊歩道が伸びている。そこでは、買い物帰りのおばさんたちが、立ち止まって井い戸ど端ばた会議をしていた。下品な笑い声が響いてくる。

　遊歩道の向こうには、グラウンドが何面も広がっている。野球やサッカーの練習に明け暮れる健康的な少年たちが、元気な声を上げていた。

　なんにも変わらない、日常のＢＧＭを聴きながら。

「勇治。本当に、ありがとう」

　すぐそばで体育座りをしていた一かず海みが、そうつぶやいた。彼は今日、学校を休んでいたので、私服のままだ。

　勇治は、額の前髪との境目にある三センチくらいの傷きず跡あとを、指で触った。ギプスで固めた肩が、ズキンと痛んだ。

「……凄すごいよね、勇治は。あそこまで凄い男だって、知らなかった」

　そういわれて、勇治は苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔になった。

　二日前。るりかの究極魔法が暴発し、八やつ菱びしの研究所があった場所に大穴が空いたあの日。あのアホな呪文の最後にるりかが噛んだとき、身体からだの中からなにかが抜けたような感覚になり、そのまま勇治は意識を失ってしまった。

　それなのに、勇治はマロンを身体に貼はりつかせ、那な奈なを背負い、るりかを抱え、一海の手を引いて、崩れ始めたビルから全速力で最短距離を走り、無事に脱出させた。

　――らしい。

　一海は、そう教えてくれた。

　しかし、勇治はなにも覚えていなかった。

　そんなことできるわけがないと思った。その日のうちに病院へ行ったら、右肩は見事に骨折していた。そんな身体で、女の子ふたりと一海を掴つかんで走るだなんて、できっこない。どう考えても、おかしい。火事場の馬鹿力というには、非現実的過ぎる。

「僕はバカだよね。あんなノート、燃やしてしまえばよかったのに。あのノートのせいで、那奈ちゃんを危険な目に遭わせてしまった」

　もう、そんなことはどうでもよかった。

　那な奈なは、額を少し切った程度の怪け我がだった。あんな目に遭ったのだから、心に傷を負ってしまってもおかしくないと勇ゆう治じは思っていた。しかし那奈は気き丈じようだった。昨日は一日中、肩を骨折した痛みと疲労で寝込む勇治を看病してくれた。お蔭かげで、今日は学校に行くことができた。美お味いしいお弁当まで作ってくれた。

「るりかちゃんも、頑張ってくれたね。“〝氷結の魔導師”〟。魔法を見ることができただけでも、僕は満足だよ。あのノートに書かれていたことは、すべて本当のことだった」

　ひとつだけ、安心できることがあった。

　るりかが、二〇年後の未来から現在にやってきた理由。勇治が一かず海みを裏切り、酷ひどく傷つけ、その結果一海が邪悪に染まり、世界を滅ぼすという歴史。

　それを、回避した。これで、るりかは報むくわれる。彼女は未来を救ったのだ。そう思う。

　あのノートの存在自体は謎なぞだった。しかし虻あぶ川かわがまだあそこにいたとしたら、るりかの魔法に巻き込まれて、ノートは消滅しただろう。虻川自身も、ただの怪我では済むまい。

「……ごめん。僕は、狂ってた。どうかしてたんだ。あのノートに取り憑つかれて、魔法に取り憑かれて、自分を見失っていたんだ。……寂さびしかったのかな。親父があんな冷れい血けつ漢かんだし、勇治も僕を拒絶したみたいなことをしたし。……でも、本当は違ってた。勇治は、あんなに僕のことを心配してくれた。許してくれた。僕を、あのノートの呪じゆ縛ばくから解き放ってくれた。それに比べて、僕は……」

「……お前なあ！」

　勇治は、そういって上半身を起こした。

「さっきっから、暗いことばっかいってんなよ！　終わったことだろ？　悪い奴らをやっつけて、上手く脱出できた。よかったじゃねーか！」

「で、でも、僕は許されないことを――」

「うるせええええええ！　オレは誰だ？　お前の親友だろ？　終わったことをいつまでもうじうじいうような男じゃねーぞ！　見損なうなよ！」

　そういって、ニカっと笑った。我ながら、会心の笑みだ。そう思った。

「あ、ありがとう、勇治……」

　目を潤うるませ、今にも抱きついてきそうな顔で一海はそういった。勇治は、尻をずらして逃げるように距離を取った。

「わかれば、よろしい」

「……う。ね、ねえ勇治。るりかちゃんって、なにものなの？　どこで魔法を覚えたのかな？　勇治って、ああいう女の子が好みなの？」

「なんだそりゃ……」

　勇治は、言葉に詰まった。

　るりかが未来からきたということを話すには、一海が世界を滅ぼそうとしたことまで話さないといけない。

　だが、もう一かず海みが世界を滅ぼすことはない。これから一海が魔法の研究を続けるかどうかはわからないが、たとえ魔法を実現化したとしても、諍いさかいや争いは発生するだろうが、最悪の結末を迎えることはない。

　起こることのない未来の話をして、一海を傷つけることはない。

　もう、終わったことなのだ。

「まあ、なんだ。どこか異世界から、オレたちを助けにきた魔法使い。そんな感じだ」

　異世界。そうだ、滅亡寸前の未来は、もはや異世界だ。

　だとしたら、るりかはどうなる？

　滅亡しないはずの未来から、るりかが現在にやってくる理由はない。このままるりかは、消えてしまうんじゃないだろうか。

「男どうしでアヤシイです」

「ぬおっ!?」

　首を回すと、土手の上にマロンを抱きかかえたるりかが立っていた。なぜか那な奈なが貸した服がボロボロになっている。

「る、るりか！　お前、どうしたんだ？」

「なんでもないです！　……いつものことですから」

　口を尖らせながら歩いてくると、勇ゆう治じの隣にちょこんと腰を下ろした。因いん果が律りつの拒絶反応。今日のノルマは達成したのだろうか。

「……ねえ、勇治。るりかちゃんとは、どういう関係なの？」

　勇治の向こうのるりかを見ながら、不満そうな顔で一海がそういった。

「オレは、こいつの師匠なんだとさ」

「今とあんまり変わりません。ダメ人間です」

「誰がダメ人間だああああああ!?」

　二〇年後の世界で、勇治は“〝時空の魔導主師”〟と名乗っているらしい。未来が変わってしまったのだから、本当にそうなるかはわからないことだが。

「それよりも、お腹が空きました。那奈さんは、まだですか？」

「……まだ夕方だろうが」

「那奈さんに作って貰もらったお昼のお弁当、公園で食べようと思ったら、落っことして野良犬に食べられてしまいました。もう、お腹と背中がくっつきそうなのです！」

「マジかよ……」

「……仲がいいんだね」

　一海は、勇治を睨にらんで頬ほおを膨ふくらましていた。女の子みたいだな、と勇治は思った。

「そーゆーんじゃねーよ。つーか、お前なに怒ってんだよ」

「……別に」

　そういって、そっぽを向いた。おかしなやつだな、と勇治は思った。

「ゆーじ。まだここにいたの？」

　今度は那な奈なの声がした。首を回すと、買い物袋を提さげた笑顔の那奈が、遊歩道をこちらに向かって歩いてくる。

「ご飯がきました！」

　そう叫んで、るりかが立ち上がった。ぽろりとマロンを落とす。口元に、もうよだれが垂れている。

「……なんか今日はにぎやかだな」

　本当はひとりでぼんやりと考え事をしたかったのにな、と思って勇ゆう治じはため息をついた。ごろんと、土手に寝そべる。

「勇治！」

「ぬおわっ!?」

　思い詰めたような顔をして、一かず海みは覆おおい被さるように顔を近づけた。間近に迫る美形の顔に、ちょっとドキッとしてしまった。

「な、なんだよ一海」

「……勇治は、誰が好きなの？　やっぱり女の子がいいの？　胸は大きい方がいいの？　ロリコンなの？」

「は？　な、なにいってんだお前……」

「那奈ちゃん？　るりかちゃん？　それとも……」

　一海の顔が、どんどん接近してくる。男のくせに、長い睫まつげや唇くちびるが艶なまめかしい。

「バ、バカいってんじゃねーよ！　そんなんじゃねーったら！」

「一海くんっ！　ずるいっ！」

　買い物袋をどさっと捨てて、那奈がそう叫んだ。

　ずざざーっと土手を滑すべるようにして下りてくると、肩で体当たりをするように一海を押しのけた。解放された勇治は、身体からだを起こして後ずさった。

「な、那奈ちゃん!?　なにするんだよ」

　珍しいことだと勇治は思った。那奈が勇治以外の相手に乱暴なことをするのは稀まれである。一海も驚いたような顔で那奈を見る。

「ルール違反っ！　減点一っ！」

　那奈はそういって、一海に食ってかかった。

「だ、だって、勇治が……」

「ダメっ！　勇治が気づくまで黙ってる、って約束でしょ？」

　勇治は閉口した。痴ち話わ喧げん嘩かか？　それにしては、様子がおかしい。

「……やっぱり、僕は勇治にちゃんというよ！」

「一海くん、ダメっ！　いっちゃダメっ！」

「那奈ちゃんとは事情が違うんだ！　鈍感な勇治には、ちゃんといわなきゃダメなんだ。それに、途中まで話してあるし……」

「嘘うそっ!?　……い、いつ？」

　那な奈なは狼ろう狽ばいしたように、勇ゆう治じと一かず海みを見比べながら頬ほおを染めた。勇治はぽかんと間抜けに口を開けながら、首をかしげた。

「勇治と那奈ちゃんが喧けん嘩かした日だよ。僕が、勇治を叱しかったときに。……途中で逃げちゃったから、ちゃんと話せなかったけど」

「じゃあ、ダメっ！　絶対にダメっ！　ずるいっ！」

「ず、ずるいのは那奈ちゃんじゃない！　同じ屋根の下に住んでるなんて……。るりかちゃんだって、勇治の家にいるんだよ？　僕の気持ちもわかってよ！」

「そ、そうだけど」

　一海と那奈が、揃って勇治を見た。ふたりとも上目遣いで、なぜか照れたような顔を紅潮させている。

　なんだ。これはいったいなんなんだ？

　勇治は緊張し、困惑した。じっと見詰められながら、必死になって頭を回転させる。一海はオレに、なにをいおうとしているんだ？

　なにかが、閃ひらめいた。

　もしかして。いや。まさか。そんな。

　――一海が？

　那奈に告白をした、一海が？　いやまてよ。一海はあの日、那奈に本当の気持ちを話したといっていた。で、那奈になにを告白したんだ？　それって――

　一海はあのとき、どんな顔をしていた？

　心当たりは？

　えーと。

　つまり、一海が本当に好きなのは、那奈ではなく――

　勇治は、急に逃げ出したくなった。追い詰められたような気分できょろきょろとあたりを見回すと、土手の上でるりかが買い物袋の中を漁っているのが見えた。

「こ、こらーるりか。だめじゃないかー」

　抑よく揚ようのない声でそう叫ぶと、勇治は立ち上がった。叱しかられた子犬のような顔をして、メロンパンを口にくわえたるりかが振り返った。

「ゆ、勇治！　ぼ、僕は、勇治のことが――」

「ダメ、一海くんっ！　ダメだったらっ！」

　那奈が、一海に抱きついて口を塞ふさいでいる。そんな姿を見ても、もう嫉しつ妬としたりはしなかった。胸が痛んだりはしなかった。

　ただ、逃げ出したくなった。

「るりかー。おしおきだぞー」

　抑揚のない声でそう叫ぶと、るりかに向かって走った。走ったというか、逃げた。この場から逃げ出した。聞きたくないことを、一海はいおうとしている。知りたくないことを、一海はいおうとしている。

「むぐむぐ。こ、これふぁちらうのれふ！　このパンが、勝手にお口の中に入ってきたのでふ！　不可抗力なのでふあああああーっ!?」

　るりかが、つるんと滑すべった。

　因いん果が律りつの拒きよ絶ぜつ反応。るりか、本日何度目かの不運。メロンパンをくわえながら、ごろごろと川に向かって転がっていく。

　勇ゆう治じは、るりかとすれ違った。

　そのまま、進行方向を変えずに全力疾走。

「勇治！」

「ゆーじっ！」

「うわーん！　師匠うううううう！」

「知らん！　なんにも知らんぞオレはああああああああああああああああ!!」

　逃げ場所なんて、どこにもないのはわかっていた。だけど、逃げるしかない。逃げられるだけ、逃げてやる。二〇年でも百年でも、逃げ続けてやる。オレの人生は、逃避の人生だ。勇治は、そう思った。なんだか、泣けてきた。



　マロンが、苦笑しながら、彼らを見ていた。



（完）



    

  
    
      



    

  
    
      




　　あとがき





　マロンは、墨すみ田だ区のそば屋の隣にある公園に、兄弟二匹とともに捨てられていました。そば屋の奥さんは猫好きで、よく捨てられている子猫を拾い、育てていました。しかしそんなにたくさんの猫を飼うわけにもいかず、里親を捜していました。

　三ヶ月の子猫であった茶トラのマロンは、縁があったひとに貰もらわれました。

　そのひとのマンションで、マロンはすくすくと育ちました。どたばたと走り回り、おやつが欲しいと鳴き、遊んで欲しいと鳴き、いじけると太い紐をぎゅーぎゅー音をたてながら噛かみました。弟もできました。そいつはアメリカンカールの自由奔ほん放ぽうな猫で、喧けん嘩かをしたり、一緒に走り回ったり、くっついて寝たりしました。飼い主をふぬけにするぐらい愛くるしい寝顔を見せつけたりもしました。

　でも、そんな幸せな時間は長くは続きませんでした。

　ある日マンションに、ＵＦＯが突っ込んできたのです。

　マロンだけは、九死に一生を得ました。たまたま通りかかった天才科学者が、虫の息であったマロンを拾い、魔法と科学を使ってロボットに改造したのです。マロンは、二足歩行でひとの言葉を話すロボットに生まれ変わったのです。

　お腹になんでも入るポケット、両手にガトリング砲を装備し、マロンは旅立ちました。それは、飼い主の復ふく讐しゆうをするためです。憎にくき宇宙人を根絶やしにするつもりなのです。

　ポケットにおやつを詰め込み、マッハ３で空を飛び、百万パワーで宇宙人と戦いました。ガトリング砲は、邪魔なので途中で捨てました。メインの武器は、釘尻尾です。

　そして数十年に及ぶ長く激しい戦いの末、その命と引き替えに、悪しき宇宙人どもを滅ぼして復讐を果たし、地球に平和を取り戻したのです。その雄姿は伝説となり、何千年も語り継がれることになります。

　嘘うそです。九行目までは、本当です。うちの猫ですけど。

　こんにちは。須す堂どう項こうです。

　はじめての方も、そうでない方も、本書を手にとっていただきまして、まことにありがとうございました。人生四冊目の本です。初めての新作です。楽しんでいただけたでしょうか。なんも考えないで気楽に読んでいただければ幸いです。

　次回作でまたお会いできるよう、尻に火をともして頑張りますので、なにとぞよろしくお願いします。



　　　二〇〇六年　三月
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　著者

　須堂　項（すどう・こう）

　　１９７１年、西東京生まれ。第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞審査員特別賞を受賞、『彼女はミサイル』（ＭＦ文庫Ｊ）でデビュー。

　　ＩＴ業界でＷｅｂコンピュータと格闘しながらの執筆を決意。趣味は映画鑑賞とオンラインＲＰＧと猫と遊ぶこと。時間が足りません。近著に『彼女はミサイル３』がある。



　イラスト

　なごやこーちん

　　自称なごみ絵師。ゆるゆる頑張ってます。

　　ねことか好きです。

　　集英社スーパーダッシュ文庫『魔王、始めました』シリーズ全９巻『ぼくたちには野菜が足りない』シリーズ全４巻（共に淺沼広太著）の挿絵をしたりしてます。

　　http://nago.neko.ne.jp/
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